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　　　序章







　男のもとに届いた一通の手紙と、そこに綴つづられたひとつの思い。

　久方ぶりの連絡を告げるそれは、人の心を動かすには十分すぎるほどの愛情に溢れていた。男は読みながら葛藤する。たとえ差出人の頼みであろうと、厄介事は引き受けたくない。しかし、びっしりと書き込まれた文面から伝わる最期の思いを前に、読むのをやめることはできなかった。そして迎えた最後の便箋には、中央にたったひと言だけ。

『頼む』

　歪いびつな手で書かれた渾身の言葉おもいが、再びその者の冷え切った心を動かしたとか、しないとか。

「………………めんどくせぇ」

　光りが差し込む窓辺から月を仰ぎ、男は託された手紙きぼうを握りしめる。手の中で悲鳴をあげたそれを執務机に置くと、踵きびすを返して歩きだした。

　──すべては、そこから始まった。





　　　第一章







　蹄ひづめの音を聞きながら、リーネ・スプリングフィールドは馬車に揺られていた。

　窓の外を流れる、のどかな田園風景とは反対に、馬車内ここは微かすかな緊張感で満ちている。彼女の隣に座っている男はまだいい。己の気配を消すように、ただそこに“いる”だけだ。しかし、斜め前で平静を装い──その実、装えていない若い男は、さっきからちらちらと視線を向けてくる。気遣いにも、興味本位にも似た視線で、腫れ物にでも触るような気配に、リーネは息が詰まりそうになった。

　とはいえ、彼がリーネを気にしてしまうのも無理はない。

　連日の寝不足が祟った目元には立派なくま、澄んだ蒼い瞳には生気がなく、母譲りの美しい金糸の髪もいつから梳すいてないのか、くすんだままだ。憔悴しょうすいしきった表情と合わさって、簡素な黒のドレスに身を包んだ己の身体を見下ろし、彼女は小さく息を吐く。

　──こんなことなら着替えておけば……。

　と、思ったところで、やめた。

　脳裏に姉ふたりの顔が浮かび、そんな時間を与えてくれるわけがない、と考えを改める。母の形見であるこの肩掛けショールさえあれば、それでいい。そう思い直し、リーネはぼんやりと自分が生まれ育った故郷を見送るように、視線を窓の外に向けた。

　──……お父さま。

　母のところへ旅立つ父を思い、祈るようにそっと目を閉じる。




『剣を交わすよりも、酒を酌み交わすほうが平和的だ』




　そう豪語していたのは、父のアーロン・スプリングフィールドだ。

　彼は辺境伯として、広大な領地を守る任に就いていた。広大と言っても、豊かな自然に囲まれた田舎町だ。国の反対側に位置する、もうひとりの辺境伯が守る先進地域とは違い、ここは常にのんびりしている。そのため、攻め入られる隙といつも隣合わせだった。しかし、父がここへ赴任してから大きな争いはない。

　どこから情報を聞きつけたのか、小さな小競り合いが争いの火種になりそうになると、父は豪語していた言葉どおりに城を空け、夜通し酒を呑んでくる。そして翌日には、どうやったのか知らないが、諍いはきれいさっぱりなくなってしまうのだから不思議だ。

　その手腕を気に入っている領民たちはアーロンを慕い、身分など関係なく接する彼の性格もあるのだろう、周りにはいつも人だかりができた。

　そんな自慢の父だが、帰ってくるとただの酔っ払いだ。ベッドに潰れ、服を脱ぎ散らかす姿は辺境伯の威厳などどこにもない。姉たちは酔っ払いの相手なんて、と嫌そうな顔をしたが、リーネはこういう人間らしい父も好きで、この時間を楽しみにしていた。

　忙しい父と一緒にいられる唯一の時間だということもあったが、それ以上に──。

『ユリシーズはな、すごい男なんだ』

　酔った父が豪快に語る“ユリシーズ”という男の武勇伝に、自然と引き込まれていたからかもしれない。ときには大胆不敵に正面から敵の本陣へとつっこみ、ときには隊の殿しんがりを務めて部下の命を救う。その場に応じて状況を把握し、戦況を掌握しょうあくすることに長け、機転を利かして我が国を何度も勝利へ導いてくれたという。気高く高潔、それでいて心優しい武神のごとき大英雄──それが、ユリシーズという男だった。

　父の口から、まるで息子のように語られる彼を密かに“兄”と慕い、その思いは歳を重ねるごとにいつしかリーネの中で“憧れ”へと変化する。それはリーネの希望となり、日々の生活を乗り越える勇気を与えてくれた。

　リーネはスプリングフィールド家の三女として生を受けたが、上の姉たちと母親が違う。

　母は父が遠征先で見初めた女性で、少女のようにかわいらしい外見を持つ、芯の強い人だったと聞いている。前妻を事故で亡くしたあとで再婚する気はまったくなかったらしい父だが、彼いわく『出会ってしまった』そうだ。その後、後妻として家に入ったのはいいが、元来身体が弱かった母は出産に耐えきれず、若くしてこの世を去ってしまった。

　生まれたときから母のぬくもりを知らずに育ってきたリーネだったが、その分、父が大きくたくましい腕で抱きしめてくれ、寂しさを感じることもなくすんだ。他にもリーネの環境を憂いて、親身になってくれる乳母もいた。しかし、リーネに優しくする人間がいなくなると途端に、腹違いの姉たちは態度を一変する。

『ちょっとあんた、頼んでおいたこの刺繍、まだやってないの？』

『このグズ！　繕つくろい物ひとつにどれだけ時間をかけるつもり？　早くしてちょうだい』

『ほんと、とろいったらないわ。そんなことよりねえさま、新しいドレスなのだけれど』

『その話はあとよ、これから宝石商がくるから、そっちが先』

　リーネは、彼女たちにとって都合のいい召し使いだった。

　姉たちは前妻の血を色濃く引いており、父が病に伏したあとも、わがまま放題の生活をやめようとはしなかった。辺境伯という大事な任を国王から賜たまわっている関係上、父の病発覚後、任務の継続が難しいという結論が出された。その場合、スプリングフィールド家は出ていかなければならない。しかし、ここでの暮らしを捨てたくなかった上の姉・キャンディスが、後任でやってきた男を豊満な肉体で籠絡ろうらくし、夫としてしまった。

　かろうじて姉ふたりの暴走を止めていた父が倒れ、後任までをも手中に収めたキャンディスたちに怖いものはない。暴挙という名の散財によって、財産はすぐに底をつく。

　当然、そんな内情を言っても耳に入れない姉ふたりは、贅沢三昧ぜいたくざんまいの暮らしを続けていた。

　リーネは城を管理している父の右腕と一緒に、母の遺品や自分のドレス、前妻の持っていた宝飾品など、売れるものを少しずつ売って、どうにか父の薬代を捻出する。が、やがてそれも尽きてしまう。

　そんな折、父の病状が悪化し、寝たきりの状態に。

　それをきっかけに姉ふたりが父の世話を率先してするように──、なるわけがなかった。

　老いのせいか病のせいかわからないが、父の目が不自由になったのをいいことに、姉たちは父の世話を夜だけリーネがするよう命じた。

『ただし、お父さまと話すんじゃないわよ。絶対に黙ってやりなさい』

　最初はなぜ声を出してはいけないのか不思議に思ったが、口ごたえなどさせてくれる姉たちではない。それを知っていたリーネは、深夜に父の寝室を訪れ、自分ができる世話をしていた。そして翌朝、姉たちは自分たちが世話をしたと言って父に取り入っていたのを聞き、なぜ“話すな”と言ったのかを理解する。そうして、リーネは昼は姉たちの召し使い、夜は父の世話をすることになり、睡眠をほとんどとらない毎日が続いた。

　つらくないと言ったら嘘になる。でも、リーネはそれでも幸せだった。

　慢性的な睡眠不足でも、話はできないが父との大事な時間をゆっくり過ごすことができ、つらいときには心に残る大英雄の武勇伝が勇気をくれる。日に日に衰弱していく父を見ながら、そっと手を握りしめることしかできなかったが、今まで与えられた愛情を感謝に変え、心を尽くして世話をした。──しかし、そんなリーネの看護も虚むなしく、父は死去。

　簡素な黒いドレスに身を包み、父の墓前で悲しみに暮れて立ち尽くすリーネに声をかけず、その場から我先に城へ帰ったのは──、ふたりの姉だった。

　奔放で自分勝手な彼女たちに何かを期待していたわけではない。

　所詮、自分は召し使いなのだ。彼女たちの傀儡だと思えば、言動など気にしない。感情を殺すのだってうまくなった。だから、姉妹としてのぬくもりを求める気持ちは、とうの昔に捨てた。

　しかし、それでも。

『──少しぐらい』

　少しぐらい、墓前に足を留めてくれてもいいではないか。

　大仰に泣いている素振りも、父を愛していたと薄っぺらな言葉を吐くよりも、娘として最期ぐらい、父のために花を手向けてほしかった。そう思うと、殺していた感情が息を吹き返すように、視界を歪める。

　父は身勝手な姉ふたりも、リーネと同様に心を砕き、愛情を注いでいた。少なくとも、リーネにはそのように見えた。そんな父に対する最期の態度がこれなのだろうか。

　怒りとも情けなさともいえる感情が入り混じり、唇を噛む。でもきっと、心優しい父は笑って言うのだろう。

『姉さんたちと仲良くするんだぞ。私がいなくなったあと、血の繋がっている家族はキャンディスとナタリアだけになる。すまないな。私のかわいい愛しいリーネ』

　病床で最後に頭を撫なでられたときの記憶が蘇り、リーネの唇が震える。

　湧き上がる父への想いが心を震わせ、胸がいっぱいになってくると、溢れそうになる涙をこぼすまいと顔を上げた。泣いて見送ることはしない。ちゃんと笑顔で父の旅路を見送る、そう自分が決めたことを実行するべく、リーネは震える身体をおして微笑んだ。

　愛してくれて、ありがとう。

　思いをこめて墓前に花を手向けると、リーネは後ろ髪をひかれる思いで踵きびすを返した。

　離れがたい。このまま父の墓前にいつまでもいたい。そう本心は叫んだが、まだリーネにはやることがたくさんあった。当面の問題は、どうやって金銭を捻出するか、だ。他に売れるものはあっただろうか。売れるものを頭の中で考えながら顔を上げると、いつからそこにいたのか、見たことのない黒い服に身を包んだ男たちが横一列に並んでいた。

　知らない顔ぶれを見ながら、自然と足が止まる。やがて、中央にいる、背の高い、しっかりとした体格の男が一歩前に出た。

　月の光を思わせる美しい銀髪を揺らし、鮮やかな夕陽を閉じ込めたような琥珀色こはくいろの瞳を向けた彼は、落ち着きのある低い声でリーネの名を紡つむぐ。

『リーネ・スプリングフィールドさまですか』

　月の軍神のような男と、リーネを待ち構えるようにして並ぶ、男たちの沈痛な表情を見ながら、どこか心が諦めの心を示す。

　──ああ、そういうこと。

　またひとつ、自分の心が死んでいくのを感じ、リーネは返事をするように微笑む。ただ口の端を上げて、笑ったように見せればいい。そして、彼らに向き直った。

『どこへでも、どうぞ』

　自分でもこんな声が出るのかと思うほど、それはひどく冷えた無機質な“音”だった。誰も自分リーネのことなど見ない。知らない。唯一、心に触れてくれた父も、もういない。だったら──、誰が自分を必要としてくれるのだろう。

　恐ろしいほど冷えていく心を感じ、昏くらい底へと落ちていく。しかし、それを繋ぎ止めるように誰かがリーネの頭を撫で、その頬を覆おおっては指先でくすぐった。




　──…………あたたかい……？




　落ちかけていた意識があたたかなぬくもりによって引き上げられていくと、

「──リーネさま」

　唐突に名前を呼ばれ、目を開けた。

　真横になった自分の世界をぼんやり眺ながめ、リーネは手をついてゆっくりと上半身を起こす。夢と現実の狭間を彷徨さまよったまま呆けた顔を上げると、琥珀色の瞳と目が合った。まばたきを繰り返すリーネの前で、彼女を迎えに来てくれた銀髪の男が静かに口を開いた。

「気持ちよさそうに眠っていらっしゃるところ、すみません」

　その発言で、先ほどまで頭を預けていただろう膝と、その主の顔を交互に見て、彼の膝枕ですっかり寝入っていたという事実に目を瞠みはる。徐々に意識がはっきりしてくるのが表情に出ていたのか、銀髪の男は気にしていないとでも言うように、優しく続けた。

「起こすのは忍びなかったのですが……、この休憩で領地から出てしまいますので、お声をかけさせていただきました」

　やわらかな声で告げられた内容に、胸がちくりと痛む。

　きっと、これが生まれ育った土地を見る最後の機会なのだろう。彼の表情から言いたいことを察し、リーネは相手に促される前に口を開いた。

「お気遣い、ありがとうございます。それでは少し、外の空気を吸わせていただいてもよろしいでしょうか」

「もちろん」

　そう言うと、彼は先に馬車を降りる。リーネも体勢を変えようとしたのだが、身体から何かが落ちそうになり、思わずそれをはっしと掴んだ。

　──……上着？

　手にした瞬間、黒く、大きな上着からおひさまの匂いが鼻先を掠かすめる。ほのかに酒の匂いが交じる父のものと違い、どこか甘い蠱惑的こわくてきな香りも含まれているような気がした。

「……降りられますか？」

　開かれたドアから声をかけられ、顔を上げて視線を向ける。現れた銀髪の男を見て、彼の上着がないことに気づいた。

　もしかして、彼が上着をかけてくれたのだろうか。

「上着は、そこに置いてください」

　やはりそうだった。

　しっかりと上着を掴むリーネの姿を見てか、問いかけるよりも先に答えてくれた。彼は姉たちとは違い、やったことをこれみよがしに言わない、そのさりげない優しさが心に沁みる。感謝を口にしようとしたが、差し出された彼の手によって機会を逃してしまった。

「さ、お手をどうぞ」

　彼の手を見下ろしたリーネは、ひとまず手にしていた男の上着を手早く丁寧にたたんだ。

「……慣れたもんだな」

「はい？」

「いえ、なんでも」

　ふふ、と笑った彼の表情を見ていたら、なんとなくくすぐったい気持ちになる。

　リーネはたたんだ上着を横に置き、俯うつむき気味に彼の手に己の手を重ねた。そのぬくもりが、冷えた自分を引き上げてくれたものに似ているような気がして、動きを止める。

「……どうかなさいましたか？」

　気遣う様子を見せる彼になんでもないと、首を横に振った。そして、その手に導かれるようにして小さな馬車セカイから降り立ち、言葉を失う。

　まるで、光の道だ。

　沈みゆく鮮やかな夕陽が白い雲を琥珀色に染め、濃い紫と入り交じる幻想的な空の下、すぐそばを流れる川が黄金色に輝いている。この時間はずっと城で夕食の準備をしているため、初めて見る景色──昼と夜が混じり合う瞬間に立ち会えた感動は、言葉にできない。

　仲間と談笑している彼の声を後ろに、リーネは美しい神秘的な風景に心を奪われていた。

　ふと、何かに誘われるように足を一歩踏み出した瞬間、突風が吹いて肩掛けショールが舞い上がる。それはひらひらと宙を舞い、吸い寄せられるようにして光の道へ落ちた。水面に浮かぶその肩掛けが、手招きをするようにゆらゆら揺れる。それを見て、よろよろと歩き出したリーネは、光の道、黄金色に染まる川へと躊躇ちゅうちょなく入っていった。

　一瞬、きん、と骨に響くような冷たさを感じて、顔を歪ゆがませる。が、ドレスの裾を持ち上げて、一歩、二歩、浮かぶ肩掛けを追いかけるように川の中へ進んでいった。一気に腰まで浸かるほど思ったより深いが、あともう少しで、手を伸ばせば届く距離だ。

　──あと、もう少し。

　そう思い、もう一歩足を踏み出そうとしたところで──熱いぬくもりによって阻はばまれた。

「何をしている!!」

　背後から掴まれた手の熱さが、声に含まれた真剣な思いが、怒りが、リーネの死んだ心を貫く。突然の大声に、びくりと身体を揺らして立ち止まった。すると、背後から掴まれた手首を後ろに引かれ、ダンスを踊るように川の中でくるりと回される。

　そこには、背にした夕陽に照らされた銀髪の男がいた。

　前髪を半分だけ残して整えられた銀髪、はっきりとした目鼻立ち。今まで彼に興味がなかったのか、あまり顔を見ていなかったのだろう。彼を見上げ、こんな顔をしていたのか、とぼんやり思う。夕陽と同じ琥珀色の瞳に自分が映り、彼の真剣な思いと表情が、すべて自分に向けられていることをはっきりと理解した。

　どくん。

　まるで生き返ったように、リーネの冷えた心が動き出す。すると、周囲の景色がもっと鮮やかに広がった。どきどきと鼓動を伝えてくる自分の心臓に戸惑いながらも、まずは問いかけられたことを答えるため、リーネは呆けた声で川に入った理由を口にした。

「……肩掛けを、……母の形見を取ろうと……思いまして」

　そう伝えると、男はリーネとその背後で浮かんでいるだろう肩掛けを交互に見て、盛大にため息をついてうなだれる。

「…………あの、大丈夫ですか？」

「冷たい」

「……ですよね。私、あれを取ったらすぐに川から上がるので、先に戻ってください」

　このままでは彼の身体が冷えてしまう。だから先に戻るよう声をかけたのだが、彼は顔を上げてリーネを見るなり不機嫌に眉を寄せた。

「馬鹿を言うのも大概にしろ。俺が寒いんだから、あんたも寒くないわけないだろ」

「え？」

「ったく、もう行儀のいいフリはしまいだしまい！」

　そして身を低くすると、彼は突然リーネを肩に担かつぎ上げる。

「ひゃあ！」

「暴れるな」

「でも、あなたが濡れて……！」

「構わない」
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　いいから黙れ。

　そう言われているような気がして、リーネはこの状況に身を任せることにした。元はと言えば、肩掛けを風で飛ばされてしまった自分が悪い。これ以上彼に迷惑をかけるわけにはいかないと、見た目よりも筋肉のついた、がっしりとした身体に身を任せた。

「──下ろすぞ」

　低く、不機嫌にも聞こえるぶっきらぼうな声で、リーネは地面に下ろされる。腰まで川に浸かったせいで、服が水を吸って重くなっていた。

「あの」

「大丈夫ですか!?」

　男に礼を言おうと口を開いたのだが、川岸で待っていた若い男によって遮さえぎられる。心配を露あらわにしている若い男に大丈夫だと微笑み、再び銀髪の彼へ向き直った。途中、深いところがあったせいか、彼も腰まで浸かり、さらにリーネを肩に担いだせいで全身が濡れていた。白いシャツがぴったりと身体にはりつき、うっすらと肌が透けて見える。このままでは体調を崩してしまうかもしれない。何か拭ふくものを、と思っている間に、男が動いた。

「ほら」

　リーネの前に差し出されたのは、風に飛ばされた肩掛けだった。

　雫を垂らすほど濡れてしまったが、それだけだ。どこもほつれていないし、汚れもない。無事に手元に戻ってきた肩掛けを手に、リーネは男を見上げる。すると。

「怒鳴って悪かった」

　礼を伝える前に、彼から謝罪されてしまった。しかし、彼が謝ることなど何もない。リーネは反射的に首を横に振っていた。

「ひと声かけなかった私が悪いのです。……ご迷惑おかけして、服も濡らしてしまい……申し訳ございません。それから私、あなた方の邪魔をするつもりはありませんから」

「……」

　一瞬、怪訝けげんそうに眉を寄せた銀髪の男に、なんでもないと伝えるように微笑んでみせる。

「肩掛け、ありがとうございます」

　ようやく礼を伝えることができた。ふぅ、とひと息ついたリーネは、濡れて重くなったドレスを見下ろす。このままでは馬車を濡らしてしまうだろう。そう思うと、ドレスの裾を持ち上げていた。当然、黒いドレスから真っ白い己の足が曝け出される。それを目にした男たちが、気を利かせて後ろを向いたことなど知らず、リーネは裾を絞った。が、かなり水を吸っており、絞りきれない。

　こうなったら、しょうがない。

　リーネは手にした裾を放して、今度は己の首元に手をかけた。

「え、ちょ……!?」

　近くで若い男の狼狽ろうばいする声が聞こえたが、構わず次々とボタンを外していく。

　そして、黒のドレスを肩から滑り落としてアンダードレス姿になった──ところで、身体を引き寄せられる。ぎゅっと包み込まれるようにして抱きしめられると、触れているところから熱が生まれた。

「ルロイ、鼻血を噴く前におまえの上着を脱いでよこせ。あと、馬車の中に俺の上着があるからそれ持ってこい」

　頭上から落ちてきた声に、顔を上げる。

　リーネを隠すようにして抱きしめてくれた彼は、若い男──ルロイと呼ばれる男から上着を受け取り、リーネの背中をそれで覆ってくれた。まだぬくもりの残っているそれが、冷えた背中を包む。続いて、その場から立ち去る足音が聞こえた。

「──で、おまえさんは何してんだ？」

　琥珀色の瞳でじっと見下ろされ、リーネはまばたきを繰り返す。

「風邪を、引いてしまうと思ったので」

「だからって、ここで脱ぐこたぁないだろ」

「……体調を崩して商品価値がなくなってしまうのはよくないかと」

　素直に思っていることを口にしただけだというのに、彼の顔が一瞬にして険しくなった。

「あの？」

「……そういえばあんた、俺たちに連れて行かれる理由のひとつも尋ねなかったな。どうしてだ？」

　どうしても何も。

「身内に売られた、なんてひどいことを、他人の口から言わせたくなかっただけです」

　そう、たったそれだけ。

　他に理由はなかった。

「我が家には、もうお金になるようなものはありません。父の薬代のために、売れるものはみんな売ってきました。だから、あの家で売れる不要なものはもう──」

　私ぐらい。

　そう続けようとしていた言葉は、喉の奥に引っ込む。

　まるで、黙れ、とでもいうように顔を彼の胸に押し付けられてしまい、言わせてもらえなかった。ぬくもりを伝えてくる彼の腕の中は、力強い父のそれに似ているが、匂いが違う。彼からは、なんとなく“男”の香りがする。優しさとも、強さとも感じられる、それでいて安心感を与えてくれる、形容し難いものだった。

「あんた、人買いを見たことがないだろ」

　落ちてきた静かな声に、顔を上げて彼を見た。

「俺たちは、軍人だ」

　その言葉に、目を瞠る。

　リーネはこの地域から出たことがなく、ふたりの姉と違い王都へ行ったこともない。そのせいか、軍人という存在を耳にしたことはあっても、実際には見たことがなかった。

　──だから、見慣れない服だったのね。

「この服装を見て、軍人だとわからないんじゃあ、あの噂も本当だったということか」

「……噂、ですか？」

「ああ。スプリングフィールド辺境伯は、部下に軍服を着せたことがないぐらい平和に好かれていると、王都では噂されている。軍服というのは、俺が着ているこれのことだ。辺境伯の部下は軍人なんだが、俺が見たところ、みな自由な服装をしていた」

　父は普段からきっちりとした格好はしなかった。王都へ行くときや式典以外では簡素な服装ばかりで、そのとき父は決まって「こっちのほうが、話しやすいんだ」と言っていた。のちのち、話しやすいのが父ではなく、相手であることを知り、リーネは父をさらに尊敬したことを思い出す。

「有事の際以外、そんな堅苦しいものなど着るな、とでも言っていたんだろう。……まぁ、あの人ならやりかねんか」

　最後に“あの人”とつぶやいた男の声が、どこか親しげに聞こえた。もしかしたら、父のことを知っているのだろうか。そんなことを考えながら彼の素性を理解したが、それと同時に疑問も浮かぶ。

　なぜ、軍人がリーネに用があるのだろう。

「何も知らないようだから、あらかじめ言っておく。俺たちは国に忠誠を誓った軍人だが、今回あんたを連れ出したことに国は関係ない」

「……つまり、非公式、ということでしょうか……？」

「バレたら大目玉くうぐらいのな」

　驚きで言葉を失うリーネに、彼はふっと口の端を上げた。

「ま、俺がそんなことにならないよう、任務の一環ということで予定を立てている。万が一バレたとしても、あんたが気にすることはないさ。で、俺たちはあんたをハーネスト伯爵のもとへ送り届けるよう警護を頼まれたんだが……、その理由を知っているか？」

　続けて告げられた内容に、リーネはますますわけがわからなくなった。てっきり、姉ふたりによって人買いに売られたものだとばかり思っていた。それがまさか軍人を巻き込んでの出来事になっているとは、思いもよらなかった。それとも、他に理由があるというのだろうか。リーネは混乱しながらも、素直に首を横に振って応えた。

　誰からも、何も、聞いていない。

　かろうじて、ハーネスト伯爵という名前をどこかで聞いた記憶はあるが面識はなかった。

「本当に、何も？」

　念を押すように聞かれ、リーネはそっと彼の腕の中から離れる。肩からかけてもらった上着を落とさないよう掴み、もう一度頷うなずいた。

「警護を依頼してきたのは、アーロン・スプリングフィールド辺境伯だと言ってもか？」

　何かを探るような視線を向けられ、息を呑む。

　なぜ、父が軍人の彼らにそんなことを頼むのだろうか。それも非公式に。

　頭に浮かぶ疑問を口にしようとした瞬間、脳裏に、ある夜の会話が蘇った。

　それはリーネが父の様子を見に寝室へ向かったときのことだ。ドアをノックする前に聞こえてきた会話の中で、二番目の姉・ナタリアがハーネスト伯爵の名前を出していたような気がする。そこで彼が資産家であることに気づくのと、男がリーネを迎えにきた理由を口にしたのはほぼ同時だった。

「あんた、結婚するんだぞ。そのハーネスト伯爵と」

　その決定的なひと言を聞き、リーネの心が冷えていく。

　もしかして、父は姉ふたりがしてくれたと思っている世話に感謝して、ふたりの言うことをきいたのだろうか。だとすると、納得がいく。最期のほうは、もうペンも握れない状態だった。そこで彼女たちはリーネの嫁ぎ先を勝手に決め、父の名を借り、代筆をし、確実に送り届けてくれるだろう、父と繋がりのある軍の人間に託したのかもしれない。──逃げられないように。

　先ほどの親しげな口調から、銀髪の男と父は交流があったのかもしれない。しかし、いくら非公式とはいえ、軍人がそう簡単に動くのだろうか。

「……」

　わからない。リーネは軍のことを何も知らない。さらに言えば、父のことすら、何も知らなかった。それ以前に、今まで考えたことはすべてリーネの推論だ。もしかしたら、父自身が決めたことなのかもしれない。そう思うと、急に漠然とした不安が心を覆う。

　わからない。何もわからないことが、怖い。

　でも──わかっていることは、ひとつある。

　結果は変わらない、希望なんて最初からなかった、ということ。

「その様子じゃあ、本当に聞かされてなかったんだな。……さっきから話がずれてると思ったら、そういうことか」

　彼らが人買いでなかったことは僥倖ぎょうこうだが、それがどのような理由であろうとも、家から追い出されたのは事実だ。軍人に警護を頼むということは、リーネを確実に届ける必要があるからだろう。嫁ぐことを前提に、金銭的支援を依頼していたのかもしれない。

　──……やっぱり、私は捨てられたのね。

　誰に、と考えるのはやめよう。

　だって、結果的に考えれば、これでよかったのかもしれない。姉たちにこき使われることがなくなるのだから、それはそれで幸せだと思える。

　すべて姉ふたりの思いどおりになる変わらない世界で、今までリーネは何かを諦めることしかできなかった。その世界から解放されるのだと思えば、気持ちは幾分楽になる。

　しかし──、

「でも俺は、あんたがそれを知らなかったことを、知らなかった」

　そのひと言が、リーネの顔を上げさせた。

「悪いが、嫁ぐことを知らない花嫁を送り届けるような真似、俺にはできない」

　視線を合わせて告げる彼の力強い言葉に、動かされた心が熱くなる。

「だから、そう簡単に自分を諦めないでくれないか」

　苦しげに吐き出された彼の声に、息を呑んだ。

「俺は、戦場でその目をした人間を何人も、……それこそ何十人と見てきた。どういう事情か知らないが、あんたがその目をするのはまだ早い」

　彼は気遣わしげにリーネの頬を覆うと、彼女の目元をなぞってから顔を上げた。

「バーナビー！」

「はッ」

「悪いが、馬を走らせてくれないか。先方に、客人が増えると伝えてくれ。それからルロイ、悪いが上着それ持ったままそこで待機！」

　少し遠くで控えていた男のひとりとルロイに指示を出し、彼は再び視線を戻す。

「今から向かっても、どうせ到着は明日だ。少し走った先に街がある。そこで今晩時間をやるから“どうしたいのか”を教えてくれ。俺は、あんたの本心が知りたい」

「……」

「いいか。自分の人生だ、後悔のないようしっかり考えろ。俺が、力になってやる」

　だめ。期待したら、きっと馬鹿をみる。だから、期待なんてするな。希望を持つな。

　そう心に戒いましめようとするのだが、力強いその声に、冷えた心に明かりが灯る。父以外の人間から、こんなにも真剣に自分の心をぶつけられたのは初めてだ。どうしたらいいのかわからない。そう思うと同時に、彼ならばどうにかしてくれるのではないのか、という気持ちにさせられる。不思議と、彼には人を引きつける強さを持っているような気がした。

　そんなことを考えている間に、彼は呆けているリーネを軽々と抱き上げ、馬車に向かって歩きだす。その手が、リーネを支える脇腹や太ももから熱を伝えてきた。

「──ラディアスだ」

「え？」

「さっきの若いのがルロイ、馬車と並走して走ってたのが副官のブライアンとバーナビー、それから御者を務めてくれるのはアンディだ」

「え、あ、リーネです？」

　唐突に始まった紹介に対して、自分も名乗るのが礼儀だと思い、流されるままに挨拶を口にする。彼はちらりとリーネを見て、知ってる、とでも言いたげに口の端を上げた。

「やっと話を聞いてくれそうな雰囲気になったから、名乗らせてもらった。何をするにも今晩はこの面々で過ごすんだから、名前ぐらい覚えてやってくれ。お嬢ちゃん」

　最初の態度から一変した彼──ラディアスに抱えられたリーネは、そうして馬車に押し込まれ、身体を冷やさないようにと、さらに彼の上着で前からも包まれる。

　走り出した馬車の中でも、ラディアスは他の軍人たちに指示を出しながら、何かを考えている様子だった。彼の言動と雰囲気から、どうやらこの中では彼が一番偉いらしい。その横顔をちらりと見ながら、先ほど彼に言われた言葉がぐるぐると頭の中を回る。

　考えろ。諦めるな。

　力強いラディアスの声に、リーネは彼の上着を掴む手に力を込めた。

　ほどなくして──、ラディアスの言っていたとおり馬車が停まった。

　馬のいななきの声ではっとして顔を上げると、馬車の外はもうすっかり夜の帳とばりが降りている。ルロイが先に降り、ラディアスが腰を浮かしているのを横目に、馬車から降りるために立ち上がろうとしたが、自分の身体が冷えて思うように動けなかった。

「そのままじっとしてろ」

　外からドアが開かれ、ラディアスの声で顔を上げる。

　彼も身体が冷えているはずなのに、どうしてこんなにも動けるのだろうか。不思議に思うリーネの背中と膝の裏に、ラディアスは手を差し込む。そしてリーネの身体を抱き上げると、器用に馬車の外へ出してくれた。濡れている服で彼の身体がさらに冷えないよう、リーネはわずかに残った自分の体温を伝えるように、彼の首にしがみつく。

「……ん？　怖いか？」

「いえ。……身体が……、冷えていらっしゃるので」

　ぎゅ、と身体を押し付けて、彼の首筋にはぁと息を吹きかける。こんなことをしても意味はないかもしれないが、少しでもラディアスがあたたかくなればいいと思った。

「……あっためてくれてるってわけか。──優しいな」

　低く、穏おだやかな声で一際優しく言われ、リーネの心臓が小さく高鳴る。

　それを言うなら、ラディアスのほうだ。

　眠るリーネに上着をかけてくれたり、リーネを追いかけて川の中に入るなど身体を張ってくれるだけでなく、自分の任務があるだろうに、わざわざ考える時間を与えてくれた。そんな人から“優しい”などと言われたら、返事に困る。リーネは、まるで頭を撫でられているような気分になりながらも、彼をあたためることで彼の優しさに応えた。

「お嬢ちゃんは変わってるな」

「……元はと言えば私のせいですから」

　だから、少しでも彼の役に立つことをしたい。その気持ちが通じたのだろうか。ラディアスは、大丈夫だと伝えるようにリーネの脇腹を軽く叩いてから歩きだした。

「気にするな。誤解した俺も悪い」

「でも」

「じゃあ、もう少し大きくなったら、お嬢ちゃんの身体で──」

　ごほん。

　隣を並んで歩いていたルロイの咳払いが、ラディアスの言葉を遮った。

「ラディアスさま」

　窘たしなめるように名を呼ばれ、ラディアスは小さくため息をつく。

「これぐらい、いつもの挨拶だろ。それに冗談じゃないか」

「ラディアスさまのは挨拶にも冗談にも聞こえない類たぐいのものなので、困るんです。いいですか、リーネさま。このおっさん、もとい、ラディアスさまは見た目こそ若めの綺麗なおっさんに見えますけど、中身本物のケダモノですから気をつけてくださいね」

「……えと」

　何をだろうか。

　小首を傾げるリーネに対し、ラディアスは言われ慣れているのか苦笑を浮かべる。

「あのなぁ、おまえ仮にも上官に対しておっさんおっさん言い過ぎじゃないか？」

「年齢のわりに若く見えて、さらに化物みたいに強いせいで、おっさんとしての意識がなさすぎる上官への優しさです。もういい歳したおっさんなんですから、その自覚をお持ちください」

「持ってる持ってる。だから、最近はいろいろ控えてるだろ」

「ええ。おかげさまで僕が清々しい朝を迎えることができて助かります。朝起こしに行くたびに、裸の女性が隣で寝ているのを見るのは、もうごめんですからね！　それも毎回違う女性と！」

　そう言って先を歩くルロイの背中に、小さく「はいはい、これだから童貞は」と彼がつぶやく。その発言に顔を上げて目を瞠ると、彼は片目をつぶってみせた。内緒な、と言われているような気がして、リーネも小さく頷いて応える。そんなやりとりがあったことなど気付いていない様子で、ルロイが目の前にある小さなドアノブを掴んで振り返った。

「今夜も、僕の爽やかな朝のために、ちゃんと自重してくださいよ」

　意味深な発言と、念を押すような言い方の意味は、このあと、彼の開けたドアの先でわかることになる。

「ラディアスさま……！」

　一瞬、何が起きたのかわからなかった。

「ラディアスさま、ご無沙汰いたしております。最近お会いできなくて寂しくて」

「ねぇ、ラディアスさま、今夜は？　今夜こそは、ゆっくりしていってくださるの？」

「ラディアスさま、ラディアスさま！」

　建物の中に一歩入っただけで、むせ返るような甘い香りが鼻先を掠め、ラディアスの周りを一瞬にして女性たちが取り囲む。肌を見せるようなドレスを着る者もいれば、アンダードレスだけの者、先ほど湯浴みを終えたばかりなのかガウンだけの者もいて、正直目のやり場に困る。が、寄り添うように近づく彼女たちは嬉しそうで、ラディアスのことを慕っているように見えた。

「……」

　そっと横目で盗み見た彼は、自分の名を呼ぶ彼女たち、ひとりひとりを慈いつくしむようなまなざしを向け、話に耳を傾けている。その優しげな表情と誠実な態度に、リーネの心が微かすかに揺れた。

「──こらぁ、僕のことをかわいいって言うな！　取ってつけたような賛辞はいらない！　ちょ、どこ触ってんですか!!　っだぁああ、もう、触るの禁止！」

　ラディアスの隣で、彼女たちにもみくちゃ、もとい、おもちゃにされそうになっているルロイの声が聞こえ、我に返る。すると。

「さぁさぁ、アタシのかわいい娘たち、そろそろ仕事の時間だよ」

　低くかすれた声がホールへ響き、一斉に彼女たちの口が閉じた。声のするほうを見上げた先、階段を恰幅のいい身体つきをした女性がゆっくりと降りてくる。その姿を見た彼女たちは満面の笑みで、親しみを込めてその人物を呼んだ。

「マム！」

　彼女──マムは、ゆったりとした仕草で肩掛けをかけなおした。

「アタシの娘たちはみんないい子たちばかりだ。ラディアスが来て嬉しいのはわかるが、おまえたちにも仕事がある。さぁ、恩人を困らせる前に自分の仕事をしてきなさい」

　微笑みでもって厳しい言葉を優しく言い、彼女たちはマムのいうとおり、口々にラディアスへ挨拶をしてその場から去っていった。残ったのは、あどけない少女たちだけだ。

「で、客人が増えるってのは、その子かい？」

　騒々しさの去った広いホールで、近づいてきたマムが言う。

　年の頃は父と同じぐらいか、それよりも上だろうか。

　彼女は簡素な紫のドレスの裾を引きずり、珍しいダークブロンドを揺らして足を止める。ばっちりと化粧で整えられた彼女にじっと見つめられ、リーネもその緑玉の瞳を見た。何かを探るような視線の中に慈愛を感じ、彼女がマムと言われている意味がわかったような気がする。あたたかな存在と優しいまなざしに、抱きしめられているようだ。母親とは、こういう人のことをいうのかもしれない。

「……こんばんは。高いところから失礼します、リーネです。その、マム……さま？」

　悩みに悩んだ末、敬称をつけてみたものの、なんとなくしっくりこない。これが逆に相手の失礼になったらどうしようと思っていたところで、マムは豪快に笑った。

「っはは、さま、かい。……ふふ、初めてだね、アタシをそんなふうに呼んだ子は」

「す、すみません、失礼でした……か？　だったら」

「馬鹿をお言い。これぐらいで目くじら立ててたら、娼館の女主人なんてやってられないよ。アタシのことは気軽にマムとでも呼んでおくれ。こんな商売してて“さま”なんてつけられたら、とんでもないからねぇ」

　わかったかい？

　と、顔を覗のぞき込まれ、リーネは小さく頷いて応えた。それを見てからうん、と頷き、マムはラディアスに視線を向ける。

「これまた無垢むくな……、というよりも、身なりからしてちょっと難儀な娘を拾ってきたもんだねぇ、ラディアス？　厄介事は抱えない主義じゃなかったかい？」

　楽しげに言うマムに、ラディアスは困ったように微苦笑を浮かべた。

「まぁ成り行きで」

「ふふ、それでも厄介事を手放せないのがアンタのいいところだよ。さて、と。見たところアンタたちには休養が必要だ。湯の準備はできてるから、さっさと身体をあたためておいで、話はそれからだよ」

「さすがマム、話が早くていいオンナだ」

「褒めたって、うちの娘たちと一緒に入らせたりはしないよ」

「それは残念」

「ラディアスさま！」

「ふふ、あの娘たちが喜ぶから、そうしたいのは山々なんだけどねぇ。これから仕事で客をとるって娘たちを、使いもんにならなくされると困るんだよ。だからアンタはべーつ」

「当然です!!　僕たちは任務でここにいるんですからね!?」

「ルロイ、そう目くじらばかり立ててると、俺の副官は務まらんよ。なぁ、ブライアン」

　控えていたのだろう。短髪の男が、すっとラディアスの隣に現れる。

「ああ。娼館に来て童貞丸出しのままじゃあ、まだまだだ」

「もう、ブライアンさんまで！」

「お、図星か。顔が赤いぞ。あ、そうだ、マム。上官からのお願いってことで、どうかこいつを本物の男にしてやってはくれませんかね」

「それなりのものをいただければ、このおぼっちゃんの好みの娘を育ててやるよ」

「俺からもよろしく頼むよ、マム。せめて小言を減らしたい」

「ラディアスさま、それは関係ありません！」

「ああもう、わかったから、アンタたちはさっさと身体をあたためておいで。ここにいるいい男から、先に事情は聞いておくよ」

「だ、そうだ、ブライアン。マムの相手を頼む」

「ラディアスには劣おとりますが、このブライアン、マムの機嫌を損ねないよう喜んでお相手させていただきます」

「あ、その前にルロイに金を渡しておいてくれ。で、ルロイはそれを持って適当にお嬢ちゃんのドレスを見繕ってこい。……そうだな、二、三着でいい。ついでに俺の着替えも頼むな」

　控えていたルロイに指示を出すと、彼は早速ブライアンから金を受け取り、その場を離れる。ブライアンもまた、マムに向き直り手を差し出した。

「さ、どうぞこちらへ」

　ブライアンがエスコートをするようにマムの手をとり、ロビーの奥へ向かう。それを横目に、ラディアスはリーネを抱えたまま歩きだした。マムとのやりとりや迷いのない進路に、どうやら娼館ここに来るのが初めてではないようだ。

「……浴室の場所、知っているんですか？」

「ああ。ここはよく使わせてもらっているからな」

　なにげなく言うラディアスに、ほんのり頬を染める。

　つまりは、そういうことなのだろう。

　女性として身体が成熟していく中で、母代わりに育ててくれた亡き乳母が男女の秘め事をそっと教えてくれたことがあった。それは子を成すための行為であり、相手に愛情を伝えるための手段のひとつなのだと。好きな人と肌を合わせ、心を重ね合わせることで幸せになれるのだと彼女は言った。リーネも少なからず憧れを抱いていたのだが、今となっては、その幸せを知ることはないだろう。身売りされるように、名前だけ知っている男のもとへ嫁がされるというのは、そういうことだ。

　正直に言えば、好きになった人と、恋というものをしてみたかった。

「ほら、着いたぞ」

　ラディアスの声で我に返ったリーネは、急に視界が湯気で遮られたことに驚き、思わず抱きしめる腕に力をこめる。

「さて、と。ひとりで脱げるか？」

「はい」

「じゃあひとりでも平気だな。俺は……と、ん？」

　リーネは彼の頬へそっと手を這わせる。覆ったその肌が氷のように冷たいのを手のひらに感じ、息を呑んだ。

「どうした？」

「私は、あとでいいです」

「こんなに冷え切っているのに、そんなことできるわけないだろ」

「でも」

　自分のせいで彼の身体が冷えているのだ、ここで引き下がれるわけがない。懇願こんがんするように見上げるリーネに、ラディアスは逡巡してから口を開いた。

「………………じゃあ、一緒に入るか？」

「……」

「おいおい、そこは令嬢なんだから即答で嫌だと答えるところだろ」

　困ったように言われても、リーネも困ってしまう。

「あの、私、今まで令嬢らしいことはしたことがありませんし、時間がないときなど、使用人たちと一緒に入っていたことがありましたから、特に恥ずかしいとは……」

「そういや、俺たちの前で濡れた服も脱げるような子だったな」

　川岸でのことを思い出したのだろうか、ラディアスはどこか納得したように言うと、リーネをちらりと見てため息をつく。

「……わかった。ここで突っ立ってる時間のほうがもったいないから、服は脱がないまま入るってことでどうだ」

「…………あなたが、それでよろしいのなら」

「はぁ。その意味、本当にわかって言ってるのかねぇ」

「え？」

「なんでもない」

　言いながら、ラディアスはリーネを少し大きめの浴槽の縁に座らせ、背中を覆うルロイと前を覆う自分の上着を取り払った。そしてその場に跪ひざまずき、今度はリーネのブーツを脱がしてくれる。

「入れるか？」

　アンダードレス姿になったリーネは小さく頷き、ラディアスに背を向けて浴槽をまたいで足を入れた。指先が水面に触れ、波紋を作るのを眺ながめながら、少しずつ中に沈めていく。芯まで冷えているせいか、最初は痺れを感じていた。が、しばらく湯であたためたら、収まってくる。そうして時間をかけて湯に入り、ほっと息をついた。

「少し端に寄ってくれるか」

　ラディアスに言われたとおり行動すると、背後で彼が身体を沈めているのだろうか、湯が浴槽から豪快に溢れ出ていく。そして、すぐに両脇から現れた足によって、自分が彼の足の間にいることを知った。小さなリーネの身体は肩まで浸かれるが、体格が大きなラディアスはそうはいかない。視界に現れた彼の腕にはぴったりとシャツが張り付いていた。

　リーネはそれを見て、小さな手のひらで湯を掬すくい上げ、彼の腕にかけていく。

「こらこら、俺のことはいいから」

「でも、私のせいで」

「違う」

　水の動く音がして、後ろからぎゅっと抱きしめられる。

　たったひと言だというのに、彼の力強い声に惹き込まれてしまいそうになった。大丈夫、大丈夫。背中に触れる彼の胸を伝って、鼓動が聞こえてくる。

　穏やかで優しい、鼓動の音。

　それは彼の優しさを伝えているようだった。

「──あまり、そう自分を責めるもんじゃないよ」

　ふいに彼の手が動き、リーネの頭をがしがしと撫でた。その手のあたたかさに心が疼うずく。

「そんな娘の姿を、アーロンさんが見たいとは思わないからな」

　ふ、とつぶやかれたひと言に、どこか親しみを感じて振り返る。やはり。

「……父を……、知っているんですか？」

　そのときの彼の表情を見て、リーネは彼と向き合うように体勢を変える。そんな彼女の行動に、ラディアスは深く息をついて両腕を縁に預けて答えた。

「アーロンさんは、辺境伯の任を受けるまで王都にいてな。……俺の元上官だった。俺の隊にいるヤツらは、あんたの親父さんに世話になった者が多くいる」

　初耳だった。

　父はずっと辺境伯で、あの領地を守っているとばかり思っていた。

　年に一度の招集で王都へ向かうことはあっても、王都に住んでいたなんて話は聞いたことがなかった。しかし今になって考えてみると、姉たちがたびたび王都へ行っては、帰ってくるなり「戻りたい」とぼやいていた気がする。たいていそういうときは、留守番のリーネを呼びつけて買ったものの自慢をするため、覚えていた。自分が気にしていなかっただけで、父がもともと王都にいたことは考えればわかることだったのかもしれない。

「アーロンさんは、男気があって優しくて、……部下思いのいい人だったよ。それから、いろんな意味で親バカだった」

　いろんな意味とは、どういうことだろう。不思議に思うリーネに、彼は続けた。

「部下全員を我が子のように扱うんだ。夜通し酒を飲んで、そのまま朝を迎えたときが最悪だった。仮眠をとってる俺たちを抱きしめては、おはようって言いながら酒臭い顔で」

　それは、もしや。

「お髭じょりじょり……！」

「っはは、そうそう。それで起こすんだ。あれには参ったなぁ。……だから、事あるごとに抱きしめようとするのを、何度かわして逃げたことか」

　思い出を語るラディアスの声を聞きながら、リーネもまた父を思い出していた。彼の言うとおり、父は人を抱きしめるのがとことん好きな人だった。

「……騒がしい人だったよ、ほんと。あの人がそこにいるだけで、不思議と周囲が明るくなる。俺にとっても親父みたいな、太陽みたいな存在だった……」

　彼の語るリーネの知らない父の話は新鮮で、しかしそれでいていつもの父であることがわかるような内容だった。父はどこにいても父でいたことを知り、嬉しくなる。

「だから、アーロンさんが辺境伯になって王都を離れてからは、……いつもの毎日がつまらなく感じたよ。年に会えるのは一回だったが、そのときはいつも娘たちの話をしていた気がする。両手を広げると何も言わずに駆けてくる娘を抱き上げるのが、一番の楽しみだって自慢してたな。娘が笑うと自分も笑えてくるから不思議だって……、酒の席で親バカ全開になるから、俺たちは惚気のろけでも聞かされてるような気分だった。それで決まって言うんだ。俺の娘はかわいい、世界一だ、誰にもやらん、でも──」

　途中で話を区切ったラディアスの視線が、ふいにリーネへ向かう。やわらかな琥珀色の瞳が優しげに揺らめいたと思ったら、彼が手を伸ばしてくる。

「ああ、そうか」

　言いながらリーネの頬を覆ったラディアスは、微苦笑を浮かべた。

「あんたは、ひとりで泣けない子か」

　彼の優しい声が、すんなり心へ落ちる。その指先は、まるで泣いてもいいと言うように、目元をなぞった。ほろほろと流れていく涙を拭ぬぐう指先から、泣いていることを教えられる。

「墓前に立つあんたの背中を見ていたら、いつ泣かせてやったらいいのかと思っていたが……、ここにきてとはな」

　優しい声とあたたかな手のひら、気遣わしげな表情からは哀悼が感じられ、父との思い出で胸がいっぱいになってくる。そうか、彼はリーネが墓前で別れを惜しんでいるとき、一緒になって父を見送っていたのか。そう思うと胸が一段とあたたかくなった。

「……よかった」

「ん？」

「父を見送る人が、……父から母を奪った私だけじゃなくて……、本当に、よかった。姉たちは……城に、戻ってしまったから、私ひとりで……、誰も、誰も、父のことを悼いたんではくれなかった……から」

「……」

「だから、……あなたが父のために、父を思ってくれて、嬉しい……です」

　泣きながら、ふふ、と微笑むリーネに、ラディアスは微笑む。

「じゃあ、今度はあんたの番だ」

「え？」

「アーロンさんのために、アーロンさんを思って、ちゃんと泣くといい」

　優しい声に包まれ、彼の指の腹で、我慢するな、と言うように再び目元をなぞられたら、だめだった。張り詰めていた何かが、切れたような気がした。

「……ッ」

　ぼろぼろと頬を伝い落ちていく涙が、水面を跳ねさせ、混じり合う。

「……ふ、ぇ」

　ラディアスは顔をくしゃくしゃにして泣きじゃくるリーネを引き寄せ、抱きしめる。彼の大きな手が背中を、触れ合うところからは優しい鼓動が胸を叩く。そのあたたかな律動に、涙が溢れて止まらなかった。

　それは、この腕の中が、父のそれとよく似ているからかもしれない。

「う、ぅ、え……ひ、っく、……う」

　父が病床に伏す前は、リーネを見かけるたびにいつも両手を広げて待っていてくれた。リーネはそこに向かって一目散に駆けるだけで、自分を受け止めた父があとは抱き上げてくれる。好きだと伝えるように抱きしめる腕に力をこめれば、父は少し伸びた髭で頬ずりをするのだから、たまったもんじゃない。あの、じょりじょりという独特な音と肌がちくちくする感覚を思い出し、胸が苦しくなる。

　リーネの居場所は、確かにあそこだった。

　父の腕の中にしか、なかった。

　父だけが、リーネがここにいることを許してくれた。

　でも、その父はもういない。リーネのいるべき場所も一緒になくなってしまった。自分の居場所が、もうなくなってしまったのだということが実感に変わる。

　身体を震わせ、全身で泣いて、独りになった──と、思わせないよう、ラディアスの手がリーネの背中を優しく叩く。大丈夫、大丈夫。たくさん泣け。そう伝えてくれる彼の手と、全身で悲しむリーネの身体を包む腕、安心を与えてくれる鼓動が、独りじゃないと言っているようだった。

「──……ちゃんと、泣けたか？」

　ひく、と肩を震わせて、リーネはしがみついていた彼から身体を起こす。小さく頷いて応えるリーネに、ラディアスは笑った。彼は腫れぼったいリーネの目元を指先で何度も撫で、涙に濡れた顔を湯で洗い流してくれた。

「悲しみを心に抱えたまま生きるのはつらい。苦しみも悲しみも、全部涙で流したら、また笑えるようになる。笑えないのなら、先に泣いてしまえ。俺は、そうあんたの親父さんから教えてもらった」

「……」

「だから今ごろ、やっと泣いてくれたと言って、親父さんも喜んでくれてるはずだ」

　ラディアスはそう言って、リーネの頭をぐしゃぐしゃにして撫でる。その大きな手が安心を与え、父のぬくもりと重なり、落ち着いたはずの涙が再び浮かびそうになった。

「あんまりそういう顔してると」

　頭を撫でていた彼の手がリーネの顎を掴み、真剣な表情で顔を覗き込んでくる。

「おっさんが親父さんの代わりに、お髭じょりじょりすんぞ」

　今にも溢れそうになっていた涙が、奥に引っ込んだ。

「ふ」

「あ？」

「ふ、っふふ」

　つるつるの顎で、何が“お髭じょりじょり”なのだろう。

　ラディアスの真剣な表情を見て、リーネは笑いを堪こらえることができなかった。思いきり泣かせてくれたと思ったら、今度は思いきり笑わそうとしてくれる。その彼の気遣いが、優しさが、胸に沁みた。

　きっと、父が生きていたら、同じことをしてくれると思ったから。

「……そういう顔も、できるんだな」

　くすくすと笑っていると、ラディアスが優しい声で言う。それを聞いて顔を上げるリーネに、そのやわらかな琥珀色の瞳を細めて、穏やかに。

「笑ってる」

　そして満足そうに、彼は微笑んだ。──どくん。それは唐突にやってきて、リーネの心臓を大きく高鳴らせた。

「かわいいよ。思わず、喰っちゃいたくなる」

　突然の賛辞に再び心臓が騒がしくなり、息を呑む。

　そんな顔で優しく言われたら、どうしていいかわからなくなる。急に湧き上がる恥ずかしさでいたたまれなくなると、徐々に頬が熱くなってきた。

「……そういう顔をすると、お嬢ちゃんじゃなくて、お嬢さん、だな」

「え？」

「男性経験は？」

　ちゃぷ。肩に湯をかけながら問われ、リーネは素直に首を横に振って答えた。

「だろうな。じゃあ、恋は？　誰か、好きな男とかいないのか？」

「……好き、な？」

「ああ。これでも顔は広いほうだ。お嬢さんの力になれるかもしれんよ」

　そう言われて頭に浮かぶのは、父がいつも話して聞かせた“彼”の名前だった。

「憧れの人……なら」

「へぇ。あんたに憧れてもらえる、幸運な男はどんなヤツかな」

　くすくすと笑い、楽しそうにしているラディアスを見て、ふと小さな希望が生まれる。

　そうだ。どうして今まで気づかなかったのだろう。父が“息子”のような語り口で話し、戦場に立っていたことから、彼の人は軍部に所属していたはずだ。ラディアスが父の元部下なら、もしかして“彼”を知っているかもしれない。夢にまでみた人に、あともう少しで近づける。そんな奇跡を目の前にして、リーネは密かに興奮したまま、今も自分を励まし続けてくれる英雄の名前を口にした。

「──ユリシーズさまです」

　その瞬間、彼の動きが一瞬止まった。

　ゆっくりと琥珀色の瞳を向けてくるラディアスの視線に、リーネの興奮は冷め、やはり自分が口にしていい方ではなかったのだと思い、苦笑する。

「あ、手の届かない人だということは、それはもうわかっています。……だって、国の英雄さまでいらっしゃいますし、彼を恋い慕う女性がたくさんいることも知っています。……でも、それでも、父の語るユリシーズさまのお話はどれもおもしろくて、聞いているだけで自然と惹かれていました。気高く高潔で、心優しい方。……でも」

「……でも？」

「ふふ、とってもお強いのに、自分より小さな動物には弱いという、かわいらしいところもあるんですよ。他にも部下思いで、ご自分が好きだった女性を譲ってしまわれたとか。そのお話を聞いたときは」

　話しながら、ふ、と視線を上げると、彼の優しいまなざしと目が合う。

　その穏やかな表情に息を呑んだ。ラディアスという男を意識して今まで見ていなかったせいか、彼がこんなにも甘い顔をしていたことに気づけなかった。

「ん？」

　穏やかな琥珀色の瞳から続きを促され、リーネは脈打つ鼓動を不思議に思いながらも、続ける。

「……えと、私が抱きしめてさしあげたかったな、と」

「……」

「その、愛したいと言うには私は子供で、そう思うことがわがままで、これが恋かもわからないのに、過ぎたことを言っているのがわかるからこそ、せめて抱きしめたい……と。あああ、すみません、わけがわからないことを申し上げて」

　自分でも何を言っているのかわからなくて、調子が狂ってばかりだ。

　熱くなる頬を自分の両手で押さえて、ちらりと彼を見る。

「あんたの語るユリシーズは、英雄というよりも、恋人みたいに聞こえるな」

　その甘い視線と声と、穏やかな微笑みに、リーネも彼を想っているときを思い出して頬を緩める。

「誠に勝手ながら、ユリシーズさまが大好きなのです」

「愛されないとわかっていても？」

「見返りなど求めたら、それこそユリシーズさまにご迷惑です」

　これは自己満足の“片思い”であって、愛し愛される“相愛”とは違う。だからこそ、憧れなのだ。相手に届こうが届くまいが、自分の心の中で輝く思い。恋に親しく、愛とは違う、ただ想い続けるだけの感情。それを許してくれるだけで、満足だったことを思い出す。すると、先ほどまであった“会いたい”という気持ちはなくなった。だって。

「愛されたいわけではなくて、私が愛したいだけですから」

　幸せそうに微笑むリーネに、ラディアスが小さく息を吐く。

「まるで、惚気を聞かされている気分だ」

「え？」

「あんたにそこまで大事にされて愛されてるユリシーズさまは、幸せだな。羨うらやましいよ」

　どこか自嘲的な言い方に、何かが引っかかる。さっきまであんなにも穏やかだった彼の表情に陰りを感じて、リーネは無意識のうちに彼へと腕を伸ばしていた。

　ぎゅぅ。

　大きな彼を抱きしめるには自分の身体は小さく、彼を包むことも難しい。しかしそれでも、リーネは彼の首に腕を回してラディアスを抱きしめた。

「私でよければ、いつでもこうしますよ」

「………………はぁ」

「でも、あなたは間違っています」

　リーネは呆けるラディアスから離れ、顔を上げる。そして大事なことを伝えるために、リーネはラディアスを見据えた。

「先に、私を幸せにしてくださったのは、ユリシーズさまではなく、あなたです」

　表情を変えない彼の反応をそのままに、リーネはラディアスの手を掴むと、それを大事そうに包み込み、くちづけを贈った。

「あなたのぬくもりが、ここにいていい、と教えてくれました」

「……」

「この、優しい手が」

　すると、我に返ったのか、リーネの発言を否定するように、ラディアスはやんわりとその手を引き抜いた。

「はは。そんなことを言われたのは初めてだ。ありがとな、嘘でも嬉しい」

「嘘なんかじゃ……！」

「だめだよ、お嬢さん。……こんな、血にまみれた手に幸せを感じたらいけない」

　己の手をぎゅっと握りしめながら、自嘲するように言う彼は、どこか淋しげだ。

　軍人である彼が今までどのような人生を送ってきたのか、想像するにあまりある。軍部に所属しているのだから、争いの場に立つことも数え切れないほどあっただろう。それこそ、リーネが想像できない景色を、英雄であるユリシーズも彼も見ているはずだ。

『剣を交わすよりも酒を酌み交わすほうが平和的だ』

　父の言葉を思い出し、その意味が胸を締め付ける。

　何を言っても彼には届かないかもしれない。しかしそれでも、ラディアスに何かしたかった。彼は、リーネを本気で心配し、考える機会を与え、自分を人間扱いしてくれた。その感謝に突き動かされるようにして、リーネは再び彼の手を両手で包み込む。

「でも、私にとって、この手は魔法なんです」

　そう、誰がなんと言おうと、たとえ本人が否定したとしても、それがリーネにとっての真実だ。

「少なくとも、この手が私に感情を教えてくれました」

　真剣に心配してくれたときは力強くリーネを引き止め、考えろと言ったときは気遣わしげに力を緩める。そして、自分を責めるような発言をしたリーネに大丈夫だと伝えてくれた。それは触れられなければ、伝わることのない感情だ。

「この手があったから、私は“私”のことを考える機会を与えてもらいました。それで十分なんです。だから、……まだ自由な私が、あなたにできることをさせてください」

「……それはどういう意味だ」

　硬くなった彼の声に顔を上げ、リーネは微笑む。

「私、ハーネスト伯爵のところに行きます」

「何……、言ってるんだ？　俺は、考えろと言ったはずだ」

「はい。でも、何を考えたらいいのか、わからないのです」

　自分はどうしたいのかなんて、今まで考えたこともなかった。ただ、姉ふたりに言われるまま行動し、父のためにと世話をする毎日。生きる糧かてでもあった父がいない今、リーネの心を支えているのは、父が語ってくれたユリシーズの英雄譚ぐらいだ。唯一の心残りだった自分をかわいがってくれた使用人たちは、みんな城からいなくなった。

　後任の辺境伯とキャンディスが結婚してから、まるでリーネから取り上げるように城の使用人たちを入れ替えたせいだ。今頃元気でやっていればいいのだが、と思いを馳せることしかできない。戻っても迎え入れてくれる人、待ってくれている人がいない状況で、リーネに“どうしたいか”などという欲求は生まれなかった。

　だったら、答えはひとつだ。

「あなたの……、お気遣いはとても嬉しいです。初対面なのに、私なんかのためにこんなに心を砕いてくださって……感謝しても、しきれません。でも、お気づきのとおり、私にはもう帰る家がなければ、居場所もないんです。だから」

「望まれる場所を、居場所にするってことか？」

　静かに言い放たれたラディアスの言葉に、頷く。

「はい。不要な人間わたしは、せめて誰かの役に立ちたいんです」

「お嬢さん」

「お気遣いいただいて、せっかくお時間もくださったのに、こんなことしか言えなくてすみません」

「あのなぁ」

　すると、ラディアスは口を閉じて己の頭をがしがしとかいた。半分だけ整えられていた髪を乱し、彼は口を開く。

「お嬢さん、それはな、考えたとは言わない。状況に流されてるって言うんだ」

「……たとえそうだとしても、私は」

「与えられる場所だけが、居場所じゃない」

「……」

「考えることを放棄して、ヤケになんな」

「私、そんなことしてません」

「俺には自暴自棄になってるとしか思えない選択だ」

「……だって、じゃあ、どうしたらいいって言うんですか？」

　考えても答えが出ないのだから、どうしようもない。

「どこか見知らぬ土地に売られるわけでなし、私がハーネスト伯爵のところに行くだけですべてが丸く収まるのなら、それでいいじゃないですか。いつか、この選択が正しかったと思えるときがきます！　私が……、私が、ハーネスト伯爵を愛する努力さえすれば、きっと……！」

「やっぱりお嬢ちゃんだな、何もわかってない」

「え？」

「そこまで言うのなら」

　ふー、と深く息を吐いて前髪をかき上げると、先ほどまで優しかった琥珀色の瞳が、飢えた獣のそれと重なる。

「好きでもない男に抱かれるって覚悟ができてるんだな？」

　真っ赤な舌で唇を舐めるラディアスを見ながら、唐突に、ルロイの言葉が脳裏をよぎった。確か彼はラディアスのことを──、

「……ッ」

　リーネの思考を遮るように、首の後ろに回された彼の手によって引き寄せられた。突如、首筋に痺れるような刺激が走る。一瞬噛みつかれたのかと思ったが、違う。それはリーネのやわらかな白い肌に吸い付き、己を刻み込むようにして痕をつけた。

　ちゅ──、肌から離れる唇の音に、ぞくりとしたものが腰のあたりをざわつかせる。ぺろりと肌を舐め上げられ、身体が跳ねた。

「あ、の」

　何が起きてるのかわからないまま、震える声で戸惑いを口にすると、首筋にくちづけていたラディアスの唇が、肌を伝ってやわらかな耳朶を食はんだ。

「んんッ」

「甘いな」

　彼の低い声と、ちろちろと舌先で揺らす水音がすぐそばで聞こえてくすぐったい。

　初めて与えられる刺激に戸惑い、自然と身体が逃げようとするが、それを読んでいたのか、彼の腕がリーネの腰を押さえていた。逃がさねぇよ。彼の手の強さに、そう言われた気がして肩が震える。

「いいか、結婚するってことはな、こういうことだ」

　食んでいたそれを放し、ラディアスの声が耳に吹き込まれる。彼の低くかすれた声がリーネの心臓を高鳴らせた。

「夜ごと、あんたの綺麗な肌に、こうして……くちづけられて」

　ちゅ。彼の唇がリーネの耳から首筋を辿るようにして鎖骨へ向かった。

「身体中……、舐め回されて」

　宣言とも、教え込むともとれる発言に従って、ラディアスの舌が白くてなめらかな肌を舐める。ぞわぞわしたものが肌の上を走り、思わず声が漏れ出そうになるのを、すんでのところでこらえた。

「っはぁ」

　声を出せない代わりに吐息を吐き出すと、眼下にあった銀の頭がゆらりと動く。ゆっくり顔をあげるラディアスに再び見つめられ、その琥珀色の瞳が細くなった。その瞬間。

「──ッあぁ！」

　胸を下から揉み上げられる。

「かわいいここを好きなだけ揉まれたり」

「んん、ん、ぁ、あ」

　アンダードレス越しとはいえ、彼の大きな手がリーネの胸を覆い、その指先が柔肌へ埋まる感触に何度も身体をびくつかせた。与えられる刺激に声をあげて応える様子を、琥珀色の瞳は冷静に、それでいて楽しそうに眺めている。

「……そ、んな、……見ちゃ……ッ」

　見られている。

　その思いが羞恥しゅうちを煽あおり、リーネの声を甘くさせた。

「……裸を見られているわけじゃあないんだ、いやらしい顔ぐらい見てもいいだろ」

　意地悪く目を細めるラディアスの表情は、獲物をなぶる獣のようだった。そんな目で見ないで。恥ずかしくてたまらなくなるぐらい、彼は舐めるようにリーネの表情を堪能する。

　今、初めてリーネは彼を“男”だと意識した。

　先ほどまで甘やかしていた優しい手は、いやらしく自分に触れる。体格も全然違う。閨ねやでのことを教えられてはいたが、実際に“男”と触れ合ったことはない。彼らの前で服を脱ぐなど、どうしてできたのだろうか。少しずつ教え込まれていく身体が羞恥を覚え、“男”を知っていく。与えられる感情に戸惑っている間に、リーネは彼に見下されていた。足の間に身体を入り込ませられてしまい、逃げられない。ぽた。水面に落ちる雫の音で我に返り、魅惑的な琥珀色の瞳から逃げるようにして顔をそらすと、胸の先端から走った甘い痺しびれに身体が跳ねる。

「あ、んんッ、あ、あぁッ」

　こっちを向け。

　そう言わんばかりに、勃ち上がりかけていた胸の先端を指先でつままれてしまい、リーネは一際甘い声をあげる。

「あ、あぁ……ッ。んんッ」

「ああ、いいね。……あんたの声が、オンナになってきた」

「や、あ、……そこ、そこ……ッ」

「ん？　ここが気持ちいい？」

　ラディアスの甘い声が、ねっとりとリーネの理性に絡みつき、素直に頷かせる。火照ほてる身体にまとわりつく甘い痺れ。頭の中がぼぅっとしているところに、再び胸の先端をきゅっとつままれ、身体が大きく跳ねた。
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「ッあぁ、あ、……ん、んぅ」

「上出来だ」

　ぱしゃん、と跳ねる水音に混じって彼の満足気な声が褒める。

「あ、あ、……それ、変になっちゃ……」

「そうしているんだから、そのまま感じていればいい」

「ん、でも」

「今は、快楽以外必要ない。無防備なお嬢さんに、男を教えているのだからな」

　ぴん。すっかり尖とがったそこを指先で強く揺さぶられて、つままれるよりも違う痺れに背中が弓なりになった。それも一回だけではなく、断続的にそこを揺らされる。

「あ、あ、あぁ、……あ、んぅ、やぁ、……め、それ」

　何度も勃たち上がった乳首を指先でなぶるように揺らされて、浴室に響く甘い声が羞恥を煽った。耳を塞ふさぎたい。恥ずかしい。見ないで。心の中の言葉は声にならず、喘あえぎに変わる。何度も胸の先端をつままれ、腰が揺れてしょうがない。

「ん、んんッ。あ、あぁ、くりってしたら」

「どうなるのか、見せてごらん」

　乳首をつまむ指先が、硬くなったそれをこねるように動くと、腰骨の辺りからぞくぞくしたものが這い上がって、一際大きな声があがった。

「ッ──あぁあ、あ、ん、ん、……も」

　何、これ。

　背中を弓なりにさせても、彼の手が背中を支えているせいで逃げられない。彼の下で好きなだけ弄もてあそばれている状況に、リーネの理性はほとんど働かなくなっていた。

「あ、あ、ぅ、んん、……あ、あ、ッ」

　わけがわからない。

　浴室に響く声が自分のものとは思えないほど甘く、いやらしい。彼の視線は相変わらずリーネを視姦し、彼女の心を暴くように煌きらめいていた。

「ま……ッ」

「待たない」

　自分が自分ではなくなっていく感覚に、自然と涙が浮かぶ。はふはふと呼吸をしながら、揺らぐ視界の中でラディアスを見つめ、彼がどこか苦しそうに眉根を寄せているのが目に入った。リーネは与えられる甘い刺激の中で踏みとどまり、そっとラディアスの眉間に指先を押し当てた。

「……ん？」

　こしこし、と眉間を撫でてやる。寄せられたシワが伸びたのを確認して、リーネは小さく微笑んだ。たった、それだけ。蕩とろけている思考の中で言葉を紡げられるはずもなく、ラディアスを受け入れるように微笑む。

「……ッ」

　その直後、リーネの小さな身体はラディアスによって抱きしめられた。

「……知らない男にてごめにされるというのは、こういうことだ。もっとひどい変態だって世の中にはいる。だから、ハーネスト伯爵がいいヤツだなんて保証はどこにもない」

　耳元で囁ささやいた彼が離れると、再び琥珀色の瞳が現れる。彼はそっとリーネの頬を覆った。

　触れるところから、ぴりっとした甘い痺れのようなものを感じて、首をすくませる。

「ただでさえ、いい噂は聞かない男だ。俺は、世話になったアーロンさんの大事な娘さんを、どこの馬とも知らない男にやるのはごめんだ」

　彼は、愛おしそうに指の腹でリーネの目元をなぞり、頬をくすぐった。その手つきが大事にしたいと伝えているような気がして、自然と胸に甘い気持ちが広がる。

「だったら、俺があんたを愛してもいいだろ」

　何を、言われているのか、正直よくわからなかった。

　問いかけるよりも早く、考える時間など与えないと言わんばかりに、彼の唇がリーネの首筋に噛み付く。ちゅるちゅると肌を吸われ、小さな痛みが走った。微かに震えた身体をいたわるようにして、彼の唇が鎖骨へと下りていく。

「ん、んぅ、ん」

　己の声が恥ずかしくて手の甲で塞いでいたのだが、それも指を絡ませるように取り払われてしまう。そうしてリーネの片手を封じたあと、ラディアスは透けている彼女の肌にアンダードレス越しにくちづけた。

「ん、あ、あ……ッ」

　鎖骨から胸元、そしてふくらみ。それから──、

「ッあぁああああ、や、あ、だめ、……ん、そこ」

　先ほどから弄ばれ、すっかり硬くさせられた突起に舌先で触れる。ぴん、と尖ったそれは、薄布に邪魔され微かすかにしか揺れない。しかし、次に触れたときには、

「ん、んん、ぅ、あ、あ、……んッ」

　肉厚な舌が、リーネの突起に絡みついて、咥内へ誘い込まれる。

　あたたかな口の中で、彼の舌は乳首をしごくように吸い上げた。じゅるじゅると音をたて、生暖かな舌使いを布越しに伝えながら、まとわりつく何かが甘くなる。素肌にぴったりついた薄布の感触が、もどかしくて腰が揺れた。

「あ、あぁ……ッ、ん、んッ」

　身じろぐたびに繋がられた手に力がこめられ、逃がさないと伝えてくる。

　リーネは彼の下で乳首を吸われては転がされ、好き勝手になぶられると、恥ずかしい声とともに身体が跳ねた。頭の中を甘い痺れが侵していく。ぞくぞくとするものが肌の上を這い上がり、腰骨のあたりが疼いてしょうがない。

　自分の身に一体何が起きているのかわからなくて、リーネはただラディアスにされるがままになっていた。

「……いやらしいな」

　乳首を口に含んだまま言う彼の低い声が、浴室に響く。

　囁くラディアスの声のほうが、よっぽどいやらしい。しかし、それを伝えたくても、蕩けさせられた思考では叶わない。浴室の水音なのか乳首を舐めしゃぶる音なのか判別がつかない中、低くかすれた声と吐息に心がきゅっと締め付けられた。

「んぅ、……んッ」

　ぼやけた視界で意識が遠くなっていくのを感じながらも、リーネは胸を揉む彼の手を、己のそれで覆った。大きな手。自分の手ではすべてを覆えないぐらいの彼の手をそっと包む。

　ふ、と彼の動きが止まり、含まれていた胸の突起が解放された。

　ゆっくりと起き上がり、顔を見せるラディアスに小さく微笑む。

「……あたた、かい」

「……」

「ね。……あなたの、手、……私をあたたかく、……して、くれる」

　ふふ、と口元を緩ませるリーネに、彼の琥珀色の瞳が揺らいだように見えた。

「……」

　彼の手が胸から離れ、その手が彼女のやわらかな唇をなぞる。

「名前、呼んでくれないか。──リーネ」

　落ちそうになる意識の中、優しい声で呟かれた声は甘く浴室に響き、リーネの心臓を震わせた。そして、リーネは唇を動かす。

「ラディアス……さま」

　嬉しそうに微笑む彼を前に、何かを告げる鼓動かねが鳴ったような気がしたが、睡眠不足がたたったせいか、突如やってきた睡魔に引きずられるまま意識を失った。

「──……まいったな」

　眠るリーネを見ながら、ラディアスは戸惑いとともに深く息を吐く。

「何を言ってるんだ、俺は」

　愛したいだなんて、と続けようとして、落ちた髪をかきあげた。

「相手はガキだぞ。それも、元上官の」

　苦悩を吐き出すようにしてつぶやいた彼が、眠るリーネを愛おしそうに触れていたことなど、当の本人だけが知らない。




◇◆…◆◇…◇◆…◆◇




　──あれ？

　爽やかな朝陽の中、リーネは綺麗に服を整えられた状態で、ベッドに寝ていた。

　ぼんやり身体を起こすと、近くにいた少女たちが揃って口を開く。のぼせたみたいですけど大丈夫ですか。水飲みますか。私、ラディアスさまに目が覚めたこと伝えてきます。寝起きのせいかぼうっとしていた頭に、少女たちの声が素通りした。しかし、部屋から出ていく際、少女が口にした“ラディアス”という名前で、一気に目が覚める。

「……ッ」

　意識を失う前のことを思い出し、赤面した。

　何かが変わってしまった。具体的に何が、というのはわからない。ただ、ラディアスによって何かが変えられてしまった気がする。おかげで、ラディアスが部屋にやってきても彼を直視することができず、そっけない態度をとることしかできなかった。自分の変化に戸惑っている間に、リーネは少女たちによって身支度を整えられ、食事をさせられ、馬車に押し込まれる。そうして、怒涛どとうのように娼館を出発したのは午後を過ぎてからだった。

「──……」

　簡素な青いドレスに身を包んで馬車に揺られながら、リーネは昨日とはまた違う気分で窓に映る自分を見つめる。綺麗に梳いた金糸の髪は光沢を放ち、その顔色も昨夜に比べたらとてもいい。きっと、今朝食べたあたたかいスープのおかげだろう。マムいわく「美容効果があるんだよ」とのこと。連日の睡眠不足と疲労が重なったせいか、たっぷりととった睡眠のおかげで、リーネの肌は生き返ったように瑞々しくなっていた。目の下にあったくまも薄くなり、血色もいい。

　憔悴していた昨日と比べ、見違えるようになった。

　自分の顔は少しでも見ていたら慣れてくるのだが、彼は違う。そっと窓越しに映るラディアスの横顔を見て、リーネはひっそりと息を吐いた。見たら少しは慣れるかと思ったが、隣にいる彼の放つ存在感に緊張して息が詰まる。それも、今日は軍服を着ていないのに、だ。昨日の今日で乾くはずもなく、彼はルロイが見繕ってきた古着を着ていた。

　──そういえば、部下のみなさんも軍服ではなかったような気が……？

　そんなことを思い出しながら、ふと、真向かいにいる人物が目に入る。

「……」

　そこには美しいブリュネットの美少女が、赤いドレスを着て座っていた。昨日までいなかった人物が馬車内にいるというのは、なんとも落ち着かない。リーネは気持ちを落ち着けるようにして視線を再び窓の外に向けると、景色を見送った。

　馬車を走らせること、数時間。

「──スプリングフィールド辺境伯のご令嬢をお連れいたしました」

　陽が傾き始めたころ、一行は次の街に居を構えているハーネスト伯爵邸へとやってきていた。大きな邸宅、ふかふかの絨毯じゅうたんの上を歩いて通された応接室は豪奢ごうしゃのひと言に尽きる。壁には、金の額縁におさまっているさまざまな大きさの絵画が不規則に飾られ、部屋の隅には年季の入った甲冑が飾られていた。

　配置されているどれもこれもが興味深いものばかりで、貿易商ならではの品に、ついつい目を奪われてしまう。しかし、リーネたちが応接室にきてからすぐに、この屋敷の主であるハーネストがやってきてしまい、じっくり見るという暇は与えられなかった。

「ああ、遠いところから……といっても、私が世界を船でまたにかけていることに比べたら、全然距離はないか。ほとんどこの国にいないぐらい忙しくしている私のために、馬車に揺られてご苦労だったね。えーと」

　でっぷりとした身体で、細い目をさらに細くしたブロンドのハーネストが、リーネを見ながら名前を思い出そうとしている。それにすかさず答えたのは、隣にいたラディアスだった。

「リーネ・スプリングフィールドさまです」

「ああ、ああ、そうだったね。リーネ、それから……そこの美しい少女は？」

　リーネの隣に並んでいるのは、先ほどまで馬車で一緒に揺られていた美少女だ。彼女はハーネスト伯爵に小さく膝を曲げて挨拶をする。

「こちらへ参る途中、彷徨っているところを保護しました。聞けば両親は亡く、行く宛もないとのこと。伯爵がお喜びになるかと思い、一緒に連れて参りました」

「……おお。初めて会ったというのに、おまえは私の趣味をよくよく把握しておるな」

「お褒めに預かり光栄です」

　ここまでの話の流れを聞きながら、リーネは内心驚いていた。ラディアスから語られる内容はどれも嘘ばかりで、彼自身が“人買い”としてそこにいるようだった。彼はあのとき、父の頼みでやってきたと言っていた。そこに国は関係ないと。だから、軍人としてではなく、自分を偽ってここにいるのだろうか。彼が何を考えているのかわからないが、今の自分にできることはない。リーネは、状況に身を任せることにした。

「ふふ。未成熟な美少女ほど、無垢で、己の色に染めやすいからな。しかし、リーネ嬢も捨て難い」

　ねっとりとした視線を向けられ、肌がざわつく。ただ見られているだけだというのに、なせか気持ち悪い。肌の上を虫が這うような感覚に、ドレスを掴む手に力をこめた。

「……うん、甘い顔をしているのに、身体つきはすっかり大人だ。その顔に似つかわしくない、いやらしい身体をしているなんて……、うん、悪くない」

　まるで値踏みをされているような気分だ。

　不愉快というよりも、不快に近い感情に心が染まっていく。しかし、どんなに気持ち悪くても、どんなに不快でも、彼に嫁ぐほか道はない。リーネを待つ者も、帰る場所もないのだから──今までと同じように心を殺すことしかできなかった。

　──いつかは愛せる。大丈夫。

　自分に言い聞かせるように顔を上げると、隣にいたはずのラディアスの大きな背中が目の前に現れる。彼はまるで、ハーネストの視線から守るようにしてリーネを背にした。

「さぁ伯爵さま、どちらの女性にいたしますか？」

「……おや、どちらかひとり、なのかな？　ふたりとも買うつもりでいたのだが」

「大変申し訳ございません。急ではありますが、この次がまだ控えておりまして……。さすがに誰もいないとなると、私の首が飛びかねません」

「ふむ。それはお互いに困るな。他に女はいないのか？」

「ええ、残念ながら。ですから、伯爵さまにどちらかを選んでいただきたいのです」

「んー。リーネ嬢を貰い受けるという約束で援助をした手前、彼女を手元におかないというのはなぁ……。しかし、この美少女もまた、冷たい瞳がとてもいい」

「どちらに、なさいますか？」

「……んー、んー、そうだな。支援したといっても半分しか払っていない。別にここで彼女を選ばなくてもいいだろう。次の客が彼女を選んだら、そいつが残りの半分を払えばいいんだからな。よし、ではこの美少女をいただこうか」

「では、交渉成立ですね。彼女は置いていきます」

「金はいいのか？」

「はい。彼女を見つけたのはたまたまですし、私が買ったわけではありませんから。どうぞ、伯爵さまのご随意に」

「欲のない男だな」

「……ご不快を与えてしまいましたか？」

「ああ、いや。ただ、……ただより怖いものはない、という教訓が頭に浮かんでな？」

　ほんの少し、緊張した空気が室内に満ちる。ラディアスがどのような表情をしているのか、ここからでは背中しか見えなかった。静寂が一瞬だけ時を支配したのち、ハーネストの笑いがそれを破る。

「っはっはっは。いやー、まったく動じないとは恐れ入る。試して悪かったな」

「とんでもない。──それでは、私とリーネさまは次のところへ行かなければいけませんので、これで」

「ん。ご苦労だった」

　呆けるリーネの手を掴んで応接室から出たラディアスは、先ほどの美少女を置き去りにした。あんな気持ち悪い男の元へ残されるなんて、ある意味彼女は自分の身代わりなのではないか。そう思うと、いてもたってもいられなくなる。

「──こーら、どこいく」

　すぐに応接室に戻ろうとしたリーネの行動を予測してか、ラディアスは彼女の身体を颯爽と持ち上げ、肩に担ぐ。

「おろしてください……！」

「だめだ」

　足を止めずに玄関ホールに向かう彼に、リーネは懇願した。

「でも、彼女が!!」

「問題ない」

「そんな……！」

　問答を続けている間に応接室は遠ざかり、とうとう玄関ホールから外へ出てしまった。

「先に行け」

　リーネは無理やり馬車に押し込まれ、ドアが閉まると同時に馬車が走りだす。蹄の音を聞き、急いで窓に手をついて外を見れば、ハーネスト邸が少しずつ遠くなっていった。

　それを見ながら、彼の行動を思い浮かべる。ラディアスは、人買いの真似をしてハーネストに選ばせ、彼女を置いていった。でも、それは犠牲を払うやり方だ。心優しい彼が取る行動とは思えなかった。

「……どうして、あんなひどいことを……」

　しかし、ラディアスが考えてることなど、わかるはずがない。考えてもしょうがないことに頭を悩ませている間に、馬車が停まる。リーネは窓に視線を戻し、ここが街から少し出た街道脇であることを知り、馬車のドアを開けた。

「ラディアスさま、ひどいです！」

　少し後ろを走っていた馬上から、ラディアスが颯爽と地面に降り立った。手綱を引いているブライアンは馬車を通り過ぎ、迂回するように戻ってくる。

「何がひどいものか。どちらを娶めとるのか、ハーネスト伯爵自身が決めたことだ。これ以上円満に解決する方法などないだろう」

「だからって、こんなやり方！」

「じゃあ、リーネはアイツに嫁ぎたかったのか？」

　そう、問われてしまうと口をつぐんでしまう。

　嫁ぎたかったか、と問われたら、返事は“否”だ。しかし、自分から「嫁ぐ」と言ってしまった以上、素直に答えるのは憚はばかられた。

「まぁいいさ。これで、リーネは自由になったんだから」

「でもそれは……彼女という犠牲があっての自由で……！」

「心配するな。そっちのほうは、そろそろ……と、言ってる間にもうきたか」

　ラディアスの背後、リーネの前方から馬の蹄の音が少しずつ近づいてくるのが聞こえる。その手綱を手にしているのは、伝令に駆けていたはずのバーナビーの姿だった。もしかして、彼女を助け出してくれたのだろうか。期待に胸をふくらませるリーネの前で、バーナビーの馬が停まる。

　ばさ、というかさばる布の音をたてて、馬を驚かせないようゆっくり地面に降り立ったのは、──あの美少女だった。馬が少し離れたのを感じて、リーネが彼女に駆け寄ろうとした瞬間、彼女の手が己の髪をむんずと掴む。

「っだぁああああ!!」

　そして、手にしたそれをずるりと剥はぎ取った。

「もう、ラディアスさまってばひどいですよぅ！　僕の体格が華奢きゃしゃで、こういう服装が似合うからって、女装させすぎです！　任務のたびにこんな格好させないでください！　そろそろ、僕も我慢の限界ですからね！　ったく、あーもー、男に触られたって嬉しくもなんともない!!」

　ラディアスに向かって文句を並べ立てたのは、なんとあのルロイだった。

　まさか彼が女性に化けていたとは思わず、リーネは言葉を失う。格好は“彼女”だが、顔は彼ルロイの威勢のいい文句を最後まで聞き、ラディアスは先を促した。

「報告」

　そのひと言で己の立場を思い出したのか、ルロイはすぐに背筋を伸ばす。

「はッ。娼館で得た情報のとおりでした。ハーネスト伯爵は、何人もの女性を囲い、とある部屋で軟禁状態にさせています。私もその部屋に連れて行かれましたが、甘い匂いが立ち込めていました。それを吸うと思考が鈍にぶり、自我を奪われるような感覚になりました」

「了解。こちらの思惑どおりだな。では、戻ったらすぐに殿下へ報告だ」

　ふむ、と何か考えている様子のラディアスを見つめ、リーネは呆ける。その視線に気づいたのか、彼は口の端を上げて笑った。

「言っただろ。任務の一環だ、って」

　つまり、ハーネストを調べることが任務だったらしい。

「でも、お嬢さんを自由にしたのは、俺の意思」

　リーネがその意図を問いかける前に、ラディアスはルロイへ向き直っていた。

「ルロイ、ご苦労だったな。もう、脱いでいいぞ、それ」

「やったぁああ！」

　喜び勇んで馬車に入ったルロイを見送ってから、ラディアスは再びリーネを見下ろす。

「──と、いうことだ。他に異論は？」

　ふ、と琥珀色の瞳を細めたラディアスに微笑まれ、リーネは口を閉じた。

　大胆にも丸く収めてしまったラディアスの手腕に、言葉が出ない。姉ふたりには半分だが、ある程度まとまった金が入ったことになる。当面の生活に差し障りはないだろう。ハーネストにおいても、自分で女装したルロイを選んでしまった手前、逃げられた責任は自分でとるしかない。損をした金額をスプリングフィールド家に請求したくても、自己責任だ。彼の口ぶりからして支払った半額を回収するようなことはしないだろうが、姉ふたりがハーネストへ文句を言いにくる可能性はあるだろう。しかしそれでも、あとは双方の問題であって、リーネには関係がない。

　すごい。

　ぱっと考えただけでも、リーネに飛び火しない状況を彼はたった数分で作ってしまった。

「ん？」

　どうした、と問いかけてくる琥珀色の瞳が優しくきらめき、リーネの心を甘くさせる。

　これがどういう気持ちなのか、まだわからない。こんな感覚は初めてで、名も知らない甘い感情が胸一杯に広がる。

「リーネ？」

「な、……なんでも、ない、です」

「そか。じゃあ、これからどうしたい？」

　再び、昨日と同じ問いかけをされ、リーネは戸惑いを露あらわにした。どうしたいも何も、昨日と同じで出てこない。さっきから胸がドキドキとうるさいし、ラディアスの声を聞くだけで、くすぐったい気持ちになる。彼とならば、という希望も浮かぶが、誰かに何かを期待するのに慣れていないリーネにとって、その一歩はとても大きなものだった。

　手元の指先をくるくる回しながら言葉を選んでいると、ラディアスはリーネの前で静かに膝を折った。見上げていたはずの彼を、逆に自分が見下ろすことになるとは思わず、目を瞬またたかせる。

「……俺としては」

　言いながら、ラディアスは静かにリーネの手をとり、手のひらを辿るように指先で撫でた。ぞくり、とした何かを感じて身じろぐと、指先を捕まれ手の甲にくちづけられる。

「昨日の申し出を受けてもらえるととても嬉しいんだが？」

「……昨日、の？」

「ああ。俺に、愛されてくれないか」

　それだけ本気なのだ、と真剣なまなざしを向けられ、心臓がおかしいぐらいに跳ねた。壊れてしまいそうな鼓動の大きさに息が詰まる。

「あ、あれは、じょ、冗談……じゃ……」

「だったら、強引にさらうような真似して、あんたを自由にしたりしない」

　彼は苦笑を浮かべて、小さくため息をつく。

「……いい噂は聞かないが、あいつがあんたのことを幸せそうにしてくれる男だったら、あのまま素直に引き渡してたさ。それで俺は、アーロンさんの頼みを終わらせるつもりだった。でもだめだ。あいつはだめだ。他に女はいるわ、疑惑もあるわ、自分が娶ろうとしてる女の名前も覚えていないような男に、リーネをやれるわけがない」

「え、あの」

「それに、俺はリーネがユリシーズを愛おしそうに語るのを聞いて、年甲斐もなく愛されてみたい、と思ったんだ。あんたを、手放したくない。……だから、人から聞かされたユリシーズなどという男よりも、生身の俺を愛してみないか」

「……」

「まぁ無理に、とは言わない。決めるのはリーネだ」

　そう言って、少しずつ彼の手が指先から離れていくのを感じ、リーネは咄嗟にそれを掴んだ。無意識の行動に驚かされつつも、きっとこれが“答え”なのだと察する。

　自分に正直になろう。

「私、……本当は、……本当はずっと“恋”がしたかったんです」

　恋し愛される“恋愛”を。

「ああ」

　まるで、いいよ、と言うような微笑みに、胸の奥が熱くなる。

「でも、この気持ちがユリシーズさまを想うのとどう違うのか、正直わからないんです。……それでも」

「いいよ」

「……」

「それでも構わない。俺にリーネを愛させてくれるのなら、なんでもいい」

　優しく微笑むラディアスの手を自分から放して、彼の頬を覆ったリーネは、すべてのしがらみから解き放ってくれた彼に微笑んだ。きっと、この人なら大丈夫。直感にも似た何かに動かされるようにして、心を言葉にする。

「私、恋をするなら、ラディアスさまとしたい」

　その言葉に、ラディアスは答えとばかりにリーネを抱きしめ、耳元で囁く。

「──ん。しようか」

　胸をきゅぅと締め付ける甘い感情に心が震え、リーネは彼を離して見下ろした。

「さしあたって、私は何番目の愛人か教えてください」

　笑顔で言うリーネの言葉にラディアスがその場で固まり、それを聞いていた部下たちの笑い声だけが夜空に響いていた。





　　　第二章







　父が辺境伯として治めていた領地は、ふたつの国と接する国の端に位置していた。

　一方は、つい最近王子が結婚した幸せいっぱいのローウェル王国。そしてもう一方は、世代交代が間近に迫り、政権争いをしているギルヴ王国だった。その国はかつて、政権争いに血を流した歴史がある。少々気性の激しい性格を持つ者が王家に多く、我が国の王家も彼らの動向には気をつけているそうだ。

　政権交代となれば国の方針ががらりと変わる。そのため、国内情勢を収集しつつ、警戒態勢も整え、さらに二国が接する地域ということもあり、アーロンの辺境伯としての存在はとても大きなものだったのだと──、馬車の中で父のすごさをラディアスは語った。

　あんなにものどかでのんびりとした生まれ故郷が、そこまで危険と隣り合わせだったとは、彼の話を聞いても信じられないでいた。

　その領地から馬を走らせること、まる二日。

　フォウシーズ王国──王都タルヴィンの街明かりが、ようやく見えた。

　おいしそうなパン屋やおしゃれな料理店、美術館、音楽ホールなどのあたたかな灯りが、キラキラと輝き心が躍る。夜だというのに、こんなにも人がたくさんいることにも驚いた。窓から素敵な街並みを眺ながめ、リーネは姉ふたりが王都に憧れる気持ちがわかった。かつて住んでいたのなら、なおさらだ。

　王都内をしばらく走ると、馬のいななきとともに馬車が停まる。

「──着いたぞ」

　ラディアスの低い声が到着を告げ、リーネもまた馬車から降りようとドアを開けた。

「どうも」

　そこにはラディアスの副官であるブライアンが、馬から降りて待機していたのだろう。右手を差し出し、リーネに微笑んでいた。──というよりも、どちらかと言えば笑い出すのを堪こらえている様子だ。

「…………ブライアンさま」

「ぶ、くくく。ごめ、だめだ。リーネちゃん見ちゃうとアレ思い出して、つら……ッ」

　少しでも悪いと思っているのだろう。彼は横を向いて気を使うように笑いを堪えてくれるのだが、堪えきれずに肩が揺れている。もういっそのこと、大笑いすれば楽になるのに。ブライアンの様子を見ながら苦笑を浮かべると、彼の隣からラディアスが現れた。

「ブライアン」

　咎とがめるように彼の名前を紡つむぐラディアスも、少しいたたまれない表情をしている。

「だってラディアス、おまえと付き合いの長い俺でさえ、あんなに真剣に女口説いたところを見たことがないのに、全然……そ、それはもうぜんっぜん信じてもらえてないんでやんの。……あの、あのラディアスがだよ？　もうほんっと、あれは傑作。しばらくこれで笑い死ねる……ッ」

「じゃあ、死ね」

　冷たく言い放ったラディアスは、とうとう噴き出したブライアンを押しのけ、リーネに手を差し出した。少し恥ずかしい気持ちになりながらもその手を取ると、今度はいつの間に馬車から降りたのだろうか、ルロイがラディアスの後ろからひょっこり顔を出す。

「女を食い物にしてきたラディアスさまには、いい薬になったと思いますけどね、僕は」

「ルロイ！」

　余計なことを言うな、とでも言うように名前を呼び、ラディアスはため息をついた。

「ったく、どいつもこいつも」

　再び笑いを堪えているのか、肩を震わせ涙目になっているブライアンを横目に、リーネは口元を綻ほころばせながら、馬車を降りる。

　実はリーネの“愛人”発言のあと、ラディアスはちゃんと話してくれた。

『何を見てリーネがそう思ったのか、だいたい察しはつくが、娼館でのことは大半が冗談だ。ああ、いや、リーネと浴室に入ってるときは違うからな。それから俺は結婚をしていないし、していた事実もない。この歳までずっと独身だ。理由は特にないが……、強いて言えば、これと思った女性と出会わなかった……ただ、それだけだ』

　ラディアスをあまりよく知らないリーネでも、彼の女性に対する態度や扱いは慣れているように見えた。歳も自分より上で、こんなに素敵な人なのだ、相手のひとりやふたりいてもおかしくないと思い“愛人”発言に繋がった。しかし彼は、嫌な顔ひとつせず、ちゃんとリーネに向き合ってくれた。その気持ちが、純粋に嬉しかった。

「──ようこそ」

　馬車を降りたリーネが顔を上げると、ラディアスが微笑む。

「我がバレット邸へ」

　立派な邸宅を前に、目を瞠った。

　父の治めていた領地から一歩も外に出たことのないリーネにとって、街中を走る馬車から眺める王都も、連れてこられた邸宅も、どれもが新鮮に映る。思わず口を開けたまま見上げていた。

「さて、と。うちまで護衛悪かったな」

「どういたしまして。おもしろいもんも見られたし、俺は満足」

「ブライアン」

「はいはい、黙ってますよ」

「ルロイ、報告はまとめて明日、殿下の前でするから、それまで身体を休めるように。バーナビー、今回もいい働きをしてくれた。それからアンディ、道中の御者助かったよ、ありがとう。ひとまずはこれで解散だ。また明日」

「はッ」

　全員がラディアスに敬礼をとり、各々帰路につく。──と、思われていたのだが、馬に乗ろうとしていたバーナビーとアンディが揃って振り返ると、満面の笑みで口を開いた。

「リーネちゃん、今夜はがんばってねー」

「ラディアスさま、明日に響かないようにしてくださいね、もう歳なんだから！」

　最後にそれだけ言い、ふたりは素早く馬に乗って駆けていく。まるで言い逃げだ、と思いながら、彼らの後ろ姿を見送った。自宅が近いのか、徒歩で敷地から出ていこうとしているブライアンの肩が小刻みに震え、それを支えるようにルロイが隣にいる。

「……騒がしくて悪いな」

　隣からため息混じりの声が聞こえ、リーネは口元を綻ばせて首を横に振った。

「ラディアスさまは、みなさまから慕われているのですね」

「……ああいう、たちの悪い慕い方はごめんこうむるよ、っと」

　言いながら身を低くしたラディアスは、リーネの背中と膝裏を腕で支えるように抱え上げた。急に高くなった視界に驚きながらも、リーネは体勢を崩さないようラディアスに抱きつく。彼の琥珀色こはくいろの瞳が細くなり、耳元に唇を寄せられた。

「それに、慕われるのならリーネがいい」

　それは舌の上でとろける甘美な菓子のように、甘い声がリーネの心を震わせる。首を竦すくめて肩を揺らすと、彼は口元を緩ゆるませて邸宅へと向かった。足を踏み入れた玄関ホールには数人の使用人の姿があり、その誰もが驚きの視線をリーネとラディアスに向ける。

「…………おかえりなさいませ」

　表情と視線に出ていた戸惑いを必死に呑み込み、気にしていないと取り繕つくろうような声に出迎えられた。

「もう夜も遅い。言いたいことはあるだろうが、彼女の説明と紹介はまた明日させてくれないか。このまま休む」

「かしこまりました」

「それからパトリック」

「はい」

「俺のいない間に、何か変わったことは？」

「特には」

「ならもう下がっていい。遅くなってすまなかったな」

「もったいないお言葉です」

　歩きながら口早にやりとりをし、家令らしきパトリックと呼ばれた老紳士は下がっていく。それを横目に階段を上がり、薄暗い廊下を歩く足音がいやに響いた。

　しん、と静まり返った邸宅内で、このまま連れて行かれる先は──きっと寝室だ。

　そこでふと、先ほどバーナビーとアンディに言われたことを思い出し、実感する。彼らが言っていたことは、もしかしてそういうことなのだろうか。この間触れられた熱が思い出したようにリーネの身体を、緊張と期待で震わせた。

　──の、だが。

「ここが浴室だ」

　連れてこられたのは、寝室ではなかった。

　すでに湯がはられている浴槽を前に身体を下ろされ、リーネは不思議に思いながらラディアスを見上げた。彼は穏やかに微笑むだけで、リーネの頬を覆おおって撫なでる。

「馬車に揺られて疲れただろう。ゆっくり湯に浸かるといい」

「……ラディアスさまは？」

「悪いが、少しやり残したことがあってな、俺は先に寝室に戻っているよ。寝室に続くドアだけ開けておくから、ここにある俺のガウンを着て出ておいで。ひとりで大丈夫か？」

　今までずっと身支度はひとりでしていた、誰の手伝いもなく生きてきたため、リーネは頷うなずく。ラディアスはリーネの頭を撫で、薄暗い浴室から出ていった。

「……」

　緊張と期待に震えていた身体は、彼を見送ったあと、落ち着きを取り戻していた。

　リーネはせっかくだから、とドレスを脱ぎ、たっぷり湯が入った浴槽に身体を沈める。少しぬるくなった湯が、馬車で揺られて凝り固まった身体をじんわり癒してくれた。

　あたたかな湯に包まれながら、リーネは浴槽の中で身体を伸ばす。

　ぴちゃん。湯の動く音が浴室に響くのを聞きながら、言葉にできない喪失感を持て余していた。恋がしたいと思っていたのは本当だ。だから、それを「いいよ」と言ってくれたラディアスにはとても感謝している。しかし、いざこうなってみると。

「………………よく、わからないわ」

　ユリシーズのことを想うときは幸せでいっぱいで、彼のことだけを考えていた。が、いうなればそれだけだ。想うだけで幸せで、彼の武勇伝を思い出すだけで勇気をもらえる。きっと、生身の彼を知らないからそれだけで十分だったのだろう。

　でも、今は違う。

　ラディアスという男は想像の中の人物ではなく、実際に目の前にいる。

　その目にリーネを映し、話をし、表情を変え、ぬくもりを伝えてくる。それは、話を知っているだけのユリシーズにはできないことだ。そこに存在しているラディアスだからこそできること。そう思うと、想う、だけではだめなのだと気付かされる。

「どうしよう？」

　恋愛というのは具体的に何をどうすればいいのか、わからない。まず、何から始めよう。

　そんなことを考えながら、湯に浸かっていたら時間だけが過ぎていった。

　──結局、何も思いつかなかった……。

　ぬるま湯に浸かっているのはとても気持ちいいのだが、あまり長い時間そうしていると逆に身体が冷えてしまう。リーネはそろそろ頃合いだと思い、浴槽から立ち上がった。

　言われるままにかけてあったガウンを手にして着ると、裾を引きずるぐらいの大きさで驚く。ある程度ぶかぶかになることはわかっていたのだが、それ以上のものだった。腰紐を結び、裾をまくって手を出してから、リーネはドレスの裾を持ち上げるようにしてガウンのそれを持ち、薄闇の中を歩きだした。そしてどうにかこうにか、ほんの少し隙間が開いている最後のドアにたどり着く。

　それをゆっくりと押し開いていった。

　大きな窓から降り注ぐ白い光が部屋を照らし、大きなベッドでは、ラディアスが横になっている。そっと寝室へ入り、リーネは月の光を浴びて眠るラディアスを見つめた。

　しどけない格好に、あどけない寝顔。彼の銀糸の髪も少し乱れている。彼の手から落ちただろう書類がベッドの下に散らばっているのを見て、リーネはそのすべてを拾い上げ、サイドテーブルに置いた。

　月の光を浴びる彼の寝姿は、野生の獣が無防備で眠るそれによく似ている。

「……」

　リーネは眠る彼を起こさないようベッドへ上がり、彼の隣に寝そべった。そして両肘をついて、ラディアスの寝顔を見つめる。ずっと見ていても飽きない寝顔を前に、リーネの心にあたたかな気持ちが沸き上がってきた。

「……ラディアスさま」

　まだ、生まれたての感情に名前はない。

　しかし、彼の寝顔を眺めていたら、先ほどまで考えていた悩みが、どうでもよくなってくる。彼のそばにいられることが嬉しい、と心臓が小さく反応した。

　心が、赴おもむくままにリーネの唇を動かす。

「ラディアスさま」

　もう一度、彼の名前を重ねるように紡ぐと、胸がいっぱになってくる。リーネはクッションに頭を預けるラディアスの頬を軽く指先でつつき、再び彼の名前を紡いだ。

「……ラディアスさま」

　大事に、大事に、それこそ宝物にそっと吹き込むような気持ちで紡ぎ、微笑む。

　何をどうしたら恋愛になるのかなどと難しいことは考えず、目の前にいるラディアスを知っていくことから、まずは始めてみよう。リーネは、眠るラディアスの傍かたわらに移動し、その寝顔を眺めている間に、とろとろした眠りに誘われた。
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「……ラディ、アス……さ……」

　彼の名はいつしか寝息へと変わり、リーネはとうとう睡魔の手を取った。

「……」

　その後、幸せそうに眠るリーネにそっと上掛けがかけられる。それが誰かなど、眠る彼女には関係ない。

　こうして、リーネはラディアスが主あるじを務めているバレット邸へと連れてこられた。




◇◆…◆◇…◇◆…◆◇




　日差しがやわらかくなってくる、うららかな午後。

　バレット邸の中庭は賑やかだった。数人のメイドがあれやこれやとリーネに話しかけ、それを家令のパトリックがそばで見守っている。

「──リーネー！　これってこのあとどうするのー？」

「えと、あ、あの。ちょ、ちょっとまって……くださ……ッ、わわッ！」

　リーネは呼ばれたほうへ方向転換したのだが、その拍子にドレスの裾を踏み、転んでしまった。びたん。やわらかな芝生のおかげで事なきを得たが、鼻の頭を強く打つ。

『ばっかねー。あんたってば本当にグズなんだから』

　姉ふたりの嘲笑ちょうしょうする声が脳内に蘇り、リーネもそのとおりだなどとため息をついて身体を起こす。慌てるといつも失敗してしまう自分を恥ずかしく思った。

「っちょ、リーネ大丈夫!?」

「あわわ、リーネちゃんのお顔が！　お顔がぁあああ!!」

「慌ててる暇があるなら、服についた葉っぱをとってあげなさいよ、まったく。……ああ、リーネってば鼻の頭が真っ赤になってるわよ。他に怪我はない？」

　いつもなら蔑視べっしを浴びせかけられていたはずが、そうじゃない。メイドたちはリーネの周りにわざわざ集まってくれ、心配そうな表情で各々顔を覗き込んでくる。その場で座り込むリーネが呆けているのをいいことに、ひとりが頭についた葉をとり、もうひとりがドレスについた土を払い、もうひとりが怪我はないかと手をさすってくれた。

「あ、えと、だ、大丈夫です。みなさんの手が汚れてしまいますから、もう……！」

　我に返ったリーネが慌ててそう言うと、彼女たちはきょとんとした顔で言う。

「いいのよ、どうせこのあと汚くなるから」

　揃って言われてしまえば、リーネは彼女たちの心配を黙って受け入れるほかない。

「……」

　人間、新しい環境に一週間もいれば、ある程度慣れてくるものだ。

　環境に対してはリーネもそうなのだが、人に対してはどうやら違うらしい。今まで意思のない人形のように扱われていたせいで、人と深く関われなかったリーネにとって、こういう扱われ方はどうにも慣れない。

「──はい、綺麗になった」

　立たせてくれたメイドが微笑み、身体を心配してくれたメイドがよしと頷き、おろおろしていたメイドがリーネの髪を整えてくれた。満足そうに微笑む三人のメイドを前にして、リーネは戸惑いながらも口を開く。

「…………すみません」

「はい、そこちがーう！　姉さん、言ってやってください！」

「リーネ、こういうときは？」

「ありがとうございます!!」

「なんっであんたが答えるかなぁ、もう！」

「だってリーネちゃん、わかってないみたいだったからー！」

　楽しそうに笑う彼女たちに、こうして名前を呼んでもらえることがくすぐったい。まだ戸惑いもあるが、こういう穏やかな時間を過ごせることが嬉しいと思う。

「みなさん、ありがとうございます」

　ふふ、と微笑むリーネに三人も満足そうに笑ってくれた。

「ん。さーって、じゃあ私は編み物の続き続きー！」

「私は刺繍ししゅうかな」

「じゃあ私は本読むー！」

　ここへ連れてこられてから、──二週間。

　邸宅で働く者たちに紹介されてからというもの、リーネは何をしたらいいのかわからない日々を過ごしていた。今まで、姉ふたりの言いつけをこなす毎日だったのが、急に“何もしなくていい”という状況になった。

　リーネのために用意されたドレスや食事だけでも恐れ多いというのに、今まで与えられなかった自由な時間まであるのだ。何もしない時間が続くと居心地も悪くなる。リーネはこの状況に一日しか耐えられなかった。

　元来、身体を動かすことが嫌いではなく、姉たちと違い、辺境伯令嬢という肩書はあってないものに等しい。ずっと城で侍女たちに混ざって仕事をしていたせいか、掃除や洗濯、針仕事など、ある程度のことならできるようになっていた。だからこそ、置いてもらっている居候の身で、何もしないというわけにはいかない。そう思い、充てがわれた部屋から出て、メイドたちの仕事を眺めていた。

　それとなく近づいて、密かに彼女たちの手伝いができればいい、と思っていただけだったというのに、──最終的には会話の中に引っ張り出されてしまうのだから、ここのメイドはすごい。

　やれ、リーネはどこからきただの、リーネの好きな食べ物を教えてだの、リーネに対して興味を持っているのか、気づいたら会話の中に入っていた。そこに入ってしまえば、手持ち無沙汰なリーネも、談笑する彼女たちの声を聞きながら手を動かす。

　その姿を見たパトリックから、最初は「ラディアスさまのお客人にそんなことをさせるわけには」と言われていたが、リーネがメイドたちにまじって楽しそうにしているのを見て、今では何も言わなくなった。ちなみに今日は、彼女たちから刺繍と編み物を教えてほしいと頼まれ、このような時間を設けた。

「リーネー、なんか指が動かないよー!!」

「ええッ!?　ちょ、ちょっと待っててください！　えと、他にわからなくなったら、いつでも聞いてくださいね。至らない説明ですみません」

「とんでもない。ありがとう、リーネ」

「リーネー！」

「はーい！」

　刺繍と向き合っていたメイドから離れたリーネは、自分の名を呼ぶメイドへ振り返る。彼女は手元の編み棒を手に、絡まった毛糸で指先が動かなくなっていた。どうしたらそうなるのだろうかと思いながらも、彼女に駆け寄った。

　今、リーネは初めて人と深く関われているような気がする。

　気づけば人の輪の中に溶け込んでいる自分に、驚いていた。さらに嬉しい誤算なのは、そこでラディアスの話を聞かせてもらうことだった。

　──ラディアス・バレット。

　バレット公爵家の長男として生まれ、両親はすでに他界。若くして公爵位を継いだラディアスが成人するまでの間、母方の伯父が後見人を務めてくれたそうだ。彼は国の財務を扱う部署に勤めており、その勧めでラディアスは軍部に所属したらしい。それからは国のあちこちに派遣され、そこで親のいない貧しい子を見かけてはバレット邸へ連れ帰り、働き口が見つかるまでの間、ここで仕事を与えているのだと──拾われた本人から聞いた。

『ラディアスさまってば、ほんっと優しいんだよね。私をここに連れてきたときも、生活に必要なことを教えてくれてね。それで口聞いてくれた仕事先に出してくれるから、ここに戻ってくる子はほとんどいないんだ。あ、私はラディアスさまに仕えたくて無理いってここにおいてもらってるんだけどね』

　彼女の話を聞きながら、娼館にいる女性たちも、何かしらラディアスに恩があるような様子だったことを思い出した。これまでの彼の行動や、彼女たちの話から、彼が困っている人を放っておけない人間だということがわかった。

　だったら、よくしてくれるのも頷ける。

　世話になった元上官の娘を不憫に思ってのことだったら、今までの優しさも人助けと似たようなものかもしれない。彼の言う「愛したい」も「恋をしよう」も、甘言であればそれでいい。

「……」

　それなのにどうしてだろう。ほんの少し、ちく、としたものが心に刺さる。

　この気持ちはなんだろう。

「──リーネさま！」

　手元の毛糸を解き終えたところで、今度は別のところから名前を呼ばれて我に返った。

　曲げていた腰を戻して周囲を見渡すと、窓辺付近にいるメイドが手を振っている。ちょいちょいと手を招く彼女に走って近づき、用件を聞いた。

「私に、何かご用でしょうか？」

「先ほど、ラディアスさまの部下とおっしゃられる方から、こちらをお預かりしまして」

　そう言って彼女が差し出したのは一通の手紙だった。

　上質な紙に書かれているはずの文字は、ない。宛名も送り主の名もない手紙を手にして、リーネは首を傾げる。

「手紙……よね？」

「だと、思います。緊急でラディアスさまに届けてほしいと言われました」

「…………それは、私が届けてもいいものなのでしょうか」

「さぁ、それはわかりかねます。……ただ、その方がリーネさまから直接、手渡してほしいとおっしゃっていました」

　彼の部下というのだから、ルロイだろうか。

　彼らはリーネの様子を見に、代わる代わるバレット邸へやってきては、お茶をしていく。

　昨日は歳の近いルロイが来てくれたこともあり、ついつい「最近、ラディアスさまとお話できていない」とぼやいてしまったことを思い出した。もしかしたら、ルロイが気を利かせてラディアスに会う口実を作ってくれたのかもしれない。

　リーネは困惑気味のメイドに微笑む。

「わかりました。では、これを持って、ラディアスさまのところへ行ってみますね」

　彼女は安心したようにその場を離れ、自分の仕事に戻っていった。それを見送ってからリーネは近づいてきたパトリックに向き直る。

「何かございましたか？」

「ラディアスさまへ手紙を届けてほしい、と頼まれたそうです。私、ちょっと失礼して街へ出てもよろしいでしょうか？」

「……構いませんが……、そろそろ、どなたかお見えにいらっしゃるころかと」

　そう言っている間に、背後からメイドたちのざわつく声が聞こえてきた。

　パトリックと揃って振り返った先では、色めき立つメイドたちに挨拶をするブライアンの姿がある。どうやら玄関からではなく、外からまわって中庭のほうにやってきたらしい。

「やぁ、リーネ嬢」

　近づいてきたブライアンに微笑むリーネのそばから、パトリックがそっと離れる。

「ブライアンさま、ご無沙汰しております。最後に会ったのは、えっと」

「あの夜以来だから、二週間ぶりかな。どう、元気にしてる？」

「ええ。みなさまいい方ばかりで、とてもよくしてもらってます」

「そかそか。笑顔が活き活きしてるのを見ると、もうここには慣れたみたいだな」

　ブライアンの手がリーネの頭を撫でる。ラディアスに撫でられているときとは違う感覚に、思わず首を傾げた。

「……どうかした？」

「…………ラディアスさまと違うなぁ、と」

「そりゃ、俺はラディアスじゃないし、もっともな感想だ。──で」

「で？」

「身体は平気？」

　これは挨拶なのだろうか。

　リーネの様子を見に来てくれるルロイたちも、ブライアンと同じ質問をしてくる。彼らにとっての挨拶ならそれでいいのだが、リーネが健康に見えないことでラディアスが何か言われているのかもしれないと思うと、心配になった。

「……あの、私は平気ですけど……、そんなにひどい顔してますか？」

「え？　あー、いや、不健康に見えるとか、そういう意味じゃないから安心して。それに、ひどい顔してるのはリーネ嬢じゃなくて、ラディアスのほうだから」

「ラディアスさま、具合が悪いんですか……？」

「ただの寝不足だって言ってたよ」

　その言葉に、リーネは自分のせいだと思い至る。

　ラディアスが忙しいせいか、ここにきてから会って話をする機会はほとんどなかった。

　夜もひとりで寝ることが多いのだが、父を看護していたときの癖か、夜中に一度目が覚めてしまう。その際、隣で眠る彼を見ながら、眠くなるまで小さな声で彼の名前をつぶやいていた。そうすると、心が穏やかになってよく眠れるのだ。

　起こさないよう気を遣っていたのだが、もし聞こえていたらと思うと、それがラディアスの寝不足の原因かもしれない。

「ああ、私のせいかもしれません。私が……！」

「ちょーっと待った。それ以上は……ほら、うん、俺なんかに言うことないからね。ほかのヤツらは興味津々みたいだけど、アイツこういうの聞かれるの嫌がるからさ……」

「え、あの」

「あ、それから今日は外出しないでね。ちょっと面倒なことになりそうなんだ。んじゃ、ちょっと顔を見るために寄っただけだから、俺はそろそろ行くね」

　ブライアンは手早く挨拶をすると、背中を向けて中庭から出ていってしまった。それをぼんやり見送っていたリーネに、パトリックがそっと耳打ちする。

「先ほど、ラディアスさま宛の手紙が、とおっしゃってましたが……見送られても、よろしいのですか？」

　言われてはっとしたリーネは、手にした手紙を見下ろして顔を上げる。

「パトリックさん、私、今から追いかけてきます！」

　己のドレスの裾を持ち上げて、リーネは慌てて駆け出した。

　中庭から玄関のほうへ向かってすぐ、馬に乗ったブライアンの姿が見える。

「ブライアンさま……！」

　声を出して呼び止めるも、それは彼に届かなかったようだ。ブライアンが鞭を振るい、蹄ひづめの音を立てて馬が走り出す。

「……あ、待って……！」

　彼の背を追いかけるようにして走ったが、相手は馬だ。門扉を出て少し走ったが身体がついていけず、立ち止まる。乱れる呼吸を、どうにかこうにか整えようと天を仰いだ。

　間に合わなかった。

　手の中にある手紙を見下ろし、逡巡する。

　ブライアンはバレット邸から出るなと言った。しかし、手元にはラディアスに渡さなければいけない手紙がある。リーネはラディアスの居場所を知らないし、軍部がどこなのかもわからない。バレット家の馬車はラディアスが使っている。とりあえずパトリックのところへ戻ろうと踵を返した。──ところで、馬車の停まる音に足を止める。

　もしかしたら、ラディアスが戻ってきてくれたのかもしれない。抱いた希望に突き動かされるようにして振り返ると、馬車から下りてきたのは──、

「どこへいくの？　私の愚妹リーネ」

「あなたのことを捜していたのよ」

　冷えたような微笑みを浮かべた絶望が、揃ってそこにいた。







「──どうぞ」

　カップをテーブルに置き、リーネは微かに震えるその手を引いた。

　ぎゅっと胸元で握りしめて、久々に重い空気を味わう。ずんと重くなる心の原因は、目の前で綺麗な格好をしている姉、キャンディスとナタリアの放つ威圧感のせいだ。

　あのあと、姉の来訪をパトリックに相談したら、快く応接室を使う許可をもらえた。そのため、今、姉ふたりと一緒にいる。もうすでに、息苦しいこの部屋から出ていきたい気持ちでいっぱいだが、それを押し殺してどうにか立っている。

「……」

　キャンディスは見下した視線をリーネに向け、出されたカップを手にした。

「……あら、あなた私の好みをよく覚えているのね？」

　あれだけ紅茶を淹れさせられれば、好みの温度や茶葉、蒸らし時間も覚えている。彼女においしいと言わせなければ鞭が飛んでくるのだから、身体で覚えたといっても過言ではなかった。

「うん、おいしいわ。偉いわね、リーネ」

「……お褒めいただき、光栄です」

　彼女たちの元から離れて一ヶ月も経っていない。それなのに、彼女たちにどう接していたのか、思い出せなかった。バレット邸で厄介になっている時間がとても楽しかったせいだろうか。城にいたのが随分昔に感じる。

　リーネは、変なところで彼女たちを怒らせないよう、極力口をつぐむことにした。

「さて」

　カップをソーサーに置いたキャンディスが、本題に入ろうとしているのか顔を上げる。

　小さく肩を揺らして内心怯えていると、彼女が今まで向けたことのない優しい笑みを浮かべた。

「あなた、私に何か言うことがあるんじゃなくて？」

　やわらかな声に含まれる威圧感に、押しつぶされそうになる。怖い。

「お姉さまが優しく言っているのだから、早く答えなさいな、グズ」

「ナタリア。そんな言い方をしてはかわいそうよ。グズなのは本当のことなのだから」

　ふふふ、と嘲笑するふたりの声が、リーネの恐怖を余計に煽あおる。落ち着いて、落ち着くの。怯える心を奮い立たせて、ゆっくりと口を開いた。

「…………は、ハーネスト伯爵さまのこと……で、しょうか」

　頭の中が真っ白になる前に答えると、キャンディスが首肯する。

「わかっているのならいいわ。──どうして嫁がなかった？」

　やわらかな声が一変して、氷の槍のような冷たい声がリーネの心を貫く。

　これは、怒っている。それもかなり。

　彼女の声から怒りの具合を感じとり、身体が竦すくむ。リーネの身体が微かすかに震えているのを知ってか知らずか、キャンディスは続けた。

「おまえのおかげで、私たちのところに金銭的支援がなくなったよ。城にいる者たちを路頭に迷わせる気か、おまえは」

「……そ、んな、つもりは……」

「お父さまが大事にしてきた城も、スプリングフィールド家ももうおしまいだ。それもこれも、ぜーんぶ、おまえのせい」

　キャンディスの冷たく責める声に耐えるようにして、リーネは顔を俯うつむかせた。どう答えても、何を言っても、こうなっている姉に逆らえる者は誰もいない。静かに激怒するキャンディスの声を聞きながら、早く帰ってほしいと祈るような気持ちでいた。

「まぁ、私も悪魔ではないわ」

　先ほどまでの冷たい声がなかったかのように、やわらかな声へ戻る。怒りが収まったのだろうか。怯おびえる心をそのままに顔を上げたリーネに、キャンディスが微笑んだ。

「あなたのことを買ってもいいとおっしゃる方を、見つけてきたの。実はね、その方が私たちの代わりにあなたを捜してくださったのよ」

　その瞬間、目の前が真っ暗になった。

　姉たちの人形として生きていた世界から、ようやく自由になれたと思った矢先、再び引きずり戻される絶望を与えられる。少しずつ心が死んでいくのを感じながら、リーネはいつものように自分を諦めようと──、

『そう簡単に自分を諦めないでくれないか』

　鮮烈な言葉が、すんでのところでリーネの心を引き止めた。

　ラディアスの力強い声が、死にかけていた心を包む。リーネはぎゅっと己の手を握りしめ、キャンディスを見た。彼女に鋭するどい視線を向けられて怯んだが、それも一瞬だ。

　今は、ラディアスの言葉が勇気を与えてくれた。

「…………私、ここで働きます」

　キャンディスの眉が、ぴくりと動く。

「リーネ」

「私、ここを出て行きたくありません」

　まだメイドのみんなに刺繍や編み物を教えている途中で、パトリックからも学ぶことがたくさんある。そして何より──、ラディアスとまだ一緒にいたかった。この気持ちがどのようなものかはわからないが、ここにいたい気持ちを懸命に言葉にする。

「ここで働いたお金は、城へお送りします。それで──」

「許されるとでも思っているの？」

　その場でゆったりと立ち上がったキャンディスに笑顔で言われ、リーネの身体が大きく揺れた。

「あのねぇ、おまえが逃げたせいで、私たちは生活ができないのよ？　それを少しでも悪いとは思わないの？」

「だったら、お姉さまたちも少しは無駄遣いを──ッ」

　しないでほしい、そう続けようとした言葉は痛みによって喉の奥へと消える。

　一瞬、何が起きたのかわからなかったが、手の甲から伝わるじんじんとした痛みを感じて、胸元にあるそれを見下ろした。リーネの白い肌に刻み込むような赤い痕。それはうっすらとふくらみ、腫れている。

　久々に感じた痛みに顔を上げると、目の前でキャンディスが鞭を手に微笑んでいた。

「何、おまえは私たちが悪いって言うの？」

　まるで悪くないとでも言うような返答を耳にして、話が通じないことを理解する。

「無駄遣いだなんて、何もできない無駄な人間に言われたくないわ。私たちは必要だから買っているの。そんなこともわからないの？　それに、なくなったものを補充するのは妹であるおまえの仕事よ？　お父さまにも言われたでしょう？　姉妹仲良くねって。おまえは私たちの贅沢ぜいたくのために売られるの。それがみんなの幸せになるのよ」

「……」

「それが嫌なら、……そうね、この家の主人からいただくことにしようかしら？」

「だったら、私が働いて……ッ！」

　再び振るわれた鞭によって、リーネの言葉は遮さえぎられてしまう。じんじんと痛む手が、さらに痛みを訴えてきた。

「おだまりなさい！」

　語気を荒らげるキャンディスの声が、応接室に響き渡る。

「おまえひとりが働いた金額じゃ足りないっていうのが、まだわからないの？　本当におまえって子は頭が弱いのね。グズで、のろまで、おまけに頭が悪くてどうやって大金を稼げるというの？　もう、残っているのはその身体しかないのよ」

「……」

「お父さまから妻を奪うだけでなく、私たちからお父さまの愛情を取り上げたあなたにできることを、わざわざ教えてやってるっていうのに、その態度は何？　感謝されこそすれ、楯突くなんて、身の程知らずもいいところだわ」

「あんまり聞き分けがないようなら、無理に連れて行くしかなくなるけど、それでもいいの？　リーネ」

「この家に迷惑をかけるのは嫌でしょう？　だったら、どうしたらいいのか、わかるわよね？」

　あちらから、こちらから、ねっとりとした言葉で絡め取ろうとするふたりの声に、不快感が増す。自分勝手だ。それはわかる。しかしここでリーネがラディアスに助けを求めたら、彼に迷惑がかかってしまう。よくしてくれた彼やこの家に迷惑をかけるのは嫌だった。

　彼女たちはリーネを利用して自分たちの贅沢な生活を続けようとしているだけなのだ。

　今みたいに何かしらの理由、つまりリーネを利用してお金を吸い上げる気でいるのだろう。そんな彼女たちに、父の血が流れていると思うと悲しくなる。

　しかしそれでも、リーネと半分でも血を分けた姉妹なのだ。

　助けを求められる人もいなければ、彼女たちの言うとおりになる人形になるしか道はない。ラディアスはああ言ってくれたが、引き下がる気が一切ない彼女たちを前にして、リーネはこれからもひとりで逃げきれる気がしなかった。

　もう少し、ラディアスやみんなのそばにいたかったが、それももう終わりだ。

「お姉さま」

「なぁに？」

「私が行ったら、ここの人たちに迷惑をかけないでくれますか？」

　ひゅ、空気を斬る音がした直後、今度は腕に痛みが走る。ドレスの布が厚いせいか破れることはなかったが、叩かれた痛みは骨にまで響いた。

「おまえは、私に指図できるとでも？」

「……お願いします。ここの人たちに迷惑をかけないでください」

「ん、よろしい。おまえが私の言うことをしっかり聞くのなら、考えてやってもいいわ」

「それではだめです」

「……はい？」

「ちゃんと、今、ここで、私に約束してください。迷惑はかけない、と」

「……」

「約束していただけるまで、私はここから一歩も動きません」

「…………そう」

　つかつかとリーネの前に近寄ってきたキャンディスは口の端をひくつかせ、その瞳に苛立ちを浮かべた。

「おまえ、また私に鞭で打たれたいの」

「そうしたければ、好きなだけどうぞ。ただし、迷惑はかけないと……ッ」

　最後まで言わせたくないのか、キャンディスが力任せに鞭を振るう。それは空気を斬って、リーネの身体に痛みを与えた。

「私に口ごたえするなど生意気にもほどがあるわ！　私を誰だと思っているの！」

　言いながら、キャンディスはリーネから視線をそらさない。リーネもまたキャンディスから視線を逸そらさなかった。自分に優しくしてくれたみんなを、そのみんなが暮らしているここを守りたい一心で大きく振り上げられた鞭を見る。

「身体に叩き込まないと覚えないのかしら！」

　キャンディスが鞭を振り下ろそうとした瞬間、それを遮るように影が現れた。

　──え？

　空を斬った鞭はリーネを庇うようにして現れた影を叩く。息を呑むリーネの前で、その影がしゃべった。

「──女性の八つ当たりほど、醜いものはありませんよ」

　低く落ち着いた声に、はっとする。目の前にある大きな背中と見慣れた軍服を前にして、胸が締め付けられた。

「この館の主、ラディアス・バレットと申します。ご挨拶が遅くなり、申し訳ございません。キャンディス嬢に、ナタリア嬢」

　ラディアスの態度や、自分たちを知っていることに気を良くしたのか、ふたりの姉から険しい表情が消えた。穏やかに、そしてたぶらかすような女の色香を出しながら、キャンディスがラディアスに近づいていく。

「あなた、私のことをご存じなの？」

「ええ。お父上から、よくお話をうかがっておりましたよ」

「あら、父はなんて？」

「頭が空っぽだと」

　一瞬、時間が止まったのだろうか、キャンディスが動きを止める。

　それを聞いたリーネでさえも、何を言ったのかわからないと思うほど、それは自然にラディアスの口から出た。

「…………はい？」

「ああ、失礼。それは私が聞いたときの印象でした。正確には、かわいい、とおっしゃっておりましたよ」

　これはけなされているのか、褒められているのかわからない。

　キャンディスは言葉の意味を理解しようと必死になって頭を巡らせているようだったが、それよりもラディアスの思考のほうが早かった。

「ところで、お嬢さま方は何しに我が邸宅へ？」

「え？　え、ええ、そうよ、そうだったわ。リーネを返していただきたくて」

「彼女を、ですか」

「そうなんです。どのような理由でうちの妹がここで厄介になっているのかわかりませんが、ご迷惑でしたでしょう？　この子、本当に何もできない子で──」

「とんでもない。よく働く聡明な妹さんをお持ちでいらっしゃる」

「…………はい？」

「リーネのおかげで、裁縫や編み物だけでなく、本を読めると言って喜んでいるメイドたちもいましてね。彼女がきてから、うちは大助かりです」

　想像していたものと違う返答だったのか、キャンディスだけでなくナタリアも唖然とした表情でラディアスを見上げていた。

「それで、その彼女を返してほしいというのは、どういうご事情からなのでしょうか」

　話を進めようと先を促す彼の言葉に、ふたりの姉もはっとする。自分たちがなんのためにここへ来たのかを思い出したように、キャンディスが口を開いた。

「実はこの子、結婚相手のところから逃げてしまったんです……、そのせいで私たちがお相手の方から苦情を言われてしまいましてね。とてもとても困って」

「おや、それはおかしい」

　キャンディスが自分たちは悪くないと言いたげに話していたのだが、それをラディアスの声が遮る。

「実は縁あって私もその場にいたのですが、彼女は逃げてなどおりませんよ。かわいそうなことにハーネスト伯爵に選ばれなかったのです。……確か、そのとき一緒に献上された旅の娘を選んでいた記憶がありますが……。とにかく、逃げるだなんてあなた方の勘違いではないでしょうか」

　キャンディスの嘘を見抜いているのか、完全にこの会話を手中に治めているのか、ラディアスは余裕のある喋り口調で、キャンディスの口を閉ざしていく。いつも高圧的に自分の言いたいことだけを言い、感情を振りまくキャンディスが、こんなにも悔しげに口の端を引くつかせているのを、リーネは初めて見た。

「……そうでしたか。もしかしたら、私が聞いていた話と違っていたのかもしれません」

　しかし、そこはキャンディスだ。

　自分の非は絶対に認めない。小さく息を吐いた彼女は、奪われた会話の主導権を取り戻そうと落ち着いた様子で微笑む。

「とにかく、私たちはリーネが逃げたと聞き、妹を捜しておりましたの。今日まで保護してくださり、感謝いたします。あとは私たちが責任を持ってリーネを預かりますわ」

　少しでも妹を心配する姉を演じたキャンディスが、いつもの調子を取り戻したようだ。言いたいことを言って満足気に立ち上がり、隣りにいるナタリアもそれに倣った。

「行くわよ、リーネ」

　来なければ、どうなるかわかってるわよね。

　有無を言わせぬ声からキャンディスの本音を感じとり、リーネは肩を揺らした。問答無用で連れて行かれる。そう思ったリーネは、ぎゅっと己の手を握りしめて、ラディアスの背から出ようと足を前に踏み出した。──が。

「……」

　それを阻はばむように、彼の腕が目の前に現れる。

　彼に自分を止める理由はないはずだ。リーネも助けを求めてはいない。それなのに、どうして。彼の行動を不思議に思ったリーネがそっと彼を見上げる。その横顔はまっすぐに、悩みのない視線を姉ふたりへ送っていた。

「それはできません」

　すぅ、と息を吸って、彼は続ける。

「──彼女は、私の妻になります」

　静かに放たれたラディアスの宣言ともとれる発言に、キャンディスとナタリアがその場で固まった。かくいうリーネも、時間が止まる。言葉を失うというのは、こういうことなのだろうか。ラディアスの妻になる話を、リーネ自身も初めて聞いた。

　何がなんだかわからない、といった表情をするふたり同様、リーネも唖然とする。

「ちょうどおふたりにご報告を、と思っていたところだったので、ご来訪いただき感謝いたします。それがたとえ、どのような理由であってもね」

　含みのある発言に何か察したのだろうか、キャンディスが我に返り、唇を噛む。

「そういう理由ですので、彼女はずっとここにいます。もちろん、会いたいときはご連絡さえいただければ、いつでも彼女に会えるよう手配いたしますので、ご安心を」

「……あなた」

　その声が、いつもリーネに苛ついているようなそれへと変わっていく。このままでは、キャンディスが何をするかわからない。それは、彼女の傍若無人な態度を今まで見てきたリーネだからこそ、わかる危うさだった。

　彼女は本当に自分の感情のままに生きる人だ。

　感情が振り切れてしまうと、当たり散らすように手を上げて回る。それを嫌がったり断ったりすれば、本人の目の前で仲のいい人間に体罰を行う。相手には肉体的苦痛が与えられ、こうなったのはおまえのせいだ、と言いながら本人に精神的苦痛を与えるのだ。それが嫌で、リーネは人と距離を置き、自分を諦めて生きてきたことを思い出す。

　それなのに、先ほどここに住む人たちを大事にしていることが知られてしまった。自分の思いどおりにするため、姉がリーネを苦しめて従わせようとするかもしれない。背筋が冷たくなっていくのを感じながら、キャンディスを見た。

「お姉さま！　私」

「おだまり！」

　続けようとした言葉は、キャンディスのひと言によって一蹴されてしまう。肩を震わせて口をつぐむリーネのことなど見ずに、彼女はラディアスから視線を逸らさなかった。

「ラディアスさま、と言ったかしら……？」

「はい」

「何もできない空っぽの妹ですよ、この子」

　姉の高圧的な声から発せられた言葉が、心に深く突き刺さる。リーネの心を傷つけるためにわざと言っているだろうことはわかっていても、痛いものは痛い。

「それでも欲しいとおっしゃるのなら、さしあげてもよろしいですよ。ただし、それなりの誠意は見せていただきたいですわね」

「誠意ですか？」

「ええ」

　少しずつ会話の流れを自分に向けようとするキャンディスの話に、リーネは恥ずかしくなる。そこまでしてお金が欲しいのなら、無駄遣いをやめて、自分で働いて稼げばいい。それなのに、姉はその道を選ばず、傍若無人な振る舞いをして金を無心する。そんな彼女たちと少しでも血が繋がっていると思うと、自分の存在がとても嫌になった。

「妹を嫁に出すほうとしましたら……、誠意がないと。聞くところによると、あなた、公爵さまなのでしょう？」

「よくご存じで」

「妹を捜してくださった方が、あなたの情報も教えてくださったの。ラディアスさまは、公爵位を持つ、軍人だ、って。……ですから、私心配ですの。だって……失礼な話、有事の際にあなたが生きて帰ってこられないことがあったら……、姉としては妹ひとりがさみしい思いをするのでは、ととても心配になります。ですから、何かあってもいいように、私たちが妹のために資産を預からせていただいてはどうかしら」

　この人は何を言っているのだろう。

　リーネは開いた口が塞ふさがらなかった。何をどうしたらそうなるのかがわからない。つまりキャンディスは、ラディアスの資産を預からせてくれないのならリーネは嫁に出さない、と言っていることになる。どこに、自分の資産を妻の姉に預ける男がいるのだろうか。バカバカしいにも程がある。リーネは自分のことをそれだけ価値のある人間だとは思ってもいないし、ラディアスもそこまでする必要はないと感じていた。

　もう一度怒られてもいいと、リーネが再びキャンディスに話しかけようとした直後、隣からため息が聞こえた。

「──あんたたちは、さっきからなんの話をしてるんだ」

　低く、どっしりとした声が静寂を破る。

「だいたい、どうして俺があんたたちに資産を預けるのか、意味がわからん。どうせ使われるのなら預ける意味はないし、預けたことにはならんだろ。いいか、妹を心配する姉のふりをするのなら、もう少しマシなことを言え」

「な」

「それから、その強気な態度。爵位や職務を知っていてもなお態度を改めないところを見ると、後見人である自分たちのほうが上だと思っているだろう。悪いが、リーネは交渉材料にはならないよ。いいか、俺は彼女を買いたいと思ったことは一度もない」

「……ッ」

「だから、あんたたちに金を渡す理由はない。彼女は俺の妻になる。それが決定事項だ」

　はっきりと告げるラディアスの声に、キャンディスが何かを堪えるように息を吐く。

「……ただですむとお思い？」

「俺はそのつもりだが……？」

「……ッ！」

　キャンディスは悔しげにラディアスを睨みつけ、唇を噛んだ。にべもなく断られたことをナタリアは理解したのか、キャンディスの肩を抱いたが、苛立ちが収まらない彼女によって振り払われてしまう。よろける妹のことなど気にかけず、キャンディスは黙って応接室から出ていき、ナタリアはそれを追いかけた。

　閉じられたドアの音を最後に、やっと訪れた静寂の中、ラディアスが息を吐く。

「戻ってきて正解だったな。……あとで、報せてくれたパトリックに礼を言わないと」

　がしがしと頭をかくラディアスの声を聞きながら、リーネは黙って彼の前に回り込んだ。そしてその姿を見て、己の手で口を覆った。

「リーネ、それ」

　しかし、その声は今の彼女に届かない。

　リーネを庇った結果を前に、振り絞るように声を出した。

「……ひどい」

　鞭によってボタンが飛んだのか、上着だけでなく胸元まではだけており、その勢いを物語っていた。うっすらと血が滲にじむシャツからは、赤く腫れ上がった肌が覗く。その痛ましい姿に、リーネの心が悲鳴をあげた。泣きたい気持ちをぐっと堪え、リーネはラディアスの手を掴んで歩きだす。

「お、おい、リーネ……！」

　戸惑いの声を無視してドアへ向かうと、ちょうど中に入ってきたパトリックと目が合った。彼はラディアスの胸元を見て目を瞠みはる。

「パトリックさん、ごめんなさい。急いで綺麗な布と、あったら包帯と、それからマリーゴールドのハーブティーを淹いれて、寝室まで持ってきてくれませんか」

「かしこまりました」

　必要なものをすれ違いざまに伝えて廊下に出たが、足を止めて振り返る。

「それから」

「はい」

「ラディアスさまに姉たちのこと伝えてくださり、ありがとうございました」

　リーネの謝辞を受け入れるように、パトリックは黙って微笑んでくれた。その優しさに心があたたかくなり、リーネはラディアスの手を引いて寝室へ向かった。

　勢いよく寝室のドアを開けてベッドに座らせたあと、リーネは彼の上着、ウェストコート、クラバットを手際よく脱がせていく。彼はすでに諦めているのか、リーネのしたいようにやらせていた。

　一番ひどいシャツのボタンに手をかけ、ひとつひとつ外していくと、隙間から傷が見えてくる。もう少しはっきり見ようと彼のシャツを脱がせて──リーネは驚きに目を瞠った。

　新しくつけられたものとは別に、古い傷跡がいくつもラディアスの肌に刻まれている。それは胸元だけでなく肩にもつけられ、彼の人生を物語り、軍人であるということを伝えるものだった。

　目が、離せない。

　彼の生き様を前にして、言葉が出なくなる。

　すると、その場で動けなくなっているリーネの顎を気遣わしげに掴み、顔をゆっくりと上げさせられた。

「…………そんな顔をするな」

　ラディアスは申し訳なさそうに、微苦笑を浮かべる。

　その声が優しくて、リーネの心を強く締め付けてしょうがない。彼は一体、どれだけの人間にこの顔をしてきたのだろうか。どれだけの人間の傷をその身に受けてきたのだろうか。それを思うと、泣いてはいけないのに目の奥が熱くなってくる。彼の手が顎から離れて頬を覆い、泣くまいと口を引き結ぶリーネの目元を指先でそっと撫でた。

「……気味が悪いものを見せて、悪かった。あとは」

　そこで、寝室にノックの音が響く。

「失礼します」

　ドア越しに聞こえたパトリックの声で、リーネは踵を返した。寝室に入ってくるパトリックが、頼んだもの一式をワゴンにのせてやってくる。涙を拭ぬぐう暇はない。ただ、目にたまった涙が早く乾いてほしいと祈った。

「パトリックさん、ありがとうございます」

「いえ。……医者をお呼びしますか……？」

「いらん、大丈夫だ」

「お願いします。私ができるのは応急処置ぐらいなので」

「……リーネ」

　ラディアスの困った声を背後に聞き、リーネはパトリックに懇願こんがんの視線を向けた。彼は逡巡した様子だったが、小さく息を吐くと何も言わずに寝室から出ていった。あとはパトリックが判断して決めることだ。といっても、怪我をした主を前にして医者を呼ばない家令はいないだろう。リーネは気持ちを新たに切り替え、自分のできることをするために、まずはワゴンの上にある綺麗な布を手にする。一緒に持ってきてくれたのか、水差しを手に布に水を染み込ませて、振り返った。

「少し痛むかもしれませんが、我慢してくださいね」

　ベッドに座るラディアスの前で膝立ちになったリーネは、手にした布で彼のたくましい胸元を拭ふいていく。滲んだ血はすでに固まっており、出血がほとんどなかったことに安堵した。

「……私の姉が、ひどいことをしてすみません」

「というか、彼女はああいう人間なのか？」

「え？」

「言ってることがめちゃくちゃで、矛盾ばかりだ。さらにおかしいことを言っている自覚が本人にないから、会話ができん。あれでは、痛みから与えた恐怖で人を従わせることしかできないぞ。人徳で人を従わせられない典型だ」

「……おっしゃるとおりです。何があったのか私は知りませんが、姉は昔からああでした。何を言っても話を聞いてくれず、自分の意見だけを押し通し、言うことをきかなかったら鞭を振るう。だから、父以外はみんな諦めてしまうんです、姉と話すことを」

「そうか。……アーロンさん以外、誰にも相手にされないんじゃ、難儀だな」

　鞭を振るった相手に対して、そう言えるラディアスに慈悲深さを感じる。これはひとえに年の功というやつなのだろうか。その心を慮れる彼に対し、姉がした行為に心が痛む。それと同時に、心優しい彼のそばにいられることが幸せだと思うのも確かだ。

「はい、拭き終わりました」

　綺麗になったラディアスの胸元とは逆に、白かった布は拭き取った血で少し黒ずんでいる。立ち上がったリーネは振り返り、ワゴンに向かった。汚れた布を別のところへ置き、新しい布を手にすると、次にティーポットからマリーゴールドのハーブティを布に注いだ。

「……ッ」

　熱さに顔を歪ゆがめたが、すぐにぱんぱんと布を叩き、その熱を飛ばしていく。辺りに広がる香りに心を落ち着かせながらも、リーネはラディアスに向き直った。

「少ししみると思いますが、我慢してくださいね。マリーゴールドは肌を冷やしてくれる効果があるんです。傷が腫れるとかゆくなってきますから、少しでも肌を冷やさないと」

　手でぱんぱんと叩きながら熱気をとり、ふぅふぅと息を吹きかけて風を送り、ようやく人肌ぐらいになったところで、リーネはそれをラディアスの胸元に押し付ける。

「……ッ」

「熱は菌を殺す役目もあるんです。少し熱いぐらいがいいと思いますけど……、もしかして熱すぎました……？」

「いや、大丈夫だ」

　そっと見上げて様子を窺うかがうリーネに、彼は微笑む。きっと痛いはずだ。熱を持った傷は痛みだけでなく、かゆみもつれてくる。今は布に残った熱で少しおさめることはできるが、あとはマリーゴールドの持つ、冷やす効能に期待するしかない。

　他に自分ができることはないだろうか。

　そう思ったら、リーネは吸い寄せられるようにして布の上に唇を重ねていた。早く治るように、祈るように、押し付けた布の上から彼の傷口にくちづけを贈る。

「…………リーネ？」

　落ちてきたラディアスの声でそっと顔を上げると、彼と視線が合った。その瞬間、自分が何をしていたのかを思い出し、赤面した。

「こ、ここ、押さえててください。包帯を巻いて固定するので」

　慌てて彼から離れて立ち上がり、ワゴンに向かう。一体、自分は何をしていたのだろう。熱くなる頬を冷ますように首を横に振り、包帯を手にする。あとはこれで固定すれば応急処置は完了だ。振り返ってラディアスと向き合うと、リーネは極力彼のほうを見ないよう包帯を巻いていった。

「……あとで、ちゃんとお医者さまに診せてくださいね」

「これぐらい平気だ」

「いけません。私が城で手当をした中に、傷が残った者もいるんですよ。ちゃんと、診てもらったほうが私も安心できます」

　最後に包帯の端をうまく始末する。これで自分のできることはやった。そう思って手を離そうとしたが、彼の大きな手によって覆われる。

「……それで、安心したら、俺の前からいなくなってしまうのか？」

　ぽつり。落ちたひと言に、リーネは慌てて顔を上げた。彼は、微苦笑を浮かべてリーネの指先を掴むと、その手を持ち上げて手の甲を見る。その手はキャンディスから鞭で打たれたほうだった。慌てて引こうとしても、彼は離そうとしない。

「……本当に、あんたは自分のことをないがしろにするな。この手のことといい、俺のこの傷のことも、自分のせいだと思っているんだろ。素直に姉の言うことを聞いておけば、こんなことにはならなかった、と」

「そ、それは……！」

「俺は、こうなったことに後悔しない。自分のことよりもリーネが大事だからな」

「だ、だからって、私を庇って鞭で打たれることなんてないんです！　それに、あの発言！　その場しのぎの嘘だとしても、私を妻に、などとおっしゃるなんてよく考えて」

「最初から、そのつもりだった」

「……え」

「なんだその顔」

「だ、だ、だ、だって、そんな話聞いてません！」

「……本当に恋をするだけだと思っていたのか？」

「そうです！　私はもうそれだけで十分なんです！　やりたいこともやらせていただきました、働き口もここで雇っていただけるのならそれで構いません。妻だなんて、そんな恐れ多い……！」

「俺が、リーネを妻に、と望んでいるのにか？」

「いけません！」

「……なぜ？」

「ラディアスさまは、いろいろな方々から慕われて、頼りにされて、いなくてはいけない人で、みなさんにはラディアスさまが必要なんです！　そんな方に必要とされる理由が私には──ッ」

　話している途中だというのに、彼の手がリーネの手首を掴む。すると、身体を引き上げるようにして彼に引き寄せられる。空を切った己の左手を視界の端に捉え、目の前にラディアスの顔が近づく。気づいたときには、

「んんぅ……ッ」

　唇を塞ふさがれていた。

「ん、ぅ、……ん、ん、んぅ」

　やわらかな唇がリーネのそれを貪むさぼるように塞ぎ、浮いた腰に腕を回されると、ラディアスはリーネの身体を抱き上げるようにして己の膝の上に乗せた。ちゅ、という音とともに彼の唇が離れていくのを、ぼぅっと眺ながめる。

「御託はいい」

　リーネの唇を指先でそっとひと撫でし、ラディアスは呆ける彼女に静かな声で言う。

「俺に大事にされたいのか、されたくないのかを教えてくれ」

　急に言われても困る。

　そう伝えようとしたリーネの唇を再び塞ぎ、下唇を食まれた。ちゅ、と舌先で撫でてから離れていく彼の唇が、互いの唾液で淫靡いんびに濡れていた。

「……答え以外の返事はいらないし、聞かない。だから、今、決めてくれないか」

　その手が優しくリーネの頬を覆ったかと思うと、愛おしげに撫でてくる。指の隙間からこぼれる金糸の髪が、視界の端で揺れた。

「ん？」

　先を促すように、ラディアスの指先がリーネの唇を優しくなぞる。しかし、その唇は微かに動くだけで、言葉を発しなかった。

「……怖いか？」

　自然と落ちた視線が、静かな声に導かれるようにして上がる。

「さっき、見ただろ。身体の傷跡」

　リーネは小さく頷くことで応えた。

「これを見ると、たいてい女は顔色を変える。中には、この傷が気持ち悪いとはっきり言う女もいた。この痛ましい傷跡を見たら、命のやりとりをしてることは、ひと目でわかるからな。……大半の女が深入りしないよう距離を取った」



[image: ]





「……」

「最初に、俺の手が血にまみれているって言ったのは、そういう意味。それが怖いのなら──リーネ？」

　まるで懺悔ざんげでもするような声に、リーネの心がどうしようもなく震える。

　話を聞きながら、彼の心の痛みが伝わってくるような気がして、思わず彼を抱きしめた。

　怖くない。ラディアスが怖いなんて一度も思ったことはない。この傷だってそうだ。

　誰かの命を守るために身体を張る彼の勇気を、勇姿を、怖いのひと言で片付けることなんてできなかった。リーネは答えを口にしない代わりに、自分の気持ちを唇にのせて、彼の胸元にある古い傷跡に触れた。

「……」

　傷の数だけ、守った命がある。

　傷の数だけ、守った心もあるだろう。

　傷の数だけ、取りこぼしてしまった人がいるかもしれない。

　彼の傷にどれだけの命が込められ、そこにどんな心が刻まれているのかを思うと、胸がいっぱいになってたまらない気持ちになった。

　この傷跡が増えるたび、己の身体をどのような気持ちでラディアスは見ていたのだろう。目にする傷跡から、彼の心に少しでも届くようにと祈りをこめて、リーネはくちづけた。すると。

「……そういうことを平気でやるから、手放せないんだ」

　ラディアスにぎゅっと抱きしめられてしまった。

「さっきあんたは、俺は必要な人間で自分はそうじゃないって言い方をしていたが、俺にはリーネが必要だよ。だから、大事にしたいと思った。そうじゃなかったら、恋をしようなんてこっ恥ずかしいことを言ったりなどしないさ」

　リーネを放して穏やかな視線を向けるラディアスの手が、彼女の唇から顎を辿り、首筋、鎖骨、と指先を滑り下ろしていく。

「欲しくなったらいつものように身体を奪って、心など考えない。何も考えられないようにするほうが簡単だ」

　じゃあ、どうして。

　そう問いかけようとしたリーネの唇に再びその指先を押し当て、彼は苦笑した。

「リーネが“恋をしたい”と、言っただろう？」

「……」

「だから、身体を二の次にして心を待った。まだ、ユリシーズへの気持ちに答えが出てないだろうし、少し離れる時間が必要だと思ったんだ。でもまぁ、その間にここで自分の居場所を作ってしまうとはな。……ああ、それと。悪いが、俺以外にもリーネがここからいなくなるのを嫌がる人間は他にもいるぞ」

「!?」

「なんつー顔してんだ」

「だ、──ん」

　思わず声を発してしまい、リーネは慌てて己の口を手で覆う。しかし、ラディアスはリーネの声を聞き逃さなかった。ふ、と口の端を上げ、口を覆うリーネの手の甲へくちづける。

「……そんなに、俺の唇が欲しいのか？」

　そう言われると困ってしまう。

　唇がほしくないわけではない。だがそれをはっきり伝えるのは恥ずかしく、だからといってほしくないと首を横に振るということもできなかった。困るように目を瞬かせるリーネを見て、ラディアスが口元を綻ばせる。

「どっちも決められないなんて、しょうがないお嬢さんだ」

「……？」

「教えてやる。沈黙は、肯定と同じ意味だ」

　楽しげに言うラディアスが、リーネの手首を掴んで離すと、その唇を塞ぎにかかった。

「ん、ぅ……ん、んん」

　やわらかな唇、差し込まれる舌先、触れ合うところから滲み出る甘美な痺れ。そのどれもがリーネの硬くなった心をやわらかくさせていった。優しく優しく、大丈夫だと伝えるように、ラディアスはくちづけで少しずつ心の氷を溶かしていく。

「……まだ答えられないのなら、ただ頷くだけでいい」

　そう言うと、彼は愛おしそうに目を細めた。

「リーネは俺を愛したい？」

　とくん。心が素直に反応するまま、リーネは頷く。

　これが愛なのかどうかわからないが、ラディアスと一緒にいるのは心地よく、こうして肌を触れ合わせるのもまた気持ちがいい。あのとき、彼の傷跡にくちづけていた気持ちを言葉にしたら、きっとそういうことなのだと思う。

「……俺も、リーネを愛したい」

　許しを請うような声とまなざしに、胸が締め付けられるように息苦しくなった。

　嬉しさを感じるとともに、本当にいいのだろうかとためらう感情も浮かぶ。なぜ、そう思うのか自分でもよくわからない。リーネの葛藤を感じ取ったのか、ラディアスは口元をふっと綻ほころばせた。

「難儀だなぁ」

「？」

「愛されることに慣れてないせいか、人の気持ちを素直に受け入れることが怖いか」

　ふぅ、とひとつ息を吐いたあと、彼はリーネの頬を覆った。

「俺が嫌でなければ、俺の愛に慣れればいい」

「……」

「愛される理由がほしければ、与えてやろう。なに、時間はたくさんある」

　その言葉に、彼がリーネを手放す気がまったくないことを理解して、目を瞠る。

「待つことは苦じゃない。だが、奪わないまま手元に置いておけるほど、我慢はできない性分でな。悪いが、それだけ本気だ。──俺のそばにいてほしい、ずっと」

　彼の声が眼前で聞こえたかと思うと、彼の琥珀色の瞳が閉じられ、唇に吐息が触れた。ちゅ。やわらかな唇の感触に目を瞬またたかせる。彼のぬくもりが、触れる唇から伝わって心臓が早鐘を打った。ちぅ。今度は唇に少し吸い付かれ、肩を竦める。微かすかに痺しびれる唇から甘さがにじみ、リーネの心を震わせた。すると、微かに触れたままの唇が動く。

「嫌か？」

　そんなことない。

「……ラディアス……さまの、唇、やわらかいから……気持ちいいです」

　しゃべるたびに、彼の唇に己のそれが触れて微弱な甘さが生まれる。

　自分が思っていた以上に甘い声が出ていたが、そんなことを気にする余裕すら、リーネにはなかった。

「そういう……意味、ではなかったんだがな」

「え？」

「いいや。俺も、気持ちいい。リーネの唇、ちっさくて甘くてたまらない。……でも」

　うっとりとした気持ちでいるリーネの前で、琥珀色の瞳がゆっくりと開かれた。

「こういうとき、目は閉じるもんだ」

　悪い子だ、とでもいうように低く囁ささやいたラディアスが、再び唇を合わせてくる。それと同時に、彼の大きな手によって目元を覆われてしまった。突如現れた薄闇の中、触れる唇から伝わる甘さと水音に包まれているせいか、怖くない。

　ラディアスの唇はもっととリーネの唇を求めてくる。

「ん、ぅ、……ん、んんッ……っは、ラディ──ふ、んぅ」

　彼の手によって視覚が奪われ、唇から与えられる刺激と甘さに思考が徐々に蕩とろけていく。ゆっくりなのにどこか激しさを帯びるそれは、リーネの思考を快楽に染めていった。

　いや、教え込んでいくといったほうが正しいだろうか。

　リーネが目を閉じたのがわかったのか、彼の手が離れて再び頬を覆うと、指先で耳の輪郭をなぞってきた。ぞくり、としたものが肌の上を走る。

「んぅ、ん、んん」

　彼の指の腹が、ゆっくりと己の熱を灯すように触れ、やわらかな耳朶に円を描く。ぞわ、とした、くすぐったさにも似た感覚に身体が揺れた。しかしそれでも、彼の指先は止まらなかった。それは耳朶からゆっくりと上がっていき、中へと差し込まれる。

　さり。

「んッ」

　少し大きく聞こえた音によって、彼の指先が耳の中に入っていることを教えられた。すりすり。指の腹で入り口を撫でられるだけだというのに、不思議と身体から力が抜けていく。さり、すり。塞がれる唇から伝わるやわらかさと唇が離れては触れるたびに聞こえる甘い音、心を埋め尽くしていく優しい気持ち。この気持ちはなんだろう。答えを探し求めるようにして、リーネは無意識のうちに目を開けていた。すると、眼前に現れた琥珀色の瞳が、すっと細くなる。

「ふぁ──ん、んんぅッ!?」

　目が合った。

　そう思った瞬間、ぬるりとした舌が口の中に入り込み、リーネのそれに絡みつく。

「んん、んぅ、んッ」

　戸惑い、逃げようとするリーネの舌を、ラディアスのそれが追いかけ、搦からめ捕り、吸い上げる。ちゅるちゅると音を立てて吸われてしまえば、甘い痺れに侵されて、なされるがままだ。

「ん、ぅ……、ぁふ」

「……ん、そう。……俺のも吸って」

　甘い水音とくちづけの合間に紛れるようにして、言われる。その声は淫靡な響きにも似て、とろけた思考のリーネを従わせた。おずおずと彼の咥内へ舌を差し込み、するりと絡みついてくる彼の舌を吸う。ちゅ。小さく吸い付く音が聞こえ、それを褒めるようにして、頬を覆う彼の指先がリーネのそこをくすぐった。

「……うまいな。もっと」

　吐息とともに甘い声で囁かれ、リーネはラディアスの首に腕を回して、自分から舌を絡めていた。初めて褒められたからかもしれない。褒められるとしたくなる。リーネが舌をこすり合わせ、自然と彼の真似をするように舌を動かすと、頭や頬を撫でてくれた。

　ラディアスの唇が、指先が、吐息が、ぬくもりが、伝えてくるすべてが、リーネの心を震わせ、冷えた心をあたためるように優しく触れる。

　そのぬくもりに、どうしようもなく泣きたくなった。

「ラディ、アス……さま」

「ん？」

　絡めていた舌を離して、彼の名前を呼ぶ。

「何を、……なさったんですか……？」

「なにって、何が？」

「……私」

「ん？」

「ラディアスさまに、……触られると、胸ココがいっぱいで、泣きたく……なって」

　どうしてそうなるのか、リーネにはわからなかった。だから彼に訊いたというのに、視界が徐々に歪んでいくせいで、その表情が見えない。すると、彼がふっと笑ったような気がした。

「……そうだな。何かしたかと言われたら、否定はしない」

　小首を傾げて先を促すと、リーネの目元を指先でなぞられる。たまった涙が拭われ、はっきりした視界にラディアスの顔が現れた。彼は今までに見せたことのない穏やかな微笑みを浮かべて、言った。

「愛しただけだ」

　告げられたそれは甘さを伴い、リーネの心にすぅっと沁み込んでいく。初めて口にした砂糖菓子が舌の上でほろほろとほどけていったときのように、甘い気持ちが心の中に広がった。

　どくん。

　一際大きく高鳴った鼓動で我に返ると、目の前にいるラディアスが笑う。

「伝わったようだな」

　楽しげに言うと、彼はリーネの頬を指先で撫でて教えてくれた。

「頬が、赤い」

「!?」

　目を瞠り、思わず顔を覆おうとするリーネに、ラディアスは額をこつりと合わせてくる。こんなことをされたら、赤面した顔を隠すことも逸らすこともできない。まばたきを繰り返し、内心あわあわと動揺するリーネに、眼前にいるラディアスが囁く。

「リーネ」

　あまい──琥珀色の瞳も、あまい──声も、あまい──そのぬくもりも、彼のすべてがリーネを包み、心臓の鼓動を激しくさせた。どくどくどく。触れるところから、その音が彼に伝わっているだろうことを思い、リーネは耐え難い羞恥しゅうちと戦った。

　おかしい。さっきまで大丈夫だったというのに、彼に名前を呼ばれてから、突然息苦しくなった。それだけではない。彼の視線も、声も、吐息も、触れるぬくもりや香る匂いでさえも、リーネをだめにさせる。何がだめなのかもわからない。ただ、そう直感させられた。

　ラディアスに名前を呼ばれた、たったそれだけで。

「……リーネ？」

「え、や、あ」

「どうした？」

　動揺を露あらわにするリーネを心配してか、ラディアスが額を離してさらに問いかけてくる。それがまた甘く腰骨の辺りをざわつかせるせいで、ぞくぞくとしたものが肌の上を走り、小刻みに身体を揺らされた。

「リーネ？」

　ああ、だからそう何度も名前を呼ばないでほしい。

　心臓がうるさくて、涙が滲んで、ラディアスに触れられているところが熱くて、彼が何かするたびに身体が反応してしまう。おかしい。こんな自分は知らない。ひく、ひく、と震える身体に戸惑いながらも、どうにか堪えているリーネだったが──、

「何か」

　再び耳にしたラディアスの声で──、ああ、まただめになる。

「──ん」

　気づけば、彼の唇に自分からくちづけていた。

「……リー……ん、ぅ、……ん、こ、ら」

　唇で触れているだけだったが、彼に名前を呼ばれそうになってもう一度塞ぐ。それでも彼が逃げようとするのがわかり、リーネは自然と彼の首の後ろに腕を回していた。彼の声を聞かなければ大丈夫。そう思っていたのに、時折漏もれるラディアスの艶っぽい声に頭がおかしくなりそうだ。

　ついさっき彼から教えられたくちづけをたどたどしくするのだが、それを教えた人物がいつまでもおとなしいわけではない。──ということを、リーネは考えてもいなかった。

「ん、……ぅ、んんんッ」

　ぬるりと入ってきた彼の舌によって、このくちづけの主導権はすぐにラディアスにとられてしまう。戸惑う舌を搦め捕られ、ぢゅぅ、と吸われた。ぞくぞくとした感覚が肌の上を走り、リーネの身体から力を奪う。ぐっと口の中深くまで舌が差し込まれ、苦しい。舌先で吸い合っていたさっきまでのくちづけが、まるで遊びだったかのようだ。くちゅくちゅという音に混じって、背中の紐を解く音が聞こえたが、それよりも彼に与えられる激しいくちづけに応えることで精一杯だった。

「……っはぁ、……は、ラディアス、さま」

　唇が離れたのを見計らって、リーネはほとんど残っていない力を振り絞り、ラディアスの身体を押し返す。わずかな力だったが、彼に何かが通じたのだろうか、ラディアスはゆっくりとリーネから離れていった。

「もう、しまいか？　そっちから誘ってきたのに？」

　肩で呼吸を繰り返すリーネを前に、彼は余裕の微笑みを浮かべた。リーネは首をふるふると横に振って息も絶え絶えに答える。

「ち、が」

「ん？」

「……ラディアスさまの、声……聞いてると、変になる……んです」

「だから、塞いだ、と？」

　小さく頷くと、ラディアスがふぅと息を吐く。

「まぁいい。それで？　変、というのはどういうことだ？」

　まさか理由を聞かれるとは思ってもみなかった。リーネは驚きに目を瞠りながらも、おずおずと口を開いた。

「私の……身体、おかしくなって……、ドキドキ心臓うるさいし、息苦しくなるし、なんか恥ずかしいし……。やっぱりラディアスさま、私に何かしたんじゃないですか……？　このままでは、ラディアスさまに変にされてしまいます……！」

　思っていることを伝える言葉はたどたどしく、リーネ自身もどう言ったらいいのかわからない戸惑いが含まれていた。それが相手にも伝わったのだろうか、ラディアスは一瞬目を瞠ってから、ふ、と口元を綻ばせる。

「そんなつもりはなかったんだが……、そう泣きそうな顔で言われると困るな」

「……困る？」

「好きだ、と言われている気分になる」

　すき。

　心の中でラディアスに言われた言葉を、なぞってみる。すると、それはすぐにリーネの顔を熱く、赤くさせ、心臓をどきどきと騒がせた。凪いでいたはずの感情の波が、一気に押し寄せてきたような気がする。

「え、あ、え、あの」

「おまえは俺をどうしたいんだろうねぇ？」

　楽しげに笑ったラディアスは戸惑うリーネの頤おとがいを掴むと、再び唇で塞ぐ。甘美な痺れが唇から心を震わせ、ぞくぞくとしたものが肌の上を這った。彼から与えられる何かを受け入れるたび、鼓動が大きくなる。ラディアスに唇を吸われ、舌を絡ませられていたら、その心地よさにすべてを委ねていた。

「ん、……っふ、……んぅ、ん」

　ぎし。かろうじて聞こえた音と背中に触れた冷たい布の感触に、流されていた理性が顔を覗かせる。何が起きているのだろう。ぼんやり目を開けると、ラディアスが目の前にいて、その奥に天井が見える。

　ああ、ベッドに寝かせられたのか。

　そう思ったときには、自分の身体がとても軽くなっていることに気づいた。

「……ラディアスさま？」

「んー？」

「……私、ドレス……」

「コルセットと一緒に脱がせたよ。邪魔だから」

　ということは、薄いアンダードレスだけということになる。

「あの、私……まだ、やることが」

「やらなくていい」

「でも」

「それは、俺の相手をするよりも大事なことか？」

　見下ろしてくるラディアスの手が、そっとリーネの頬を撫でて首筋を辿った。それは鎖骨を通り過ぎ、やわらかなふくらみのそばで止まる。誘惑するような手つきに身体を震わせながらも、リーネはほんの少しになった理性にしがみついて答えた。

「はい」

「……」

「まずは、ラディアスさまのお怪我をお医者さまに診てもらわないことには、安心できません。それに私、メイドのみなさんに刺繍とか、編み物とか、字を教えている途中だったんです。あ、そうそう、手紙を頼まれていたのもすっかり忘れておりました」

「手紙？」

「ええ。ラディアスさま宛のお手紙を私がお預かりしていて、それを確か服の間に挟んでいたのですが」

「ああ、あったな。あとで拾っておこう」

「……今でなくていいのですか？」

「構わん。どうせ急ぎでもない」

　そう言われてしまうとどうしようもない。とりあえず、預かった手紙に関しては本人に伝えた、誰かが咎められることはないだろう。

「とにかく、ここでお世話になっている以上、私は自分のできることをやらないと」




『──何もできない空っぽの妹ですよ、この子』




　唐突に浮かんだキャンディスの言葉で、漠然とした不安に包まれる。

「……何もできない……空っぽの……私は、せめてみなさんのお役に……」

　徐々に侵食してくる仄暗い不安に、心が染まっていくのを感じて恐怖を覚える。姉の言っていた言葉がまるで呪いのように、リーネの自由になりかけた心を縛った。

　しかし。

「リーネ」

　その力強い声に、引き寄せられる。

「……ラディアス、さま……？」

　琥珀色の瞳がリーネを映す。

「リーネは、空っぽじゃない」

　大丈夫。そう伝えるようにはっきり言ってから、ラディアスはリーネの唇を塞いだ。

　何度も唇が触れては離れる音が重なっていくたび、リーネの心から不安が消える。ラディアスの唇が不安を取り除き、安心を与えてくれた。

「これから、俺でいっぱいにしてやる」

　唇を触れ合わせながらの囁きに、心が甘く締め付けられる。

　この息苦しさはくちづけからのものなのか、それとも胸を締め付ける感情からなのか、よくわからない。──が、ラディアスから与えられる感情が、そうさせているのだけはわかった。彼はその宣言どおり、リーネの心と身体を甘く支配していく。

「──ん、んぅ、……ん、……ぁふ」

「声、甘くなったな」

　満足そうに言う彼の声もまた、甘い。

　唇を合わせて舌を絡める音、互いの吐息が絡まって寝室に満ちていく音を遠くに、リーネは唇から溶けていく感覚を味わっていた。激しさの伴わない優しいくちづけ。とろりととけた理性は快楽に溺れていき、まどろみにも似た心地よさを与える。

「……かわいい」

　唇が離れ、視界に現れたラディアスが口元をふっと綻ばせると、首筋に顔を埋めた。肌に触れた唇が熱く、思わず首を竦めてしまいそうになる。しかし、それを阻はばむように、ラディアスの舌が肌をなぞった。

「ひゃんッ」

　ちゅる。舐められた肌に吸い付く音が間近に聞こえる。ふる、と震える身体をそのままに、彼の唇はリーネの肌にくちづけていった。首筋から鎖骨、鎖骨からふくらみへ。くちづけられたところが熱く灯り、リーネの身体の奥底を燻くすぶらせた。

「ん、んぅ」

　漏れ出てしまう声も我慢することができず、リーネは手の甲で己の口を塞ぐ。すると、薄布越しに胸を覆われてしまった。それもたぶん、彼の手だ。指先が柔肌に埋まる感触に、身体を震わせながらそう思う。彼の手は優しくリーネの胸を覆い、優しく撫でた。薄布をすべる彼の手が、リーネの胸を下から上になぞるように触れる。気持ちいい。そう思っていたのだが、リーネはすぐに自分の身体の変化を教えられてしまう。

「んッ」

　彼の手が胸の先端を何度か通っていくたび、そこに意識が集中して勃ちあがる。それが彼の指先に引っかかるぐらいにまでなると、胸の先端から甘い痺れが全身に広がった。

「あ、……んッ、あ、ぁ」

　薄布を押し上げるはしたないそこを、ラディアスの指先は弄もてあそぶように揺らし始める。

「んんッ、あ、あぁ……、やぁ、んッ」

　それもふたついっぺんにされてしまうと、だめだ。すっかり硬くなったリーネの先端から生じる甘い痺れが、燻らせていた奥底の蜜を溢れさせる。とろりとした何かを下半身に感じ、両足をこすり合わせた。

「あ、あ、ラディアスさま、……や、これ、……んんッ」

　指先で先端をいじる彼の手に覆われたふくらみが、形を変える。ふにふにと揉まれながら、そこを刺激され、何度も身体が跳ねた。

「ああ、おまえの身体はどこもかしこもやわらかいな、リーネ」

「んんッ。あ、あ、そこ、きゅってしたら……ッ」

「こうするともっとよくなる」

　きゅっと先端を指先でつままれ、びくびくと身体を揺らしては言葉にならない声があがった。かと思うと、くりくりと指の腹の間で転がされてしまい、今度は違う快楽を与えられる。

「んッ、ん、……あ、あぁ……ッ」

　彼に与えられる甘い痺れのせいで、おかしくなりそうだ。考える力が快楽に呑み込まれ、彼の吐息と匂いで頭の中がいっぱいになっていく。

　──ラディアスさま、ラディアスさま。

　姉に冷やされた心と身体が、彼によってあたためられていくのを感じながら、リーネは心の中で何度も彼の名を呼んだ。硬く閉ざされた理性を彼の愛撫がほどき、秘められた欲望を引きずり出される。尖った胸の先端をあやすように指先で撫でていた彼の熱を、もっと欲しいと思うようになっていた。

　もっと、もっと。触って。触りたい。離れているのが嫌。ぎゅってして。

　ぬくもりを求める心が、無意識のうちに彼へと腕を伸ばしていた。が、それは彼を抱きしめることなく、肩を掴む。──急に、胸元の薄布を引き下ろされたせいだ。

「え、や、あ……ッ！」

　ふるり、と薄布の中に隠れていたふたつのふくらみが現れる。咄嗟にリーネが自分の胸元に視線を向けると、それを待っていたかのように彼が口の端を上げた。そして、下から持ち上げるようにしてふくらみを支え、尖った先端に舌先を近づける。

「ラディアスさま、だめ、いけません……ッ」

　だめじゃない。

　彼の琥珀色の瞳は、そう言っているように煌きらめき、リーネの目の前で色づいた先端をぺろりと舐めた。

「ッあぁ……ッ」

　そこから生じる甘い痺れに、身体が弓なりになって跳ねた。

「甘いな」

　びくびくと小刻みに身体が震えるのを押さえ込むようにして、ラディアスは硬く尖とがった小さな果実を口に含む。ちゅる、と味をみるように吸われてしまい、言葉にならない甘い吐息が漏れた。

「ッは、あ」

「……ん、若い果実の味がする」

　今度はちゅくちゅくとしっかり吸われてしまい、ラディアスの肩を掴む手に力が入った。己の爪が肌に食い込む感触で我に返ると、リーネは慌てて手を離そうとした。しかし。

「あぁ……ッ、あ、んんッ」

　胸の先端から与えられる快楽のほうが強く、手を放したくても放せなかった。
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「や、……待って……、ラディアスさま……ッ」

「ん？」

　涙目で胸元を見つめると、彼が口の中からリーネの乳首をやっと離す。それは先ほど以上に熟れて、ラディアスの唾液でてらてらと淫靡いんびに光っていた。恥ずかしい光景から目を逸らすようにして両手を放し、リーネはそれで己の口を覆った。

「……それはなんの真似だ？」

「こ、こうすれば、うるさくないのでは、と」

「……………………は？」

「それに、ラディアスさまの身体に傷が──っふぁ、ラディアスさま!!」

　話している途中で手を取られてしまい、そっとベッドへ押し付けられる。このままでは口を押さえることはおろか、何もできない。驚きに目を瞠るリーネを見下ろすように、胸元から起き上がったラディアスが、不敵に笑った。

「いくらリーネでも、俺の楽しみを奪うのは許さない」

「……た、の、しみ？」

「ああ。俺の愛撫あいぶに応えるいやらしい声を聞くのが好きなんだ。その点、リーネの声は甘くてかわいらしくて、……たまらない気持ちになる」

「…………そ、そうなんですか？」

「こんなに自分の身体が熱くなったのは、久々だ」

　そう言って、押さえつけたリーネの右手を己の胸にぺたりと触れさせる。熱い。彼の言うとおり、リーネの手のひらに伝わってくる彼の肌は燃えるように熱かった。ラディアスの手がリーネの手を己の胸元から、自分の口元へ運ぶ。そして、その白い指先を吸った。

「んっ」

「無垢むくな顔をしていると思いきや、こんなにいやらしい身体をして、俺はすっかり欲情させられたよ。年甲斐もなく、余裕などこれっぽっちもない」

　琥珀色の瞳に欲望を滾たぎらせながら、ラディアスはリーネの指先に舌を絡ませて、咥内へ誘い込む。ぬるりとした感触が乳首を舐められていたものによく似て、再び先端がぴんと尖った。

「……背中に傷をつけるのは武人の名折れだが……、リーネの爪あとなら大歓迎だ。もっとつけていい。あれぐらいでは痛いうちに入らんよ」

「ラディアス、さま」

「獣が、かろうじて残ってる理性を優しさに変えているのだから、リーネもあまり煽あおるな。機嫌を損ねた獣に、初めてで激しく壊されるのはごめんだろう？　俺も、おまえを大事に抱きたい」

　ねぶっていた指先を放し、彼の唇が手のひらに触れる。やわらかな、それでいて刺激のある行為をただ眺めていたら──ラディアスが降ってきた。

　ちゅ。唇が触れるだけの音が聞こえ、教えられたように目を閉じる。触れられた唇を吸うようにして、彼はくちづけを重ねていった。

「ん、んぅ、ん……ッ」

　リーネもたどたどしくはあったが、彼のくちづけに応える。

　自然と彼の首の後ろに腕が回った直後、アンダードレス越しに彼の手が太ももに触れた。冷えたそこをあたためるようにして熱を灯され、撫でられる。下着はいつ脱がされたのか、すでにそこにはない。さらに薄布を上げられ、下腹部が顕あらわになった。はしたないことになっているとは思わせないほど、彼のくちづけは甘く、リーネの舌を蕩けさせる。ただただくちづけに夢中になっているリーネの意識とは別に、ラディアスの手は別に動いていた。

　だから、足の間に彼の身体が割り込み、秘所に手を伸ばされたときまで、自分がどのような状況になっているのかなど、まったく気づかなかった。

「──んぅ……ッ!?」

　くちゅ。すでに入り口を蜜で濡らしていた割れ目を彼の指先で撫でられ、目を瞠る。

　ラディアスはそうなっていたのがわかっていたかのように、眼前で琥珀色の瞳を細めると、そこを上下に撫でた。

「んん、んーッ」

　茂みに隠れた花芯を掠めるような手つきで何度もこすられ、指先に引っかかるぐらいにまで膨れた。唇から与えられるやわらかな快感と、秘所から伝わる初めての刺激に挟まれ、リーネはラディアスにしがみつく手に力をこめる。

「んんぅ、ん、んんッ」

　入り口を撫でられているだけだというのに、くちゅくちゅといういやらしい水音を立て始めた。その音がくちづけからのものなのか、違うものなのかの区別がつかない。ラディアスはリーネの意識を自分に向けさせるため、くちづけながら視線を外そうとはしなかった。視線だけでなく、吐息を絡めるそれはどれもが甘い。

　身体の奥から愛しさが溢れ出しては、リーネの瞳をも濡らした。

「ん、ぅ。……ラディアス、さま」

「ん？」

「ラディアスさま」

「ああ」

「ラディアス、さま」

「そんなに言われると、照れる」

「え……？」

「が、嬉しいものだな」

　ふ、と口元を緩ゆるませてからくちづけてきたのと、彼の蜜にまみれた指先がリーネのナカに入ってきたのは、ほぼ同時だった。

「んん──ッ！」

　ずぷずぷ、という音が入ってくるところから聞こえ、腰が浮く。その拍子に、するりと彼の指がナカに入ってきて思わず目をつむった。蜜が溢れていたせいか、一気に肉壁をなぞる感覚がナカから伝わり、腰が震える。

「んん、ん、んぅッ……っはぁ、あ」

「……自分から咥くわえ込むなんて、イケナイ子だ。でも」

　ラディアスの唇がリーネの耳元に近づき、誘惑するように囁いた。

「実に俺好みだ」

　褒めるように言われ、何かを教え込まれたような気分になる。しかし、今はそれどころではない。リーネは異物感のあるナカに慣れるので精一杯だった。

「……狭い……が、よく濡れてる」

「ん、ラディアスさま、何、これ」

「俺の指が、おまえをかわいがっているんだよ」

　耳に吹き込まれた甘い声が、理性を侵す。ふ、と身体から力が抜けたその隙に、ラディアスの指が動いた。ずちゅ。蜜を引き連れて出ると、再び中に入ってくる。ぐちゅ。

「んんッ」

　出しては引いてを繰り返す彼の指の動きに合わせて、いやらしい水音が寝室に響いた。

　どれだけ自分がそこを溢れさせているのかが、水音だけでわかってしまう。ずちゅ、ぐちゅ。その音が寝室に満ちていくのを感じながら、リーネはラディアスの吐息を耳元で聞いていた。

「っはぁ……ああ、いいぞ。……俺の指に、少しずつ、吸い付いてきた……。そうだ。この感覚に慣れていけばいい」

　教え込むような響きを聞き、リーネは甘い声を漏らして応えることしかできなかった。

「……ん、ぅ、……っは、あ、……あ──あぁッ」

　やがてナカの圧迫感が増すと、ぐちゅぐちゅとナカをかき回される。

　目の前がちかちかして、今まで以上の刺激に腰が跳ねた。がくがくと震える身体をどうすることもできず、リーネは自分の身体がおかしくなってしまったことを理解する。

「やぁ、……ラディアス、さま、……おか、しい……ッ」

「大丈夫だ」

　耳元でそう囁いたあと、ラディアスはリーネの胸元へ顔を寄せ、つんと尖った乳首に舌を絡ませた。

「んんぅ……ッ」

　そのまま誘い込むようにして咥えると、ちゅくちゅくと吸う。

　敏感になっていくナカから、胸の先端から、どこからも快楽を与えられてしまい、どうしたらいいのかわからない。身体の中に渦巻く快感を、どうやって吐き出したらいいのだろう。堪えることもできないそれは、リーネの中で大きくなり、はけ口を求めていた。

「ん、んぅ、……ん、……っふ、ぅ」

　それでも彼の舌先や、ナカをかき回す指先は止まらなかった。

　ラディアスの舌がリーネの乳首を何度も転がし、ねぶっては吸い、舌で搦めてはしごくように吸い上げる。胸の先端から身体中に広がる甘い痺れに呼応するように、奥から溢れる蜜はとめどなく、ナカにある彼の指を濡らしてはリンネルに滴った。羞恥も理性と一緒に快楽へ溺れさせられたせいで、与えられる快楽にただ喘ぐだけ。

「ん。……これだけ濡れれば大丈夫か」

　ちゅる、と乳首を離してから身体を起こしたラディアスの声で、リーネの身体を侵す甘い快感から解き放たれる。しかし、動きが止まっただけで、リーネの中で燻っている“何か”は、いまだ出口を求めて彷徨さまよっているままだ。ナカから引き抜かれた指は、滴したたる蜜によって手まで濡れていた。それを舌で舐めとり、ラディアスは己のベルトに手をかける。

　彼が動くたびに生じる微かな風が、リーネに触れて肌がざわつく。

　触られてもいないのに、時折見下ろされる彼の視線にまでも身体が反応してしまうのだから、一体、自分の身体はどうしてしまったというのだろう。

　リーネは、ただぼんやりとラディアスの鍛え上げられた身体を見つめた。

「──……リーネ」

　視線だけではなく名前を呼ばれてもだめになるとは思わず、身体をひくつかせて彼を見上げる。すると彼はリーネの足の間にいて、割れ目に灼熱の塊を押し付けた。

「……ラディアス……さま」

　そのときが、きた、とぼんやり思う。

　今になって教えてもらった作法のことを思い出そうとしたが、もうここまできてしまった以上、どうでもいい。否、きっと先ほどのようにラディアスの愛撫に翻弄ほんろうされてしまうだろう。それが予想できるほど、彼の愛撫は女を抱くのに慣れているように感じた。

「……あ、の」

「ん？　怖い？」

「そうじゃ……なく、て」

「どうした」

「私、……上手に、その」

　もごもごと口を動かすが、最後まで言葉にならない。脳裏に浮かぶのは、娼館でラディアスを囲んでいた艶やかな少女や女性たちだ。それに比べて自分は閨ねやでのことを、ほとんどと言っていいほど知らない。彼女たちのようにできないことで、彼を幻滅させてしまったらと思うと、少しだけ怖くなった。

「……ああ、そういうことか」

　心に秘めた不安を読み取ったのか、ラディアスが納得したように言う。彼は指を絡ませるようにリーネの右手をベッドへ押し付けると、静かに見下ろした。

「……ッ」

　蜜口にあてがわれた熱の塊は、濡れた彼女の割れ目を撫でるようにすべり、茂みに隠れた花芯を揺らす。

「急にそんなことを言い出すということは、娼館の女たちでも思い出したか」

　図星だった。小さく頷いて応えるリーネに、ラディアスは微笑む。

「誤解のないように……いや、俺の名誉のために言っておくが、あそこにいる女たちには指一本触れていないよ」

　まさかそんな返答がくるとは思わず、驚きの発言に目を瞠る。

「ああ。やはり誤解していたか。まぁ、そう思う状況だったからしょうがないな。あそこにいる子たちはみな、望んであそこへ行った。だから俺は、彼女たちから情報を収集させてもらっている代わりに、一晩話し相手になってるんだ。さすがの俺も、自分が助けた女を抱く気にはならんよ」

　それは──、

「リーネは別だが？」

　心に浮かんだ疑問に、ラディアスがすぐに答えた。

「とはいえ、俺は助けたつもりがさらさらない。──無理やり攫さらった自覚はあるがね」

　目を細めて楽しげに語る彼に、リーネはずるい、と思った。そして、なんて優しいのだろう、と。

　リーネはラディアスの頬に己の手を這わせて、微笑む。

「ラディアスさま。私が、あなたのそばにいることを望みました。だから、自分だけが悪いような言い方をしないでください」

　心を、感情を殺し、姉の言うとおりに生きてきた自分に、ラディアスは最後まで“選択肢”を与えてくれた。それはリーネを“リーネ”としてみてくれた証拠。

　そうだ。だからあのとき心のままに、彼の手を取ったのだ。そこには打算も計算もなく、ただ純粋にラディアスのそばにいたいという気持ちしかなかった。

　あのとき初めて、誰かに望まれた。

　それがラディアスでよかった、と心から思える。身体で、心で、リーネを大事だと伝えてくれた彼だからこそ、与えられるすべてが愛おしい。

「……そうか。では、遠慮なくいただかせてもらおう」

　ふ、と笑ったラディアスが、愛おしそうにリーネを見つめ、顔を近づけてくる。吐息が触れ、視線とともに絡み合うと唇が触れた。

「ん、ぅ」

　やわらかな唇に包まれ、触れ合うところから生まれた熱に意識が向かう。気持ちいい。繋いだ彼の手が「大丈夫」だと伝えるように、力を入れる。ちゅ。ちゅ、ちぅ。優しいくちづけにうっとりしながら、教えてもらったように舌先を伸ばす。ちゅる。彼が搦めて吸い上げる感覚に、腰骨の辺りがざわついた。

　身体が熱い。吐息の合間にこぼれるラディアスの声に、胸の先端が硬くなり、奥から蜜が溢れてくる。

「……んんッ」

「大丈夫、力を抜け」

　ぺろりと唇を舐めて口早に言ったラディアスが、再びリーネの唇を塞いだ。割れ目に当たる肉棒の熱が動き、怒張した先端を蜜口に押し当てられる。かと思うと、上下にこすられた。蜜をぬりたくるような淫靡な水音が、くちづけの合間に聞こえて羞恥を煽る。

「……や、音……ッ」

「リーネが俺を欲しがる音だ」

　唇が触れたままで言い、ぺろりとリーネの唇を舐めてから、彼の唇が離れていく。それを視線で追うように彼を見上げた直後、琥珀色の瞳に射貫かれた。

「──入れるぞ」

　その宣言どおり、蜜口を撫でていた熱の塊が、ぐっとナカへ入ってくる。

「あ、……んんッ」

「いい、声は我慢するな」

「ラディアス……さま」

「そうだ。いつものように、俺の名を呼べばいい」

　いつものように。

　彼の発言に、一瞬引っかかりを覚えたが、さらに入ってくる彼の熱によって思考が霧散される。彼の熱はリーネの蜜をまとわりつかせながら、ナカを己のカタチにして押し進んできた。

「ッあぁあッ、あぁ、やぁ、ラディアスさま……、ラディアスさまぁ……ッ」

　無理やり押し広げられる感覚に痛みよりも、熱さが勝る。

　熱くて、太くて、大きくて、彼の思いが、リーネに包まれたいとでもいうように入ってくるのを感じて、たまらない気持ちになった。

　離れていることが耐え難くなったリーネは、まだ入れてる最中だというのに、彼の身体に自分から抱きついた。左腕を伸ばして背中に手を回し、包帯越しに彼のぬくもりに触れる。硬く、厚い胸板にやわらかなふらくみを押し付けたが、右手を繋いでいるせいで、両腕で抱きしめることは叶わない。片腕だけでは自分の身体を支えることができず、背中からベッドに沈み込んでしまったが、包帯越しに伝わるぬくもりは変わらなかった。

「……ラディアス……さま？」

　首筋に顔を埋めるように彼が抱きしめてくれるおかげで、離れないですんだ。しかし、リーネの声に対しては返事がなく、ナカに少しだけ入った熱が少し大きくなった。驚きに目を瞠るリーネの耳元で、ラディアスが苦しげに深く息を吐く。

「リーネ」

　低く、甘えるような響きを含んだ彼の声に導かれるまま、左手を背中に回す。

　ぎゅっと抱きしめることで応えると、ラディアスの熱が奥を求めて再び入ってきた。痛みと熱さを伴い、誰も受け入れたことのない隘路を彼の熱が満たしていく。

「ふぅッ……うぅ、んんッ」

　痛みを堪えるリーネの声を聞いたのか、顔を上げ、苦しげな表情をするラディアスに、笑ってみせる。

　大丈夫。そう伝えるように、リーネは頬に添える彼の手のひらに顔を傾けてくちづけた。舌先でぺろりと舐めて、ちゅ、と吸ってやる。

「……おまえは、本当に優しい子だ」

「？」

「抱いているのは俺のはずなのに、抱かれているような気分になる」

　そう言って、彼は愛おしそうにリーネの唇を塞いだ。何度も、何度も。

　唇のぬくもりが同じになるぐらいまで触れ合い、角度を変えて、舌を絡めて、心を伝えようとする。

「……ん、ぁふ」

　ちゅくちゅくと互いに舌を吸い合い、唇からとろけていきそうな感覚を味わっていると、ぴったりくっついた胸元が少しだけ離れる。やだ、いかないで。そう思った直後、胸のいただきをきゅっとつままれてしまい、腰が跳ねた。

「ッ──ぁあ！　……やん、も、ラディアスさま」

「悪いな、こちらも好きなんだ」

　くちづけの合間に言い、ラディアスはリーネの硬くなった先端を、挟んだ指の間で弄ぶ。

　くりくりとこねるように動かしたかと思うと、次に指先を小刻みに動かして揺さぶってきた。ふるふると震えるそこから甘い痺れが全身に広がり、奥から蜜が溢れ出す。

「んんぅ、……ん、あ、あ──んぅ」

　唇を塞がれ、胸の先端をいじられ、ナカはゆっくりと彼を受け入れていく。

　痛み、息苦しさ、熱さ、快感、そのすべてが一気にリーネへ押し寄せるせいで、わけがわからなくなる。

「ん、ぅ、……ん、っはぁ、……あ、あ、やぁ、いっぱいに……ッ」

「もう、少し……ッ」

「ラディアスさま、おっきい……！」

「今褒めるな、奥まで入らなくなる！」

　息苦しさを感じながらも、ナカが彼で満たされていくのがわかる。彼が上半身を起こしてリーネの細腰を掴むと、一気に彼女を貫いた。

「──ッあぁあ……ッ!!」

　こつ、と何かが奥に当たったのを最後に、はふはふと浅く呼吸を繰り返す。そんなリーネの頬に、彼の手が添えられ、浮かんだ涙を指先で拭われた。

「……悪い」

　リーネは小さく首を横に振り、大丈夫だと伝えるように微笑むと、彼に両腕を伸ばす。抱きしめてほしい。その気持ちが伝わったのだろうか、ラディアスは口元を綻ばせて、覆いかぶさってきてくれた。

　ぴったりくっつくぬくもりに安心感で満たされる。

　リーネは首筋に顔を埋めるラディアスの頭に、頬をすり寄せていた。

「……あまり、そう締め付けられると、我慢がもたんのだが」

「しめ……つける？」

「ああ、無自覚か。そういうことか」

　ベッドに手をついて起き上がったラディアスが、苦しげな表情で見下ろしてくる。その瞳は飢えた獣を思い起こさせるほど、煌めいていた。

「……俺を締め付けて誘うなんて、悪い子だ」

　瞳を細め、妖艶に笑ったラディアスは、リーネの唇を再び塞ぐ。そして、腰を動かし始めた。

「んんぅ……ッ、ん、ん、ん、んーッ」

　慣れていないリーネのナカが、蜜を掻き出すように動く彼の熱にこすられて、ひくつく。

　刺激の強い胸の先端も一緒にいじられ、痛みよりも快感に意識が奪われた。

　やがて繋がっているところからいやらしい音がたち、最初にあった痛みが不思議となくなっていった。

　ラディアスが上半身を起こし、リーネを見下ろしながら、腰を振る。

「……あ、あぁ……ッ、あ、あ、あ」

　腰を穿うがたれるたびにあがる声を聞き、ラディアスが唇をぺろりと舐めた。

「……声が、甘くなってきた」

「ん、んぅ、……あ、そこ……ッ」

「ああ、ここか？」

　ごり、何か違うところに当たった感覚に、言葉にならない声を出して身体が跳ねる。

　その拍子に、リーネのふくらみもいやらしく揺れた。それからは同じところを何度も穿たれ、身体を揺さぶられる。繋がっているところから溢れる蜜は淫靡な音を立てて滴り落ち、リーネの思考も白く染まっていった。

　何が起きているかわからない。

　ただ、ラディアスの熱がリーネのナカで暴れていることだけは理解した。彼のリーネを呼ぶ掠かすれた声も、甘い吐息も、頬を撫でる優しい手も、どれもが愛しい。

　彼だけに心も身体もいっぱいになっていく。

「──リーネ……、リーネ、リーネ」

　ああ、そんな声で何度も名前を呼ばないでほしい。

　喘あえぎながら快楽に歪む彼の顔を見上げ、たまらない気持ちになったリーネは自然と両腕を伸ばしていた。落ちてくるラディアスの背中に腕を回し、奥深くに己を刻み込むように楔を打ち込んでくる彼の激情を受け入れるようにして、彼を抱きしめる。

「ん、んぅ、あ、あ、……ラディアスさま、ラディアスさまぁ……ッ」

　彼を呼ぶ声が一際甘くなり、ラディアスの声に余裕がなくなってくると、それはやってきた。
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「っく、っは、はぁ、は、あ、……だめだ、出すぞ……ッ」

「ん。ん、や、あ……ッ」

　どく、どくん。繋がっているところから聞こえた音とともに、リーネのナカに熱が注ぎ込まれる。それはすぐにナカを満たし、彼の熱棒を伝って外に漏れ出てしまうほどの量だった。最後に、ぐ、と最奥をついたラディアスは、リーネの上に落ちてくる。

　熱くなった腹部から、リーネの身体に熱が灯った。

「……ラディアス……さま……」

「リーネ」

　首筋に顔を埋め、リーネを抱きしめる腕に力を込めたラディアスが、甘い声で名を呼ぶ。

　心臓がきゅ、と掴まれたように苦しくなって、リーネも抱きしめる腕に力を込めた。

「……」

　この気持ちはなんだろう。

　あたたかくて、もっとラディアスをぎゅっと抱きしめたくなる気持ち。それだけではない、何かしたくて、名前を呼びたくてしょうがなくて、でも、名前がわからない。

「……リーネ」

　彼の声や、笑っている顔を見るだけでどうしようもなく泣きたくなって、胸がいっぱいになってしょうがない。その気持ちを言葉に表せなくて、リーネはラディアスに微笑みを返すことしかできなかった。眦まなじりから落ちる涙の意味も知らず。

　リーネの胸に渦巻く言葉にできない感情の名前を知るのは、もう少し先になる。




◇◆…◆◇…◇◆…◆◇




「……」

　ラディアスはベッドに腰掛け、手元にある手紙をすべて読み終わると、眠るリーネに視線を向ける。

　初めてだというのに無茶を強しいるつもりはなかったが、今まで女を奔放ほんぽうに抱いていたせいで、大事に抱いてやれなかった、と今さらながらに後悔した。

　抱きながらも、自分の心を抱きしめようとしてくれる彼女の健気さに、ラディアスは理性を手放さないようにするだけで精一杯だった。

　──愛したい。

　そう思った女性に出会えたことも初めての経験だ。まだ、足りない。彼女のぬくもりを手放しはしない。やっと、かわいく笑ってくれるようになったのだから。

　手に入れた少女の健やかな寝顔を見ながら、手元の手紙を握りしめる。そしてラディアスは立ち上がった。

　寝室のドアに向かい、信頼のおける家令の名を呼ぶ。

　彼の握りしめる手紙には、




『この手紙を持ってきた者を、返してもらう』




　そう、書かれてあった。





　　　第三章







　腕の中にあるあたたかさに心が安らぐ。

　だめ、行かないで。

　あたたかなそれを抱きしめ、胸に広がる安堵感にようやく気づいた。ああ、これが“幸せ”なのだと──。

「……」

　目を開けた世界は、いつもの景色が広がっていた。

　誰もいない寝室、ベッドで眠る自分、腕にあるぬくもりをぎゅっと抱きしめ──

「ふぐ」

　小首を傾げる。

　唐突に聞こえてきた声と、いつもあるはずのないぬくもりに、初めておかしいと思った。

　まばたきを二回してから静かに、己の腕の中に視線を落とす。抱えているさらさらの銀糸の髪に、己の指先が差し込まれている。その、離したくないとでもいうような自分の手を見て、恥ずかしさよりも驚きが勝った。

「……ラディアス……さま？」

　いつもならいるはずのない部屋の主の名をつぶやく。──が、返答はない。

　まだ、寝ているのだろうか。それとも、これも幸せな夢の続きなのだろうか。夢と現実の境界線がわからない。これは現実だと思うのに、いつもと違う光景が夢を思わせる。

　しかし、そんなことはどうでもよかった。

　今はただ、このあやふやな幸せに浸っていたい。

　そう思ったら、自然と手が動いていた。さわさわ。いつも整えられている髪は思いのほかやわらかく、撫なでるたびに毛先がリーネの指へと絡みつく。猫っ毛でも、ふわふわでもないのに、毛先が微かすかに絡むのがなんとなく嬉しかった。彼も離れたくないと言っているような気がして、口元が綻ほころぶ。

　大事な宝物を扱うように撫で、苦しくさせないようぎゅっと抱きしめる。あたたかな気持ちが胸に広がったが、これだけではまだ足りない。腕に力をこめることはせず、リーネはラディアスの頭に頬ずりをした。

「……ラディアスさま」

　それでも足りない思いは、小さな声にのせて彼の名に変える。

「ラディアスさま」

　徐々に甘くなっていく己の声に気づかず、リーネはラディアスの頭を抱きしめて彼の名を何度も呼んだ。しかし、それでも満たされない。いつもなら、彼の名前を呼ぶだけであんなに幸せになれたというのに、なぜ今はそうならないのだろう。

　不思議に思いながらも、リーネは抱きしめる腕から力を抜いた。そして彼の頬を両手で挟むと、上に向かせて──

「……」

　固まった。

　いつも半分だけ上げられている前髪がすべておりているせいか、さらりと流れた銀糸の髪の奥に、琥珀色こはくいろの瞳がある。二、三度目をしばたたかせたあと、リーネは唇を動かした。

「…………ラディアス……さま？」

「おう」

「ラディアスさま？」

「だから、なんだよ」

　不思議な表情をするラディアスを見下ろして、リーネは疑問を言葉にする。

「……ラディアスさま、若い」

　呆然とつぶやいたひと言に、彼ははぁとひとつ息を吐いた。

「言うに事欠いてそれか」

　呆れたように言われてしまい、ああそうか、と考え直す。

「おはようございます？」

「なるほど、そうきたか」

「えと」

「朝から熱烈に抱きしめてくれて、どうも？」

　無表情で無感情な声が、リーネの耳に入ってくる。それは本を読んだときのように、余計にも情景を脳裏で再現してくれた。その瞬間、リーネはやっと現実を理解する。

　彼は起きていて、リーネの行為を知っている、と。

「ふぁ!?　あ、あわ、あわわわ……ッ！」

　──私は一体何をして……!?

　慌てて彼を離して両手を上げると、リーネは素早く上半身を起こした。心臓がものすごく暴れて、どきどきという鼓動を伝えてくる。一体何がどうなっているというのだろうか。視線の先、足元には脱ぎ散らかされた服がかろうじてベッドの上にかかり、今にも落ちそうになっている。自分の身体も裸のままだ。上掛けで己の身体を隠しながら、必死に記憶を手繰り寄せる。姉たちが来て、鞭で打たれたラディアスの応急処置をしているところまでは、まだ陽があったはずだ。それなのに、今は朝陽が窓辺から差し込んでいる。

　つまり、半日以上ラディアスのベッドで眠っていたということだ。

「……思い出したか？」

　隣で寝そべったラディアスが、下から声をかけてくる。その声に導かれるようにして彼を見下ろし、頷うなずいた。

「ん。あれからずっと気持ちよさそうに眠っていたから、そのままにしておいた。一応夕食時に声をかけてみたんだが、返事がなくてな」

　彼の手がそっとリーネに伸びてきて、頬を覆おおう。

「身体、しんどくないか？」

　言われてすぐに、ナカからどろりとした何かが出てきたような気がして、足をこすり合わせた。それが寝る前に彼としていたことを思い出させ、リーネの顔を赤くさせる。今まで平気だったことが急に平気ではなくなることなんてあるのだろうか。突然やってきた“変化”を前に、リーネは戸惑うことしかできない。

「リーネ？」

「だ、だ、大丈夫……です」

「そう、初々しい反応をするな」

　ふ、とラディアスが口元を綻ばせた直後、頬を覆っていた手が首の後ろに回ったかと思うと、引き寄せられる。

「ひゃぁ！」

　たくましい胸板の上に身体を預けるようにして、彼の腕の中に閉じ込められてしまった。

「また、欲しくなる」

　耳元でぼそ、とつぶやかれてしまい、耳の先が熱くなる。甘く掠かすれた声に、心臓がどきどきとうるさい。彼の言っている“欲しい”が、どういう意味なのか、昨日彼の手によって刻まれた愛撫あいぶや行為によって、理解させられた。

「え、と」

「そう緊張するな。初めて男を受け入れた身体に、これ以上の無理はさせないさ」

　安心しろ。

　そう伝えるように、ラディアスの大きな手がリーネの背中をそっと撫でる。少し冷えた肌が彼の手のぬくもりによって、ほんの少し熱を持った。

「しかし、悔しいな」

「え？」

　思わず顔を上げてラディアスを見つめると、琥珀色の瞳が甘く揺らめく。

「俺ばかりが、おまえを欲しがっているようだ」

　背中を撫でていた彼の手が、愛おしそうにリーネの金糸の髪に指を差し込む。

　さらりと流れるそれを一房手にしたラディアスが、自分のほうへと引き寄せた。朝陽に照らされ、きらきらと輝く金糸の髪を辿るように視線を向けると、そこへ愛おしげに唇を押し付ける。

「……ッ」

　まるで、愛している、と告げるようなくちづけを前に、唇のぬくもりが伝わってくるようだった。いいなぁ。髪にくちづけるラディアスを見ながら、無意識にそんなことを思う。すると、ちらりと視線を向けるラディアスが、ふ、と口元を綻ばせた。それを見つめ、まばたきを繰り返すリーネだったが、髪を放した彼によって身体を引き上げられる。

「わわ──ん……ぅ」

　胸元から、彼の唇へ。

　触れたぬくもりから、やわらかさが伝わり、彼の唇が触れていることに気づく。しばらく目を瞬またたかせていたリーネだったが、昨夜の彼の甘い声が脳裏に蘇り、そっとまぶたを下ろした。くちづけるときは、目をつむる。そう、教えられたとおりに。

「ん、……ふ、んん」

　気持ちいい。

　やわらかな唇がリーネのそれを食はみ、ちろりと舌先で舐めてくる。もっと触れたいと思うよりも先に、リーネは彼の舌先に己のそれを絡めていた。舌先が触れ、教えられたように舌を動かす。が、それは慣れたようにリーネの舌先を絡めとり、彼の口の中でちゅくちゅくと吸われてしまった。

「ん、ぅ、……ん、んんッ……っはぁ、あ、ラディアス……さまぁ」

　ふいに絡めていた舌が解かれ、唇が離れるのを感じ、目を開ける。眼前にある琥珀色の瞳と視線が絡み合い、胸が震えて声が甘くなった。くちづけで濡れた唇を拭ぬぐうように親指でそれを撫でたラディアスが、妖艶に微笑む。

「欲しいときは、ちゃんと言葉にしていい」

「……え？」

「自惚うぬぼれたことを言うのなら、俺の唇が欲しいような顔をしていた」

「……」

「違う？」

　彼の蠱惑的こわくてきな声と、自分の心に広がる甘い気持ちに導かれるまま、リーネは幸せだと伝えるように首を横に振って微笑んだ。

「いいえ」

　欲しかった。

　彼の唇に触れる自分の髪を羨ましいと思ったのは、初めてのことで、それを言葉にすることができないでいたが、彼は言ってもいいと言う。言葉にしてもいい、と。

　何か許されたような、受け入れてもらえたような気持ちになったリーネは、自然と唇を動かしていた。

「……ラディアスさまの唇が、……私の髪に触れ、て……、いいなって。それで」

「それで？」

　先を促す甘い声に誘われるように、彼の琥珀色の瞳を見た。

「もっとって」

　思いのほか甘くなった己の声に驚くよりも、ラディアスの表情に意識が向かう。

　彼がリーネの言葉を聞いてどう思うのか、その表情ひとつで嫌われないかを伺ってしまう。それが相手にも伝わったのだろうか。ラディアスはリーネの頬を手で覆い、微笑んでくれた。

　言っていい。そう、言われているように感じた。

「……さっき、ラディアスさまは、ご自分だけが欲しいとおっしゃいましたが、それは違います。私だって、そう思いました。だから」

　一度言葉を区切って心を決めると、リーネはラディアスを見下ろす。

「次は、私からラディアスさまを欲しがらせてくださいね」

　にっこり微笑むリーネに、彼は虚きょを突かれたように、ほんの少し目を瞠みはった。

　ラディアスはリーネの頬から己の手を離し、視線を彷徨さまよわせてからため息をついた。何かおかしいことを言ったのだろうか。そんなことを考えていると、彼が視線を合わせてくる。

「……それは構わないんだが……。あのなリーネ、意味をわかって言っているのか？」

「ええ。何か問題でも？」

「問題も何も……、そんなことを言ったら、昨日みたいなことをされても知らないぞ？」

　言われて、自分たちがまだ裸のままだということに気づき、赤面する。

「そ、それは……、少し、恥ずかしいですが……、構いません。私、ラディアスさまでいっぱいにされると、とっても満たされた気持ちになって幸せになるんです」

　この気持ちがなんなのか、リーネはまだわからない。

　名前の付かない幸せな気持ちを胸に、照れたように微笑むと、ラディアスが一瞬呆れた表情を見せる。不思議に思うリーネの前で、彼は前髪をかき上げて天を仰いだ。

「…………はぁ、そんなことを言ってくれるな」

「はい？」

「今の俺には逆効果だ」

　言うなり、ラディアスの手がリーネの首の後ろに回り、再び引き寄せられる。

　絡む視線、触れる唇。眼前にある彼の琥珀色の瞳が甘く揺らめいたかと思うと、彼の舌がぺろりとリーネのそれを舐める。まるで「開けろ」とでもいうような動きに、そっと口を開いた。よしよし。頭の後ろを褒めるように撫でたのと、彼の舌が咥内に入ってきたのはほぼ同時だった。

「んんぅ……ッ」

　触れ合う舌から広がる甘さが、リーネの肌をざわつかせる。

「ん、んふ、んぅ……ッ」

「もう俺のくちづけを覚えたのか」

　ふ、と口の端を上げたラディアスの声が、くちづけの合間に褒めるように言い、それがリーネの心を甘く震わせた。嬉しい。褒められた。怒られることが多かったリーネにとって“褒められる”というのは、とても大切なことだ。それをいとも簡単にラディアスがするせいで、リーネは無意識に自分からラディアスの唇を求めはじめていた。

　もっとくちづけられるよう、彼をまたぐように四つん這いになって、身体をぴったりとくっつけて、両頬を手のひらで挟むように覆い、溶け合うように唇を吸う。

「ん、んぅ、ん、ん……っはぁ、あ、あむ」

　咥内で絡まる舌と口の中いっぱいに広がる甘い感覚に、思考が蕩とろけた。

　くちづけの合間にはふはふと呼吸をし、時折琥珀色の瞳と視線を絡ませ、ちゅくちゅくと舌を吸った。それでも足りない。もっともっと。何かを求めるような感情がリーネの心を侵食していき、それが徐々に言葉カタチになりかける。

　どうしてこんなに彼を求めているのだろう。

　わからない。いいや、わかる。この気持ちは、この感情は──。

「っはぁ、……はー……ラディアス、さま」

　ちゅる、と最後に舌を吸って唇を放し、ベッドに手をついたリーネはラディアスを見下ろした。彼の美しい琥珀色の瞳を潤んだ目で覗のぞき込み、再び唇に触れようとする。が、その直前に、彼の吐息が唇にかかった。

「──今度は、俺の番」

　囁ささやかれた低い声とともに、ラディアスが動く。

「ひゃッ!!」

　くちゅり。四つん這いになったリーネの秘所に、彼の指先が触れる。ひく、と腰が震え、ナカからとろりとした何かが流れ出た。入り口を指先でくすぐられ、茂みの中からぷっくりと膨れた花芯を指の腹でころころと転がされる。

「ひゃ、あ、……あ、あ、……んッ」

　甘い痺れがそこから生まれ、リーネはしなやかに背中を反らした。ふる。ふたつのふくらみが揺れて、ラディアスの眼前にさらされる。彼はそれを狙っていたのだろうか。身体を少しずらしてリーネの胸の先端に舌を絡めると、それを咥内へと誘い込んだ。

「ッあ、ぁああ……ッ」

　甘い声があがる中、先ほどまで絡め合っていた彼の舌が、リーネの乳首をねぶるように転がす。胸にしゃぶりつく彼の口の中で、尖とがり始めたリーネの突起が舌先で揺らされるたび、背中がしなる。ちゅくちゅく、といやらしい音を立てて乳首を吸われてしまい、昨日教え込まれた快感が身体中を支配し始めた。
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「……ん、ラディアス……さま」

　大きな彼が胸に吸い付く姿が、妙に愛おしい。

　いやらしいと思っているはずなのに、どこかまた違う新しい感情に戸惑いを覚えた。呆けたように、乳首を吸うラディアスを見下ろすリーネに、琥珀色の瞳が向けられる。

　その瞳が細くなると、彼はすっかり硬くなった乳首を見せびらかすように口の中から出して、舌先で転がした。

「あ、あ、あ、……ッん、……や、だめ、です……」

「恥ずかしい？」

　ちゅ。愛おしげに先端にくちづけたラディアスが、妖艶に微笑む。

　ぞくぞくとしたものを感じて、リーネは素直に頷いた。

「では、もっとしよう」

　意地悪だ。

　楽しげにつぶやくラディアスの声にそんなことを思うと、彼はべろりとリーネの乳首を舐め上げる。微かに揺れるふくらみが、いやらしいと思った。

「こんなに硬くして、舐めるなというほうが無理だ。……それに、途中でやめてほしくない、と顔に書いてある」

　楽しげに言ってくる彼に、リーネは赤面することしかできなかった。

　それ以上の問答をするつもりがないのか、ラディアスは口を開けて再びリーネの胸にしゃぶりついた。

「んんッ、んぅ」

　舌先で乳首を転がされ、ちぅちぅと吸われる。甘い痺れに声があがり、何度も身体を震わせた。やがて彼の舌がリーネの乳首を搦め捕ると、じゅる、と強く吸い上げられる。

「ん、ぁ、……あぁ……ッん、ん、ん」

　強い快感が身体中に走り、爽やかな朝陽が差し込む寝室にいやらしい声が響く。

「……ラディアス……さま」

　もう、何も考えられない。

　まどろみとも違う、とろりとした意識に侵されていくのを感じながら、リーネが胸に吸い付く彼を見下ろす。すると、彼が笑ったような気がした。

　不思議に思う間もなく、秘所を触れる彼の指先が、すっかりとろけた入り口からナカへ入ってくる。

「──あ、あ、あぁッ！　や、入っちゃ……ッ」

　淫猥いんわいな水音を響かせ、肉壁をいいこいいこと撫でるように入ってくる彼の指に、リーネは腰を震わせた。ぞくぞくとした何かが背中を這い上がり、リーネの乳首をさらに硬くさせる。

「……俺のと、……リーネの蜜が混ざり合って、……溢れてくるな」

　乳首を咥くわえながら言われると、その言葉どおり内ももを何かが伝い落ちていくのがわかった。昨日吐き出された彼の熱が、リーネの蜜と混ざりあい、生暖かな感触が肌の上を伝っていく。恥ずかしい。胸の先端と、ナカに入れられた彼の指からもたらされる快感と羞恥しゅうちに、リーネの瞳が徐々に潤うるんでいった。

「も、も、あ、……やぁ……ッ」

　しかし、彼は動きを止めない。

　ちゅるちゅるとおいしそうに乳首を吸い上げ、再び舌先で転がす。

「っひゃぁ、ん、あぁッ」

　かと思えば、いきなりリーネのナカをかき回すように、指を激しく動かすのだからたまったものではない。ぐちゅぐちゅと、ナカで溢れる蜜と残っていた彼の欲望が混ざり合った熱が落ちていく。甘い痺れがリーネを支配し、身体が支えきれなくなったところで、咥えられていた乳首がようやく離された。

「……っはぁ、あ、……あ」

　すっかり快楽に支配された思考で、何も考えられない。リーネは吐息を整えながら、彼の琥珀色の瞳を探そうとしたのだが、

「いいよ、おいで」

　優しい囁きとともに、彼の手が抱き寄せてくれる。気づいたときには、彼の指を咥え込んだまま、しがみつくようにしてリーネは肩口に顔を埋めていた。

「リーネ、腰だけ上げて」

「……腰だけ？」

「ああ。……そう、いいこだ」

「ラディアス……さま」

　ほんの少し顔を上げて彼を見ると、腰のあたりがぞくぞくするほど、いやらしい表情をしている。琥珀色の瞳を欲望に滾たぎらせ、かわいくてしょうがない、といった顔でリーネを見ていた。

「どこもかしこもとろっとろで、かわいいな」

「……も、おかしくなっちゃい……ます」

「そうしてるんだよ。いい加減、気づけ？」

「ど、して……」

「理由なんてない。リーネを愛して、かわいがりたいからやってる」

「……愛して……」

「そう、愛してる」

「あい、して、る？」

「ああ」

　子供に言葉を教えるように、ラディアスの指が、誰のものともわからないほど何かで溢れたそこをかき回し始める。肉壁がひくひくと動き出し、ラディアスの指を行かないでというように締め付けた。もちろん、本人に自覚はない。それをわかっていて、ラディアスは快楽を身体に教え込むように、リーネの耳元で甘く囁いた。

「リーネ」

　彼女の、名前を。

「っひゃぁああん、ラディアスさま、それ、それだめぇ……ッ」

「だめじゃない。指、もう一本増やしただけだろう？」

「でも、おなかいっぱ……ッあぁ！　ん、んぅッ」

「俺の太さにはまだ足りないから、平気だ」

「そ……じゃ、なくて……！　や、そんな、動かしちゃ……ッ、動いて、指動いてるッ」

　上下に動いていたはずの二本の指が、リーネのナカで動き始める。左右が前後ばらばらに動かされるせいか、ナカで暴れているように感じた。

「あー……ッ、あ、あ、……やぁ、ん、それ、それぇ……ッ」

「あーあ、いっぱい溢れてくるな。俺の手がべとべとだ」

「っやぁああ、ラディアスさま、んん──ッ」

　リーネは力を振り絞ってベッドに手をつき、再び彼を見下ろす。潤んだ視界で助けを求めるように彼の名を呼ぼうとした瞬間、ラディアスの唇の端が微かに上がった。

「じゃあ、ちょっとだけな」

　すると、ナカを満たしていた指が引き抜かれ、一瞬の空虚に寂しさを覚えた──のち、

「──あ」

　ぐっと、灼熱の楔が入ってくる感覚に言葉にならない声があがる。

「──ッ!!　ッ、……あ、あぁ……ッ、やぁ、あつ、あつい……ッ」

　とろとろにとろかされたそこを奥へと進み、否、リーネの腰を下ろされることで最奥まで届き、彼の楔がこつんと叩いた。ひくついていた肉壁が、待ちわびた熱をぎゅっと抱きしめる。胸に満たされる思いが広がった直後、ぞくぞくとしたものが全身にいきわたり、リーネの身体が大きく跳ねた。

「……ッ、んん……ッ!!　ん、あ……ッ」

　まるで自分の身体ではないぐらいに、勝手に跳ねる身体を、ラディアスがぎゅっと抱きしめる。それも、リーネが落ち着くまで。

「……っはぁ、は……、あ、んッ」

　肌がざわつき、何かが心と身体を通り抜けた感覚のあと、倦怠感に襲われた。

　どくどく、と大きく打ち鳴らす鼓動が自分のものだと気づいたときには、繋がっているところからリーネを満たす彼の熱がまだ解き放たれていないことを理解する。

「……ラディアス……さま」

「大丈夫だから、そんな顔をするな。指だけでは足りないと思ったから、少しだけ入れた。すぐに抜いてやる」

　そう言って頭を撫でてくれたラディアスは、宣言どおりリーネの腰を掴んで己の楔を抜いていく。出ていってしまう彼の熱を求めてナカがひくつき、満たされていた心に隙間さみしいができた。すっかり身体から力が抜けたリーネをベッドに寝かせ、上掛けをかけてから、ラディアスは呆ける彼女の額に唇を押し付けた。

「昨日の今日で無理をさせるわけにはいかない。……かわいくてつい入れてしまったが、次はもう少し、時間をかけてしような。……あ、いや、違うな」

　ふむ、と少し考えるそぶりを見せてから、彼は微笑む。

「時間をかけて、愛させてくれ」

　そう言ってリーネにくちづける。やわらかな唇の感触と離れていく彼のぬくもりに寂しさを覚えながら、彼を視線で追った。

「……今日は、屋敷から一歩も出るなよ」

「え……？」

「昨日の今日で、ちょっと不穏な動きがあるからな。頼むから、すべて終わるまでは俺のいうことをきいてくれ」

「あの」

「ここまでしか話せないんだ、悪いな」

　申し訳なさそうに微笑んだラディアスの笑顔を最後に、リーネは倦怠感からやってきた睡魔によって、眠りの淵に引きずり込まれる──。







　目が覚めたときには、夕方にさしかかっていた。

　ベッドの上でゆっくり身体を起こし、今までの寝不足が嘘みたいに頭の中がすっきりしている。しかし、身体の節々はぎしぎしと痛みを訴えてきた。

「…………慣れないことをしたせいだから？」

　乳母が最後に教えてくれたことが、唐突に思い浮かぶ。

　こういうときは普段使わないところを動かすらしく、翌日は身体がつらい、と確か彼女は言っていた。身体に微かな痛みを感じながらも、リーネが上掛けで身体を隠してベッドから降りようとしたところで、寝室にノックが響き渡った。

「──リーネさま。パトリックさまに言われて、身体を拭きに参りました」

　名を呼ばれ、返事をして中に入ってきたのは、いつもリーネを構ってくれる三人のメイドのうちのひとりだ。ワゴンの上には軽い食事が、その下の段にたらいが見える。もしかしたら、パトリックが気を利かせてくれたのかもしれない。しかし妙だ。いつも三人でいるせいか、彼女ひとりでいるのが珍しい。

「…………テディさん、今日はおひとりなんですか？」

「はい。……キャシーもアビーねえさんも、ちょっと今手が離せなくて……私が」

　いつも“リーネちゃん”と気軽に呼んでくれるテディから、なんとなく距離を感じて小首を傾げる。しかし、常に一緒にいるわけではないし、自分の気のせいかもしれないと思い直して、リーネはベッドの上で彼女に身体を拭ふいてもらった。

　湯を注いだたらいの中で布を絞ってから、テディは丁寧にリーネの背中を拭いていく。ここからでは彼女の表情は見えないが、やはりどことなく雰囲気が暗い。

「あの、昨日は途中で席を外してしまい、すみませんでした」

「……いえ」

「あ、テディさんが読んでいらっしゃった本は、もう読み終わりましたか？」

「あ……申し訳ありません、まだ」

「そう、ですか……。何かわからないことがありましたら、いつでもおっしゃってくださいね。そうそう、キャシーさんは編み物ができたのかしら！　また毛糸に指が絡まってないといいのだけれど……」

　ひとりで話すリーネの声だけが寝室に響くばかりで、テディの反応はいまひとつだった。

　何か、嫌な予感がする。

　それは言葉で説明できない、どこかで感じたような、そんな不安にも似たものだ。

　ふと、視界に入った己の手に、包帯が巻かれているのに気づいた。丁寧に巻かれているそれを見て、ラディアスか誰かが手当をしてくれたのだと思い至る。しかし、すぐにその奥にある鞭の痕を思い出した。

　呪いのようにぐじぐじと痛み始めたそれに、胸騒ぎを覚える。

　──……まさか……。

「はい、終わりましたよー」

　テディの声で我に返ったリーネは、顔を上げた。

「ずっと眠っていらっしゃったので、すぐお食事の準備をいたしますね。今日はリーネさまがお好きだとおっしゃっていた、スープをお持ちしました。やけどしないよう、少し冷ましておりますが」

「──キャシーさんとアビーさんは、どこにいるんですか？」

　リーネは振り返って、ワゴンに向かっているテディの背中に問いかける。

　なんでもない様子を見せているつもりだったが、微かに彼女の小さな肩が揺れたのをリーネは見逃さなかった。

「先ほどお伝えしましたが、今ちょっと街へ買い物に出ておりまして」

「いないんですね」

「……」

「テディさん」

　彼女がその場から動けなくなっているのか、どうしたらいいのかを考えているのかはわからない。が、リーネは嫌な予感に突き動かされるようにして、ベッドから立ち上がった。──のだが、

「ふぁ……ッ！」

　うまく下半身に力が入らなくなり、体勢を崩す。

　リーネの声を聞き、慌てて振り返ったテディが、両手を伸ばしてリーネの身体を抱きとめてくれた。ほっと息をついて、彼女から離れようとしたのだが、耳元で息を呑む声が聞こえて咄嗟に顔を上げる。

「……大丈夫ですか？」

　平静を装っているが、テディの額にうっすらと汗が滲にじんでいる。それを見て、リーネはテディの身体に触れ始めた。

「あ、あの、リーネさま!?」

　驚きの声を無視して、見えるところに何もないことを確認してから、ごめんなさい、と断りを入れて、袖口のボタンに手をかける。

「リーネちゃん、だめ……!!」

　そして外し終えて早々に、腕までめくり上げた。

「……ッ!!」

　そこには、なめらかなテディの白い肌に、這はうような赤く腫れた痕があった。見慣れたそれはリーネの手の甲にあるものと酷似しており、すぐにこの傷をつけただろう本人の高笑いが脳内に響く。

『あっはは、そうよ、リーネ。あなたのせいよ！』

　昨日、悪魔のような形相で鞭を振るった姉が、今頃勝ち誇ったように笑っている姿が目に浮かぶ。訪れた静寂の中、リーネは静かに息を吐き出した。

「………………ごめんなさい」

　ぎり。奥歯を噛みしめる音が聞こえたのか、テディが咄嗟にリーネの頬を覆う。

「リーネちゃん、大丈夫。私は大丈夫だから！」

「全然大丈夫じゃありません！　私の……、私のせいで……」

「違うの！　私たちが、ラディアスさまとパトリックさまの言いつけを破って街に出たのがいけないの!!　だからリーネちゃんのせいじゃないわ！」

「でも、現にみなさんを巻き込んだのは私です!!」

　こんなことなら、姉たちが来た時点でバレット邸から出ていけばよかった。

　昨日のキャンディスの様子を思い出し、握る手に力がこもる。自分の思いどおりにいかないだけでなく、ラディアスにも言い負かされてしまった。あの自己中心的な姉が、おとなしくあのまま引き下がるわけがないと、今になって思う。

　まとわりつく姉の影を、テディの手につけられた傷から感じ、唇を引き結んだ。

　やはり自分は幸せになどなれない。姉たちの傀儡くぐつとして生きていかなければ、周囲の人間にまで迷惑がかかってしまう。苦しい。何もできない自分が、腹立たしい。

　ラディアスだけではなく、優しく自分に笑顔を向けてくれた彼女たちを巻き込み、傷つけてしまった。手の甲の傷が、熱を持ってじくじくと痛む。

「ごめんなさい」

　目の前にある痛ましい傷がみるみる歪んでいくのがわかり、リーネは包帯のない手で目元を拭ってから顔を上げた。俯うつむくテディの背後にあるワゴンへ向かい、今ここにあるものでできるかぎりの応急処置をしていく。

「……何か言っていたでしょう？」

「え？」

「テディさん、姉たちに何を言われたんですか」

　きゅ、と彼女の腕を布で縛り、処置を終えたリーネはテディを見つめる。

　姉たちの狙いは、間違いなく自分だ。

　そうでなければ、テディだけ解放することはしないだろう。彼女たちはリーネを売った金が欲しい。そのために、姉たちから見て一番自己主張をしないだろうテディを伝令役として見逃したのだと思う。痛みという名の恐怖を植え付けるだけでなく、その傷を見たリーネの苦しみを煽あおるために鞭を打った。

　今までの姉たちのやり方を知っているからこそ、リーネは強くテディを見た。

「教えてください」

　すがるように言うと、しばらく逡巡したように視線を彷徨わせたテディが、口を開きかける。が、それは言葉になる前に閉じられた。

「お願いします！」

　再び彼女に懇願した直後──、

「それ以上は、僕の管轄です」

　唐突に挟まれた声に、リーネは顔を上げてワゴンの奥にあるドアを見る。

「どうも」

　そこには、見慣れた軍服を着た男が立っていた。

　ふぅ、と小さく息を吐き、彼は少しずつリーネたちのところへ近づいてくる。

「ルロイ……さま」

　彼の名前をつぶやくと、テディが微かに肩を震わせた。

「女性の内緒話に興味はないですが、内容が内容だけに聞かざるを得ないのでね。悪いけど、聞かせてもらいましたよ。テディさん、詳しい話は僕だけにしてもらいましょうか」

「どうしてですか！　私も」

「あなたはだめです。ラディアスさまから、ここを出るな、と言われましたよね」

「でも」

「これはラディアスさまからのご命令です。僕は部下として、上官の命令をきく立場にあります。あなたは、僕に命令違反をしろ、とおっしゃるんですか？」

「それ、は……」

「僕の仕事は、何かあったときのための報告です。これはそれに値する事態だと、僕が判断しました。僕はテディさんから事情を聞いて、それをラディアスさまに報告する義務があるのです。あなたは、僕の上官ではありません」

　だから、言うことをきく必要もない。

　言外にそう告げられ、リーネは口を閉じた。

　ルロイに迷惑をかけたいわけではない。しかし、当事者である自分が何もできないのは、嫌だ。どうしよう、どうしたらいい。考えても答えの出ない問答を脳内で繰り返している間に、ルロイがリーネからテディを引き離した。

「ルロイさま！」

「何をおっしゃってもだめですよ。僕は、任務を遂行します」

「構いません！」

「……はい？」

　咄嗟に出てしまった言葉の先を、考えてはいなかった。戸惑いを抱えつつも、考えながら言葉を紡つむいでいく。

「私、ルロイさまの邪魔はしません。……だから、私が勝手に行動する分には……問題ありませんよね？　だって、何があったとしても私の自己責任なんですから！」

「……あのですね、そういう屁理屈をおっしゃっても……」

「私は！　私の姉に会いに行くだけです。ラディアスさまも、姉たちに会いたいときは私に会っていいとおっしゃいました。だったら私が姉に会いに行くのも構いませんよね？」

「リーネさま……」

　あからさまに困ったように言われても、それでもリーネは引かなかった。

「私は、テディさんだけではなく、キャシーさんとアビーさんに、とてもとてもお世話になりました。姉ふたりに虐しいたげられている生活しか送ってこなかった私に、優しくしてくださったんです！　彼女たちを、巻き込んでしまったのは、他ならぬ私です。その状況で、私がおとなしくここにいるとお思いですか？　これは私の問題です！　その私にできることをさせてください！」

　はぁはぁ、と息を弾ませて言いたいことを伝えたリーネに、ルロイは驚いているのか、目を瞠みはっていた。リーネ自身も、こんなに大きな声を出して思いを伝えたことは初めてで、喉が痛い。それでも、決してルロイから視線を逸そらそうとはしなかった。自分が本気であることを伝えるために、ルロイを見据える。

　やがて、静寂に包まれた寝室に、小さな声が響いた。

「あの」

　それは、リーネでもルロイのものでもなく、ふたりの間で所在なげにしていた、テディのものだった。リーネとルロイが揃ってテディに視線を向けると、彼女はひとつ息を吐いて、何かを決意したように顔を上げる。

「ルロイさまには申し訳ないのですが、──相手はリーネさまがいなければ、ふたりを返さないとおっしゃってました」

「な……ッんで、今、言うかなぁもう」

　要求をある程度想定していただろうルロイが、頭を抱えるようにたため息をつく。そんな彼からリーネに向き直ったテディが、すがるように視線を向けた。

「私、待ち合わせ場所までリーネちゃんを連れて行ったら、アビーねえさんを返してくれる、って言われたの。たぶん、アビーねえさんの代わりにリーネちゃんを連れ去るつもりなんだと思う」

　それだとキャシーを返してもらえない。

　相手が何を考えているのかを考えようとしているところに、ルロイがうんと頷いた。

「まぁそうだよね。人質をふたりにしたのはそのためだよね」

　テディと揃ってルロイを見つめると、彼はため息をつく。

「いいですか、ここから先は僕の勝手な独り言ですからね、ひとりごと」

　明らかに独り言ではない声の大きさに、リーネもテディも口をつぐむ。ルロイは、顎の下に手を当てて己の考えを口にした。まるで、ひとりごちるように。

「まず待ち合わせ場所で、リーネさまと引き換えに人質をひとり解放する。おそらく、もうひとりはヤツらの潜伏先でしょうね。人質が揃わなければ、こちらも手は出せない。ひとりを救えば、もうひとりが危険な目に遭う可能性が高くなる。だから、安心してリーネさまをさらえるってわけです。潜伏先が知られなければ、追ってなどどのようにでも振り切ることはできる。で、あとはリーネさまに、残りの人質を解放してほしければ、自分たちの言うことをきけ、とでも言うんでしょうよ」

　ルロイの話を聞きながら、リーネはふと違和感に囚われる。

　姉ふたりの今までの行動は単純だった。キャンディスの発言は自己主張だけで矛盾だらけだが、目的がはっきりとしていた。従わせたいから、鞭を振るう。恐怖を与えていうことをきかせ、自分たちの思いどおりにするために、彼女たちはいつだって行動を起こす。だからこそ、この行動に首を捻ひねった。

　今回の一件、本当に姉ふたりが計画したことなのだろうか、と。

　まとわりつく違和感に、嫌な予感が交じってしょうがない。

「とにかく」

　姉たちらしくない行動について考えていたリーネを、ルロイの声が引き戻す。リーネは自然と俯いていた顔を上げた。

「人質を無事に救出するためには、リーネさまがいないとだめってことなんですね」

「……はい」

　テディの答えに、ルロイはため息をついてうなだれる。がっくりと肩を落とし、額に手を当てた。

「リーネさまに姉がふたりいることはラディアスさまから聞いてましたけど、この状況は分が悪いですね。人質をふたりとられているせいで、同時救出ができない。さらに言えば、この状況で安易に軍を動かすことにでもなれば、相手を逆なでする可能性もあります。それに相手はリーネさまの身内。どう考えても、僕が女装して身代わりになる手が通用しないわけでしょ？　監視中である僕がここを離れるわけにはいかないし、ラディアスさまへの報告だってあるわけで……。あああ、もう！」

　独り言を言いながら自分の髪をぐしゃぐしゃとかき乱したのち、ルロイは気持ちを切り替えるように顔を上げる。

「とりあえず、リーネさまは服を着てください。目のやり場に困るのと、こんなところを誰かに見られでもしたら、僕がラディアスさまに殺されます」

　はぁー、とこれみよがしにため息をついたルロイに、リーネはテディと顔を見合わせた。

　それから、リーネはテディに身支度を手伝ってもらいながら、彼女からあまり時間がないことを告げられる。それを寝室の外で待っていたルロイに伝えた直後、軍服から使用人に着替えた彼に連れられ、リーネとテディは足早に廊下を歩いていた。

「いいですか。手短に言います」

　先を歩く彼の小さな声を聞きながら、リーネは隣を歩くテディとともに、こくりと喉を慣らして真剣に頷うなずいた。

「相手の人数がどれだけいるのかわかりませんが、リーネさまたちの行動を見張らせている可能性があります。時間と場所だけでなく、リーネさまとテディさんを指名しているとなると、向こうもかなり慎重になっていることでしょう。ここまできたら、僕も御者として同行させていただきます。パトリックさんには事情を説明しましたので、相手に勘付かれることなく、ラディアスさまに状況が伝わるはずです。ですから──」

　そう言って振り返ったルロイは、真剣な表情でリーネとテディを見据みすえた。

「どうか、無理はなさらないでください」

　その真剣なまなざしに、息を呑む。

「ま、待ってください！」

　向こうの目的がわかっているのだから、指定場所には自分ひとりで行けばいい。これ以上、テディやルロイに迷惑をかけるつもりはなかった。

「これは私ひとりが行けばすむ問題です。ましてや、ルロイさまに命令違反をさせるわけには」

「僕は、リーネさまがお姉さまたちに会いに行くのに、同行するだけです」

「……え？」

「先ほど、あなたは僕に言いましたよね。姉に会いに行くだけだ、と。僕はラディアスさまの命令で、リーネさまのそばにいろと言われています。その任務を遂行するだけで、命令違反にはあたりません。僕が、勝手に着いて行くんですからね」

「それこそ屁理屈だわ……！」

「それに僕は軍人ですよ。国民の安全を守るのが仕事だ。相手が誰であろうとも、人質をとるなどという卑怯な真似をするヤツらは好きじゃありません」

「……ルロイさま」

「これだけは言っておきます。ラディアスさまは、絶対にリーネさまを諦めません」

　最年少とはいえ、戦場をラディアスと一緒に駆け抜けてきた彼の瞳を見据える。

「だからどうかリーネさまも、ラディアスさまを信じてください。ラディアスさまのために、ご自分を守ってください。それができるのは、リーネさまだけなのです」

　しっかり、はっきりとリーネに道筋を伝えたルロイは、返事を待つことなく玄関ドアを開けた。そこにはすでに馬車が用意されており、ひとりで行かせはしない、とテディがリーネの手を握りしめてくる。微かに震える彼女の手を、振り払えることなどできない。

　リーネは、きゅ、と唇を引き結び、馬車に乗り込んだ。
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　待ち合わせ場所の近くでルロイが馬車を停め、リーネとテディは揃って指定場所である噴水広場に向かった。人目の多いところなら、妙な真似ができないとでも思っているのだろう。まだ人質がいる状況でリーネ自身にそんな気はなかったが、相手はそれほど慎重だということだった。

　近くでパーティーでもやっているのだろうか、思ったよりも人で賑にぎわっている噴水広場の中を、テディとふたり人の波を縫って歩いた。やわらかな陽が落ちた濃紺の空に、あたたかみのある街灯が夜空を照らしていく。しかし、それだけでは足りず、人々は手元のランタンを持って己の道を照らした。

　そんな人々の日常を横目に、緊張をまとったリーネたちは噴水までたどり着いた。

「待ってたわ、私のリーネ」

　明らかに周囲の幸せな笑顔とは違う、どこか勝ち誇った微笑みを浮かべる魔女のような女性──ナタリアが口の端を上げる。そこに人質のひとりであるアビーの姿はない。

「……ナタリアお姉さま、アビーさんはどこですか」

「あらあらあら、お姉さまに対する態度がなってないのねぇ？　挨拶をするよりも先に、本題に入るだなんて、とっても不躾だわ」

　ふふふ、と笑いながら言われ、リーネは己の心が震えたのがわかる。しかし、ここで感情的になっても意味はない。ひとまず、リーネはナタリアの言うとおりにした。

「ごきげんよう、お姉さま」

「そうそう、お姉さまのご機嫌はしっかりとっておかないと、あなたが悲しい思いをするだけですからね？　私とキャンディスお姉さまを、これ以上幻滅させないでちょうだい」

「…………勝手なことをして、申し訳ございませんでした」

「いいこね。では、本題に入ってあげましょう。見るに、そこの使用人がちゃんと言いつけを守ったようですし？　私もひどいことはしたくないわ。だから、教えてあげる」

　すっと前までやってきたナタリアは、リーネの耳元に唇を寄せた。鼻先を、あまったるい不快な香水の香りが掠かすめ、顔をしかめる。

「──私の背後にある酒場で、監視の男と一緒にいるわ」

　すぐにその場から駆け出そうとしたリーネの行動を読んでか、ナタリアが腕を掴んだ。

「お姉さま、放して……！」

「だめよ。おまえは私と一緒にきなさい、キャンディスお姉さまがお待ちよ。だから、行くのなら、あんたが行きなさい？」

　リーネのそばで控えていたテディへ視線を向けただろうナタリアの声は、絡みつくようなねっとりとしたものだった。不快感に身体が微かに揺れ、周囲の声にまぎれてテディの足音が近づく。

「私は大丈夫ですから、テディさんはアビーさんをお願いします」

「……リーネさま」

「キャシーさんは任せてください」

「ほら、この子もそう言ってるんだから、さっさとお行き」

　しっし、と手を振るナタリアを見ずに、隣にいるテディの気配が動く。

「申し訳ございません」

　立ち去り際、小さくそう言ったテディの声を聞いてリーネは安堵の息を漏もらした。アビーの身に何もないことを祈りながら、人に紛れていく彼女の背中を見送った。

「さて、と。私たちも移動するわよ」

「お姉さま」

　ここから離れようとするナタリアを見上げる。

「アビーさんは無事なの？」

　ちらりと視線をリーネに向けた彼女は、小さく息を吐いた。

「安心なさい。そこまでひどいことはしてないわ。お姉さま曰く、傷が残らない程度の力にした、って言っていたから」

　それはつまり、鞭を振るったということだ。

　心が、ずきずきと痛む。アビーになんて詫びたらいいのだろう。視線を落とすリーネの腕を強引に引っ張り、ナタリアは人の波にまぎれ込んだ。幾ばくかの不安を感じながらも、あとはルロイを信じるだけだと気持ちをしっかり持ち、リーネは前を向く。

　しばらく人の波を彷徨うように歩いて広場を出ると、リーネは一台の馬車に乗せられた。

　場所をわからなくさせるためか目隠しをされ、徐々に人の声が遠ざかっていく。やがて馬の蹄の音だけが聞こえる中、ゆっくりと馬車が停まった。

　目隠しをされたせいか時間の感覚はほとんどなかった。

「ほら、着いたわよ」

　ナタリアの声とともに手を引かれ、目隠しをしたまま馬車から下ろされる。

　さすがにひとりで歩くことはできないリーネに、寄り添うようにして身体を支えてくれたのはナタリアだった。そうして連れてこられた先で、ようやく目隠しが外される。

「リーネちゃん……!!」

　ぼやけた視界の中で、聞き慣れた声が聞こえた。

　ゆらゆら揺れる明るい何かが、ぶら下げられたランタンだということに気づくまで、少し時間がかかった。徐々にはっきりしてくる視界の中、ようやく自分の状況が見えてきた。

「キャシーさん!!」

　先ほど名前を呼んでくれたキャシーが、必死な形相で駆け寄ろうと身を捩よじっている。しかし、彼女の背後にいる屈強な大男に両手を後ろにされているのだろうか、身動きがとれないようだった。そのキャシーの隣では、キャンディスが勝ち誇った笑みを浮かべて木箱に腰を掛けている。自慢のドレスが汚れないよう、その下に布を敷いていた。

「ようこそ、リーネ」

　天井の高い石造りの壁、冷えた空気に交じる埃ほこり、重ねられたいくつもの木箱は大小様々だ。リーネはここと似たような部屋を、城の地下で見たことがある。城の備品や食料を備蓄しておくための広い空間を、使用人たちは倉庫と呼んでいた。

　城と違い、ここまでの道のりが平坦だったことを思い出し、地下ではないことを知る。しかし、なぜだ。スプリングフィールド家にこのような場所が残っていたなんて話、リーネは知らない。もし知っていたら、父の薬代にするため、さっさと売却していたはずだ。

　それなのに、どうして。

　浮かんだ疑問への答えなど返ってくるはずもなく、キャンディスは木箱から優雅に下りる。すると、リーネの腕を掴んでいたナタリアも離れ、キャンディスのそばへ向かった。

「……ごきげんよう、キャンディスお姉さま」

「そうね、挨拶は大事ね。でもリーネ、それよりも先に私に言うことがあるんじゃなくて？　わざわざ、そう、わざわざ、あなたを迎えにいってあげたのよ？　この私が」

　歪ゆがむ彼女の口元から、不快感と恐怖が入り混じった感情が生まれる。

「…………ご足労を」

　その瞬間、空気を切る音を耳にしたと思ったら視界が揺れた。乾いた音とともに頬が一気に熱くなり、じんじんと痛み始める。そこで初めて、頬を叩かれたのだと知った。

「違うわ」

　冷えたひと言が落ち、リーネは痛みから蘇る恐怖で唇が震えた。

　初めて鞭を振るわれたときのことを思い出し、恐怖に侵食していく心を必死に押しとどめる。大丈夫。まだ身体に残っている彼のぬくもりにすがるようにして、自分を抱きしめた。

「……ご面倒をおかけして、……申し訳ございません」

　微かに震える声に気を良くしたのか、はたまた聞きたかった言葉に満足したのかわからないが、それ以上手をあげられることはなかった。キャンディスはふん、と鼻を鳴らして冷えた微笑みを浮かべる。

「まぁいいでしょう。どうせ今日で顔を見るのは最後になるのだから」

「……それ、は」

「昨日言わなかったかしら？　あなたを買ってくださる方を見つけた、と」

「聞きました。でも私は……！」

「おだまり！」

　周囲に響く大きな声に、リーネは条件反射で肩をすくませる。

「誰が口ごたえしていいと言った！」

　肩を震わせ、口をつぐむリーネの心は、小さなころから重ねて植え付けられた“恐怖”という呪いによって、すっかり萎縮いしゅくしてしまっている。どうしてこんなことをするの、と疑問を持たせることなく、気づいたら彼女の苛立ちをぶつけられるように怒鳴られていたあの日々。

　それがリーネの心を、唇を縛り、言葉を失わせた。

「──まぁまぁ、そう怒ったところで、美しい顔にシワが刻まれるだけですよ」

　どこかで聞いたことのある優雅な声とともに、上へと続く階段から現れたのは、

「……ハーネスト……伯爵……さま」

　最初、リーネが嫁ぐ予定だった男の姿だった。

　彼の名前をつぶやいたリーネの前から、キャンディスが振り返る。そして、こちらに向かってやってくるハーネストを見上げた。

「ハーネスト伯爵さま！　このたびは、うちの愚妹が申し訳ございません……！」

「ああ、いえ、お気になさらず。こうして妹さんが戻ってきたのです、喜ばしいことではありませんか」

　大仰に両腕を振り上げ、下卑げびた笑みを浮かべたハーネストを前に、リーネは頭がついていかない。一体、何がどうなっているというのだろうか。驚きに目を瞠るリーネの前までやってきたハーネストは、ふふ、と笑った。

「いやいや、本当に本当によかった。私の手違いで彼女を帰してしまい、さみしい思いをしていたところだったんですよ。お姉さま方が出港前に私を見つけていただき、本当に助かりました。お話を聞き、お姉さま方のお気持ちに動かされなければ、捜すことはできませんでしたからね。お姉さま方のご協力があってこそ、私はこうしてリーネ嬢にお会いすることができました」

「とんでもない！　私たちは、聡明なハーネスト伯爵さまのおっしゃるとおりに動いただけですわ」

　手違い。さみしい思い。協力。言ったとおりに動いただけ。

　どこまでが本当で、どこまでが嘘なのかはわからない。わからないが、そういうことらしい。

　察するに、残りの金が入らなかったことに腹を立てた姉たちがハーネストに連絡をとったのだろう。ハーネストは自分が女装したルロイを選んだ手前、何もできないでいた。そこへ、姉ふたりから連絡がきたのをいいことに、彼女たちに協力を仰いだのかもしれない。

　姉ふたりは金欲しさに、ハーネストは消えた女ではなくリーネを手にするために、互いを利用し合ったのだだろう。

　これで、リーネの抱いていた違和感が払拭ふっしょくされた。

　ハーネストが協力していたのなら、この手の込んだ状況も頷ける。きっとハーネストに資金援助をしてもらったから、彼女たちは何不自由なく、王都に出られたのだ。リーネの記憶では、水や食料を買う金額しかなかった。それもわずかで、馬車や滞在中の衣食住を賄える金額など、もってのほかだ。しかし、ハーネストがすべて裏で手を引いていたと思えば、すべてが繋がる。

　だからといって、ラディアスや、みんなを傷つけていいわけではない。

　関係のない人間を平気で巻き込んで傷つける彼らに、胃の奥底がどんどん冷えていく。こんな人たちの言いなりになど、なりたくない。なってなどやるものか。

　もう、彼女たちのために自分を諦めることはしない。

「……私は」

　いまだ恐怖に震える心を押して、リーネは姉ふたりとハーネストを見据える。

「私は、あなたの妻にはなりません」

「リーネ!!」

「お姉さまたちになんと言われようと、どれだけ鞭を打たれようとも、私はハーネスト伯爵さまには嫁ぎません。私は、……私は」

　視界の端でキャンディスの手が再び振り上げられるのを捉えても、それでもリーネは視線を逸らさなかった。

「ラディアスさまを幸せにするんです！」

　自由でいていいと、自分を諦めるなと言ってくれた男ひとのために、生きたい。

　自分の痛みを厭わず、他人の傷まで背負い込んでしまうような人だからこそ、そばにいたいと思った。

「私が、そうしたいんです！」

　リーネは今、初めて自分のために“選択”した。

「この、愚か者……ッ!!」

　怒りのままに振り下ろされるキャンディスの手に痛みを覚悟した瞬間、リーネの背後から大きな音が倉庫内に響き渡る。振り下ろそうとしていたキャンディスが手を止め、ハーネストを見た。彼は驚きに目を瞠り、首を横に振る。

　そこへ、数人の足音とともに雄叫びを上げながら刃を交わす音が聞こえ、再び大きな音があがった。その音で我に返ったリーネは、キャンディスが目の前の乱闘を見てその場で固まったのをいいことに、振り返ることなくドレスの裾を掴んで駆け出す。

「相手は数人だ、さっさと片付けろ……！」

　キャンディスとハーネストの間を駆け抜け、彼の指示となだれ込むような男たちの怒号が入り交じる喧騒を背に、キャシーの前で足を止める。

「その人を、放してください」

　泣きそうになっているキャシーの手を拘束している大男に、言う。彼がニヤリとすきっ歯を見せたところで、彼の背後にある階段から、盛大に男が転がり落ちてきた。

　何事だと大男が勢いよく振り返ったのを見て、咄嗟に身体が動く。

「──ッてぇ！」

　キャシーの自由を奪っている大男の腕を掴み、思いきり噛み付いてやった。

　埃臭さとつんとするような体臭が鼻先を掠めたが、それでもキャシーを自由にするまでは放さないつもりでしがみつく。それが功を奏したのだろうか、大男は急な痛みにキャシーを掴む手を放し、リーネを払おうと腕を振り上げた。その拍子にリーネは噛み付くのをやめ、自由になったキャシーともども走り出そうと足を踏み出す。しかし。

「リーネちゃん！」

「いっ……ッ」

　背後から髪を思いきり引っ張られてしまい、顔をしかめる。痛みによって抗う力を奪われ、リーネは目に涙をにじませてキャシーから遠ざけられてしまった。

「キャシーさん、逃げ──」

「捕まえたぞ」

　耳に生暖かな息をかけながら囁く大男の声に、不快感が肌の上を這う。気持ち悪い。そう思ったときには、耳の輪郭を舐め上げられていた。嫌だ。怖い。大男に触れられたところから、嫌悪が身体全体に広がり、目に涙が浮かぶ。嫌だ、いやだいやだいやだ。

　──ラディアスさま……ッ。

　彼以外の男が自分に触れていることに、耐えられない。

「いやぁ……ッ!!」

　とうとう叫び声をあげたリーネの目の前に、人が降ってくる。きっと、背後にあった階段から飛び降りたのだろう。ふわりとその場に着地した人物は、キャシーに何かを伝えているようだった。彼女は涙目で何度も頷き、その場を離れる。彼女の背中を見送ることなく、その人物が振り返ると、リーネの眦まなじりから涙が一粒こぼれ落ちた。

　月の光を思わせる銀髪を揺らし、琥珀色の瞳を向けられる。

「ラディアスさま……!!」

　目の前に現れた彼の姿に、心が安堵に包まれた。今すぐにでも駆け出したい気持ちを抑え、リーネは彼の名を呼んだ。ラディアスはちらりとリーネを見て瞳を細めると、長く息を吐き出す。

「あらかじめ、言っておく」

　その鋭い視線に気圧されたのか、彼の雰囲気に圧倒されたのかはわからないが、大男は小さく悲鳴のようなものをあげる。

「俺は、容赦しない」

　そう言って、冷笑を浮かべるラディアスに恐れをなしたのか、大男はリーネの髪を手放す。しかし、ラディアスは身を低くして大男を見据えていた。

「馬鹿が、もう遅い」

　喧騒に紛れてつぶやかれた言葉が、果たして背後にいる大男に聞こえたのかどうか定かではない。が、ラディアスはすぐに地面を蹴って駈け出し、真正面から突っ込んでくる。

　あとは、一瞬の出来事だった。

　自由になったリーネを腕に抱き、振り返るように左足を振り上げると、逃げかけていた大男の脇腹にめり込ませた。嫌な音が微かに届くとともに、大男はラディアスの蹴りによって地に伏す。

「リーネ、無事か」

　ラディアスの腕の中、必死にしがみつくリーネは、彼のぬくもりと香りに抱かれて何度も頷いた。

　それに安心したのか、ラディアスがリーネの背中をぽんぽんと軽く叩いて身体から離す。その表情は「まだ終わっていない」ことを告げていた。横からしがみつくリーネの肩を抱き、いまだ乱闘が続く倉庫内を見回す。

　そして逃げようとしているハーネストに向かい、その前に立ちはだかった。

「どこに行かれるおつもりで？」

　乱闘に気を取られ、ラディアスの存在に気づいていなかったハーネストが振り返り、驚きに目を瞠る。

「ひぃッ！」

「あまり、俺を本気にさせないでくれませんか、ハーネスト伯爵」

　ラディアスがハーネストににじり寄ると、相手は逃げるように後ろへ下がった。どんどん乱闘のほうへと近づいていく。
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「国で禁止されている植物を密輸し、それを敵国に売りさばいて我が陛下の不興を買うだけでなく、さらに俺の妻をさらうだなんて、馬鹿のすることだ」

「な、な、何を根拠に……！」

「おまえの家にあることは、こちらも調べがついている。火をつけるだけで気持ちいい気分にさせるんだってな、その植物。今頃、俺の部下があんたの屋敷で証拠を見つけているところだ。ああついでに、軟禁されてる女たちも自由にさせてもらうからな。それでもまだ言いたいことがあるのなら、どうぞ」

　あわあわと慌てるハーネストが、悔しげに唇を噛む。

「……どうして、こんなことに……。たった数人でこの人数が……！」

「教えてやる。おまえの敗因は、俺を怒らせたことだ」

「!?」

「今は一小隊を預かっている身だが、俺は元来剣を振るう方が性に合ってるんだよ。調べたんだろう？　俺のことを。それを知ってもなお、ケンカを売るということは、命をかけるのと同義だ」

「ち、ちが、私は……！」

　ハーネストが言い訳しようとしている間に、ラディアスは腰に下げた剣を引き抜いて、その切っ先を突きつける。ごくり、と喉を慣らしたハーネストから、ラディアスは乱闘の中心に向かって声を張り上げた。

「おまえらの雇い主は俺の手の内にある！　これを見てもまだ抵抗したい者だけ、俺が相手になってやろう。暴れたいやつだけかかってこい！」

　倉庫内に響き渡る彼の声によって、徐々に抵抗していた男たちから戦意が失われ、手にした剣が次々と地へ落ちていく。その金属音を聞きながら、この場を制したラディアスは剣を鞘に収める。

「連れて行け！」

　ルロイとともに入ってきた軍人たちが、ハーネストと金で雇われただろう男たちを次々と連れて行った。その背中を見送りながら、ラディアスが呆けた顔でその場に座り込むキャンディスと、彼女に寄り添うようにして身体を震わせるナタリアの前に立つ。

「おまえたちは、好きなところへ行くがいい」

「……お咎とがめは……」

　恐る恐る口を開くナタリアに、ラディアスが首を横に振って応えると、彼女はほっとしたように息をつく。

「身、ひとつで生きていくのだな」

　そのひと言に、呆けていたキャンディスの視線が上がり、ナタリアは固まった。リーネも彼の言っている意味がわからず、首を捻る。

「悪いが、あんたたちのことは陛下に報告させてもらった。国の要である辺境伯が腑抜けでは困る。あんたたちが戻るころには新しい辺境伯が着任しているだろう」

「……それ、は」

　キャンディスが震える声で問う。

「もう、あんたたちの帰る家はないということだ。……その身で人の心を知ることができたら、また顔を合わすこともできるだろうよ」

　それだけ言うと、ラディアスはリーネの手を掴んで歩き出した。何もかもを失ったことにようやく気づいたのか、虚空を見つめるキャンディスに寄り添い、途方に暮れるナタリア。ふたりの姉とラディアスの背中を交互に見つめ、前を向こうとした瞬間、父の最後の言葉が蘇る。

『姉さんたちと仲良くするんだぞ。私がいなくなったあと、この世で血が繋がっているのはキャンディスとナタリアだけになる。すまないな。私のかわいい愛しいリーネ』

　病床で最後に頭を撫でられたときの記憶が、リーネの身体を動かした。ラディアスの手を放して振り返ると、リーネはふたりに向かって駆け寄った。

「お姉さま、あの」

　虚うつろな視線を向けたのは、ナタリアだ。キャンディスは何かが切れたようにぶつぶつつぶやいている。すっかり意気消沈しているナタリアを前に、リーネは胸元から布袋を取り出すと、それを彼女の手にしっかりと握らせた。

「何よ」

「……私の、稼いだお給金です」

「……」

「街へ買い物に行くと言って屋敷から出るときに、家令のパトリックさんが渡してくれました」

「……それを渡すなんて、お人好しも大概にしなさいよね。馬鹿にされてる気分だわ」

「誰がただで差し上げるって言いました？」

　笑顔で答えたリーネに、虚を突かれたナタリアが目を瞠る。その表情を見ながら、リーネはナタリアの少し汚れた髪飾りを手にした。

「買い物もせずに帰るわけにはいきませんから、この髪飾りをくださる？」

「…………好きにしなさいよ」

「ありがとうございます。でもこれ、確かナタリアお姉さまのお気に入りなのよね？」

「…………そうよ。よくそんなこと覚えていたわね」

「だってナタリアお姉さま、お父さまに買ってもらったって、私に自慢していたから」

「……」

「えと、だから……、だからね。本当にこの髪飾りが気に入っているのなら、いつか私に会いにきてください」

「……は？」

「そうしたらお返しするわ。それから」

　きゅ、と唇を引き結び、リーネはナタリアを見つめる。

「そのときに、私とちゃんと喧嘩をしてください」

「……」

「私、どうしてお姉さまたちにひどいことをされたんですか？　その理由がわかりません。どうして鞭で叩かれるのか、どうしてひどいことを言われたのか、……私も考えませんでした。私、気づいたんです。考えないことと、向き合わないことは、同じだって……。だから、喧嘩をしましょう。私もお姉さまたちに今まで嫌だったことを言います、お姉さまたちも私のどこが嫌いなのかを教えてください。私とも、向き合ってください」

　ナタリアはリーネの話を聞き、何も言わなかった。

　リーネもまた、彼女からの返答を聞くつもりもない。

「そのときがくるまで、これは私が大事に使わせてもらいますね」

　最後にそう言ってその場から立ち上がり、リーネはラディアスの背中を追いかけた。

　きっと、これでいい。

　父もこれ以上は望まないと思いたい。姉妹仲良くできなかったが、これから父の言っていた“仲良く”を目標にすることはできる。あとは、姉ふたりの心持ちしだいだ。

　顔を上げ、入り口で待っていたラディアスの手を自分から取って、リーネは微笑む。

　彼は何も言わずにリーネの手を握り返し、一緒になって外へ出た。馬車の中に入っていく男たちを横目に、ラディアスはキャシーとリーネを一緒にさせてからルロイを呼びつけた。

「俺はまだもう少しやることがある。ルロイを護衛につけるから、先に屋敷へ戻っていてくれないか。傷の手当もあるしな」

　眉根を寄せたラディアスが、リーネの頬をそっと指の腹でなぞる。そこはキャンディスに叩かれたところで、傷がないと思っていた。が、彼の指の感触に、痛みが走る。もしかしたら、キャンディスの爪で肌が切れたのかもしれない。しかし、どうにもラディアスのそばから離れがたかった。

「安心しろ、終わったらすぐに戻る」

　ラディアスはそう言ってリーネの額にくちづけると背中を向け、やってくるルロイとすれ違うように歩き出した。

「まーったく、ラディアスさまってばこういうときぐらい、リーネさまと一緒にいたらいいのに」

「ルロイさまの言うとおりだと、私も思います！」

「ですよね、キャシーさん。あのおっさん、内心ではきっとリーネさまと一緒にいたいと思ってるんですよ、うん、間違いない。それなのにかっこつけちゃってさ」

　キャシーとルロイの話を聞いて、リーネは苦笑を浮かべる。

「まぁでも、今夜は久々にラディアスさまの凛々しいお姿を拝見して、僕も熱くなりました！　やはり英雄はこうでなくては！」

　キラキラと瞳を輝かせるルロイの話を聞きながら、リーネは首を傾げる。

「あの……英雄というのはユリシーズさまのことではないのですか？」

　ふとした疑問を口にしただけだというのに、ふたりは揃って目を瞠ってから顔を見合わせた。その行動を不思議そうに見ていたリーネに、口を開いたのはルロイだった。

「あの、リーネさまが何を誤解していらっしゃるのか知りませんけど、ユリシーズっていうのは英雄の総称なんです。だから、名前じゃなくて、この人が持ってる称号？　みたいなものなんですよ」

　えーと、だから、つまり。

　ルロイは少し困ったようにつぶやいてから、真実を口にする。

「英雄ユリシーズは、ラディアスさまのことです」

　そのひと言に、リーネは絶句した。
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“彼”は昔から、リーネにとって身近な存在だった。

　それは“兄”となり“憧れ”となり、そして──言葉カタチにできないものへと変わる。その、言葉にできないあやふやな感情が、今また、変化しようとしていた。

　思いもよらない真実のせいで。

「──んもぉおおおお、リーネったら！　急にどうしちゃったのよ！」

　アビーの声が廊下にこだまするのを聞きながら、リーネは必死になって両足に力を入れた。歩かないという意思を伝えるために。

「さっきまではおとなしかったでしょう!?　お風呂にも素直に入ってくれたし、いつもなら嫌がる身体まで洗わせてくれたじゃない！」

「そうよそうよー。いきなり逃げようとするだなんて、何かあったの？　あ、キャシーとアビーねえさん、そろそろ角曲がるから、気をつけてねー」

　右手をキャシー、左手をアビーが掴み、リーネの身体を引きずるようにして、ふたりは後ろ向きに歩いている。そんな彼女たちの後ろ、つまりリーネの前方にはテディがのんびりとした声を出しながら、指示を出していた。

　──あれから、絶句したリーネをルロイとキャシーが馬車に乗せたのだろう。

　頭の中がすっかりラディアスのことでいっぱいになっていたリーネは、何がなんだかわからないまま、バレット邸へ連れて来られていた。そして待ち構えていたテディとアビーによって浴室に連れて行かれ、身体を磨き上げられ──、気づいたときには、三人に成されるがまま彼女たちが買ったというナイトドレスを着せられていた。

　そこでリーネはようやく我に返る。

『合わせる顔がないですから……！』

　そう叫んで逃げ出そうとしたところを、三人のメイドたちが華麗な連携でもって取り押さえたのだった。咄嗟にリーネの両脇を掴んだのはキャシーとアビー、そしてテディが補佐にまわることでリーネをラディアスの寝室へと誘導する。

「アビーねえさん。このままじゃ埒らちが明かないから、私が背中を押すね」

「頼んだ、キャシー」

「はーい！」

　右手を放したキャシーが、宣言どおりリーネの背後へ回って背中を押す。両腕を引っ張られるよりも、急に速度が上がった。さらに角を曲がった奥には、ラディアスの寝室が待ち構えている。それを目にして、リーネは首をぶんぶんと横に振った。

「合わせる顔がないので！　今、今はだめなのです！」

「あのねぇリーネ。合わせる顔も何も、ラディアスさまにとってはどうでもいいの！　そんなことよりも、寝室にあなたがいないことを気にするわ。あの人はそういう方なの！」

「そうそう。アビーねえさんの言うとおり！　それにリーネちゃんだって、言ってたじゃない。──ラディアスさまを幸せにするんだって」

　乱闘前の発言を唐突に語られ、リーネは思わず顔を上げる。あまりの恥ずかしさに、今にも顔から火がふき出そうなほど、熱くなった。

「キャ、キャシーさんッ！」

「えーえー、なにそれ！　ちょっとあとで詳しく聞かせなさいよね、キャシー！」

「わーわー、私も聞きたい！　私も聞きたい！　きーきーたーいー！」

「テディ、うるさい！　後ろでぎゃーぎゃーわめかない！」

　興奮する三人の声を聞きながら、全力でこの場から逃げ出したくなる。そうは思っても、リーネが顔を真っ赤にさせている間に、寝室のドアが迫っていた。近づくたびに彼女たちの声がなくなり、テディがドアを開ける音が廊下に響くほど静かだ。

　すでに寝室は目の前にあり、リーネの身体から抵抗する力が抜ける。

　一歩前に踏み出せば、そこはもうラディアスの寝室だ。しかし、その一歩が踏み出せない。その場で立ち止まったリーネを不思議に思ったのか、アビーが声をかけてくる。

「リーネ？」

　どうしたの、と問いかける優しい声に顔を上げると、アビーの頬が目に入った。少し腫れている彼女の頬を痛ましげに見てから、リーネは自由になった己の手をぎゅっと握りしめた。

「ごめんなさい……!!」

　そのひと言しか、出なかった。

「ごめんなさい、ごめんなさい、……ごめんなさい」

　謝りながら、自然と目に涙が浮かぶ。これ以上なんて言えばいいのかわからなかった。

　視線を上げたリーネの表情を見てなのか、それとも急に謝られたことに驚いたからなのか、アビーとテディが目を丸くする。

「なになに、どしたのー？」

　明るい声で、後ろから顔を出したのはキャシーだ。彼女もまた目を丸くして驚いたような表情をすると、三人揃って顔を見合わせた。

「……みなさん、ごめんなさい。……私の……、私の、せいで……」

　リーネの思い詰めた声と視線に何かを察したのだろう、最年長のアビーが口元を綻ほころばせる。

「もし、怪我のことを言ってるんだとしたら、その心配は無用だよ。リーネ」

「え？」

「大丈夫だよー、リーネちゃん。私とアビーねえさんは、キャシーとリーネちゃんが戻ってくる前に、ほら、このとおり！　しっかり治療してもらったから安心して！」

　言いながら、テディは笑顔で自分の腕を見せてくれた。彼女の華奢きゃしゃな腕に巻き付く包帯が少し痛々しいが、治療を受けていることにほっとする。

「私も、ふたりがリーネを風呂に入れてる間に診てもらったからね」

　さらにキャシーも付け加えてくれた。

　安堵の息を吐くリーネだったが、彼女たちと顔を合わせることができない。自分が傷つけたわけではないとはいえ、姉がやったことを思い出して心が痛む。しかも、それを今の今まで考えられなかったことを申し訳ないと思った。

「……私、みなさんに……優しくされる資格がありません。……みなさんが怪我をして大変だっていうのに、さっきまでずっとラディアスさまのことで頭の中がいっぱいで、彼のことしか考えられなくて……だから、みなさんに謝るのも、全部遅くなってしまって……、ああ、もう、私どんな顔してみなさんの前にいたらいいのか……」

　尻すぼみになるリーネの声とは逆に、握りしめる手に力がこめられる。そこへそっと手を添えたのは、他ならぬ三人だった。包まれたぬくもりに導かれるようにして視線を上げると、三人の優しい微笑みに迎えられた。

「リーネちゃんが、助けに行くって言ってくれたから、私はまたアビーねえさんとキャシーに会えたわ」

「リーネが、テディの怪我に気づいてくれたから、私はまたみんなに会えた」

「リーネちゃんが、助けに来てくれたから私はみんなと会えてここにいる」

　テディ、アビー、キャシーが順に告げてくる言葉に、鼻の奥がつんとする。目の奥が熱くなって、じわじわと視界が歪んでいった。手から、言葉から、表情から伝わる優しさに包まれて、リーネはぼろぼろと涙をこぼした。

「だからそう、自分を責めないで」

「私、リーネちゃんがキャシーと一緒に戻ってきてくれて、すっごくすっごく嬉しかったよ！　アビーねえさんと祈ってるときのほうが気が気じゃなかった！」

　それはリーネだって同じだ。

　キャシーとアビーの無事な姿を見るまでは不安でしょうがなかった。もし万が一のことがあったらどうしようと、そればかり考えていたように思う。だから、彼女たちの姿を見てとても安堵した。

「私たちの傷はリーネのせいじゃないわ」

　そんなことはない。直接彼女たちを傷つけたのは、他でもない自分の姉たちだ。それもリーネが素直にふたりの言うことをきかなかったせいで、つけなくてもいい傷をつけられてしまった。いくら彼女たちがそう言っても、リーネは自分のせいだと、首を何度も横に振った。

「それにね、リーネ」

　アビーが再び優しく声をかけてくる。

「ラディアスさまのことで頭がいっぱいになってもいいの」

　すると、うんうん、とキャシーが頷いて続けた。

「むしろそれが普通？　っていうのかな？」

「だねー。なんていうか、それだけラディアスさまのことを大切にしてるんだなって思うと、ご主人さま愛されてるねよかったねーって、嬉しくなるもんね」

　彼女たちは言いながらリーネの前からひとり、またひとりと場所をあけ、背後にまわっていく。きょとんとするリーネをよそに、幸せそうに微笑むテディを最後に、寝室への道が開かれた。

「まぁ、とにかく？　合わせる顔がない、なんて言わないで。リーネだって、ラディアスさまに会いたいんでしょう？」

　耳元で囁ささやいたキャシーの優しい声に、リーネは素直に頷うなずく。

　彼の本当の姿を知って、喜びよりも今までの自分の不遜とも言えるべき態度に猛省した。それはもう時間の感覚がなくなり、ついさっき我に返るまでずっとだ。だからと言って会いたくないわけではない、ただ少し気持ちを整理する時間がほしかっただけ。

「だったら、悩む必要ないんじゃないかな。私たちの知るラディアスさまは、細かいことを気にするような人じゃないよ」

「……でも私、ユリシーズさまだと知らずに、ラディアスさまに失礼なことをしてしまいました。あんなに、あんなに優しくしてくださったんです。初めて私をハーネスト伯爵のところから連れ出すときだって、直接ご自身で交渉して私を自由にしてくれました。他にも、風で飛ばされた肩掛けショールを取りに、私が川に入ったときだって……、ご自分が濡ぬれるのも厭いとわず私の身を案じて追いかけて……叱ってもくださったんです。ちゃんと自分のことを考えろって……。そうおっしゃってくださるのは、ラディアスさまだけでした……」

　今までの彼の行動をなぞりながら、突如、既視感に襲われる。今、リーネが語った人物を、リーネはラディアス以外で知っている気がする、と。しかし、それを考えるよりも先に、溢れる想いが唇から言葉を紡つむぐ。

「私はここにきて、みなさんと出会って、ラディアスさまを知って、……もっともっと一緒にいたいと思いました。人の傷も自分のように思って一緒に心を痛められる優しい方だからこそ、幸せになってもらいたいんです。その手助けが私にもできるのなら、それはとても幸せなことだと思いました。だから、幸せにしたい、と、そう……」

　背中に触れるみんなの手が、リーネの背中を押し出すように軽く叩いた。

「それを、人は恋と呼ぶのよ」

　耳元で囁いたキャシーの声で三人から背中を押され、リーネは一歩前に踏み出す。

　寝室に入って、鼻先を掠かすめた香りにどうしようもなく胸が苦しくなった。締め付けられる名前のない想いに包まれ、リーネは部屋の中央で目隠ししていた自分の思いを自覚する。

　恋。こい。コイ。──恋。──それは、誰かを好きだということ。

　今まで、その言葉が当てはまる人物は他にいた。

　ときには大胆不敵に正面から敵の本陣へとつっこみ、ときには隊の殿しんがりを務めて部下の命を救う。その場に応じて状況を把握し、戦況を掌握しょうあくすることに長たけ、機転を利かして我が国を何度も勝利へ導いてくれたという。気高く高潔、それでいて心優しい武神のごとき大英雄──それが、その男が、いつの間にかリーネの中で“ひとりの男”に変わった。

“彼”が誰であろうと関係ない。リーネの心にいるのは──今も昔も“ラディアス”ただひとりだ。そう思うと、リーネの心にあった感情に名がついた。

「……私は、ラディアスさまが」

　胸に迫るあたたかな想いに導かれるようにして振り返り、それを初めて言葉にする。

「好き」

　たったひと言、口にするだけで幸せが胸の中に広がるとともに──、リーネはその場で固まった。

「……」

　嘘。信じられない。なぜ。どうして。そればかりが頭の中を駆け巡り、呆ける彼女の前で、その人はいたたまれない様子で頭の後ろをかいた。

「………………ありがとう、で、いい、のか、こういう場合」

　たどたどしく答えたのは、何を隠そういるはずのない告白の相手ラディアスだった。

　バタン。無情にも寝室のドアが閉められ、駆け出す複数の足音が遠のいていく。それを聞きながら、リーネはようやく状況を理解した。

「……ど、して、あの」

　戸惑いを口にしたリーネは、言いながら我に返る。そういえば、ラディアスはいつから後ろにいたのだろうか。そして、どこから会話を聞いていたのだろう。聞くには恐ろしく、だからといって聞かないままではいられない気持ちを無視できず、疑問を口にする。

「…………ど、どこから……」

「あ、ああ。廊下でリーネが三人に引きずられているところを見ていたときから、かな。いつ声をかけたらいいのか機会を窺うかがっていたんだが、三人が俺の姿に気づいたのが寝室前でな。リーネが中に入っていった直後に、俺は三人にここへ押し込まれたんだ」

　つまり、ほとんど最初から、みんなとの会話を聞かれていたということになる。

「全部……？」

　呆けたように言うリーネに、ラディアスが申し訳なさそうに口を開く。

「あ、いや、好きこのんで聞いていたわけではないが、聞こえてきたものに関しては……不可抗力だ」

「聞かれて……？　ラディ、シーズ……さまに……？」

「リーネ、混ざってる」

　ため息混じりに言われた瞬間、リーネはつかつかとドアに向かって歩きだす。そうすることしかできなかった。もはや頭の中は真っ白で、リーネ自身もどうしたらいいのかわからない。ラディアスの横を通り過ぎようとしたところで、リーネの腹部に腕が回された。

「は、離してください！」

「この期に及んでどこに行くつもりだ」

「で、で、出直してまいります！」

「その必要はないだろう。本題は先ほど聞かせてもらった」

「だめです！　あれは自分の考えを口にしただけであって、気持ちをお伝えするつもりで言ったわけではありませんから！　だから、ちゃ、ちゃ、ちゃんとラディ、あ、シーズ、えと、どっちですか!?」

　目に涙を浮かべて助けを求めるように、ラディアスを見上げる。

「どっちでも構わんよ。だから混ぜるな、他の男の名前に聞こえる」

「でも、でも……！」

　混乱しているせいか、何を言っているのか、何を言おうとしていたのか、自分でもよくわからなくなってくる。すっかり真っ白になった頭の中で「どうしよう」という言葉しか出てこない。あわあわと動揺を露あらわにするリーネに、ラディアスは微苦笑を浮かべる。

　そして、リーネの身体を軽々と肩に担かつぎ上げた。

「わわ……ッ！」

　急に身体が浮き上がったかと思うと、視線がぐんと高くなる。さっきまであったラディアスの顔が視界から消え、三人によって閉められた寝室のドアが見えた。

「え、あの」

　戸惑いを口にするリーネをよそに、ラディアスは歩きだす。寝室のドアが遠のき、気づいたときにはベッドに下ろされていた。そして呆けるリーネの前で、ラディアスが膝を折った。

「出直す必要などない」

　言いながら、ラディアスはリーネの手をとり、手のひらを辿るように指先で撫なでた。ぞく、とした何かを腰のあたりに感じて身じろぐと、指先を捕まれ手の甲にくちづけられる。

「今、言ってくれれば、それでいい」

　穏おだやかな表情の中にも、真剣さが見て取れる琥珀色こはくいろの瞳。その声もまた、しっかりとした中に、優しさが含まれている。まるで“あの夜”を思わせるような行動に、胸が苦しくなった。でも、あのときより一緒に過ごした時間の分だけ、彼が近い。

　ぎゅっと握りしめてくる彼の指先が、ほんの少し冷えているのを感じ、リーネは彼が緊張しているのを知った。

「──ただし、俺の話を聞いてからもまだ、同じ気持ちでいてくれたらの話だ」

　どうやらその話というのが、ラディアスを緊張させている原因らしい。どことなく、彼から不安のような感情が伝わってきて、リーネは彼の手に己の手を重ねる。冷えた指先に自分のぬくもりを移すように、そっと彼の手を包み込んだ。その行動に、ラディアスがふっと口元を綻ほころばせてリーネを見る。

「リーネは変わらないな。出会ったころのまま、黙って俺をあたためようとしてくれる。その優しさに、俺も正直でいたい」

　懐かしげに目を細める彼が、ひとつ息を吐いて気持ちを切り替えるように口を開いた。

「ユリシーズのことだ」

　その瞬間、リーネはそのときがきた、と目を瞠みはる。彼が言いにくそうに口を開けるのと、リーネがそれを言うのはほぼ同時だった。

「ごめんなさい！」

「悪かった」

　あれ、おかしい。

　言い終わってから、きょとんとするラディアスと顔を見合わせ、一緒になって目を丸くする。まさか、謝られるとは思ってもみなかった。むしろ、謝るのは自分のほうだ。知らなかったとはいえ大英雄の彼に向かって、好き勝手なことを言っていた。

　それに対して怒ってもいいところを、彼は謝った。

「……怒って、ないのか？」

「それは私のセリフです」

「は？」

「だって私、ラディアスさまがユリシーズさまだって知らなくて、不遜な態度だけでなく、出過ぎたことまで言っていたじゃありませんか！　その無礼な数々が申し訳なくて、ラディアスさまに合わせる顔が……!!」

　今まで自分がしでかしたことを言い重ね、今にも怒られるのではないかと思いながらラディアスを見ると、彼は「だからどうした」という表情を返した。

「……別にそれぐらい構わんが？　それよりも、リーネは怒ってないのか……？」

「えと、私、何を怒ったらいいのでしょうか？」

　話が噛み合わないことに今さら気づき、顔を見合わせたまま固まった。

「俺が、ユリシーズであることを、黙っていたんだぞ？」

「あ、えと……そのほうがいい、というラディアスさまのご判断で黙っていたのなら、私は別に気にしませんけど……何か？」

「……いや、ちょっと拍子抜けしただけだ」

　小首を傾げるリーネに、ラディアスは少し考えるように軽く俯き、再び顔を上げる。

「実はな、ユリシーズはふたりいる」

「え!?」

「あー、本人はあまりその話をしたがらないんだが……、ユリシーズという称号はアーロンさんと俺のふたりが賜たまわったものなんだ」

「……お父さまと？」

「ああ。だからまぁ、周囲がそう思っているところ悪いが、俺は自分のことを英雄だなんて思ったことは一度もない。戦場ではアーロンさんが知略を巡らせ、それを俺が指揮していただけだからな。俺にとっては過ぎた称号だ」

　そもそも、ユリシーズが称号だということをついさっき知ったリーネには、彼から語られる事実すべてに驚きを隠せない。まさか、称号ユリシーズが父とラディアスのふたりに贈られていたとは思いもよらなかった。

「先の戦のおり、陛下に褒賞を賜るときのことだ。いきなりアーロンさんがユリシーズという称号を俺に授けてほしいと言い出した。でも俺はそんな肩書きに興味はない。だから、アーロンさんと一緒だったらその褒賞をいただくと答えたんだ。戦に勝てたのだって、俺ひとりの功績ではない。アーロンさんこそ、英雄という称号をもらってしかるべきだと思ったからな」

「……でも、ユリシーズとしてみなさんに知られているのはラディアスさまのほうですよね？　もしかして私が知らないだけで、父の名前も街では出回っているのでしょうか？」

「俺もそれを願ってアーロンさんの名前を出したんだが……、そこはあの人が一枚も二枚もうわてでな……、気づいたら俺の名前だけが知れ渡っていた」

　そんなことがあったなんて知らなかった。というか、リーネから見て父は、豪快という言葉がよく似合う印象のほうが強い。ラディアスから語られる“父”が本当に自分の父だったのかと思うほど別人に聞こえた。

「まったくあの人は、頭の回転も早く機転も利いて仕事も早いというのに、人を見る目がほとんどないのが玉に瑕だな。だから最初の妻にも好き勝手されるし、娘のためを思ってのことは全部裏目に出る」

「あの、それはどういう……？」

　彼の言っている内容を聞き逃せなくて、思わず疑問を口にする。

「初めてリーネと会ったときに、アーロンさんから警護を頼まれた、と言っただろ？」

「はい」

「実はな、あれ嘘なんだ」

「え!?」

「あ、手紙は確かにもらった。それは本当。そこには、娘の幸せを願う父親しかいなかった。残される三人の娘のことだ。上の娘ふたりが、末の娘の結婚相手を勝手に決めてしまったことを、憂いていたよ。ただ、アーロンさんも彼の噂は耳に届いていたみたいでな。病床に伏せる前から部下に探らせていたらしい。──で、その情報源になっていたのが、マムの娼館」

「……お父さまもあそこを……？」

「いや、もともとあそこを俺に紹介してくれたのは、アーロンさんなんだ。それを俺も使わせてもらうようになっただけ。それでアーロンさんが娘のためにハーネストのことを調べたら、いろいろと出てきたそうだ」

　少し困ったようにため息をついて、ラディアスは続けてくれた。

　父が病床にいるのを理由に、姉たちが印章を取り上げていたこと。そのせいで、結婚話を白紙撤回することができなかったこと。このまま娘を嫁にやるのは忍びないと、ラディアスにハーネストの調査を依頼したことが、主な内容だったと彼は語る。

「しかし、いくら元上官、さらにユリシーズであるアーロンさんからの“頼み”であっても、私用で隊を動かすことは軍規違反になる。それを見越して、あの人は自分が掴んだハーネストの情報の一部を手紙に同封し、残りをマムに預けた。情報の信憑性を審査している間に、残念ながらアーロンさんは亡くなってしまったが、おかげで俺は自分の隊を動かすことができた。今日リーネを助けに行けたのだって、アーロンさんが残してくれた情報が役に立ったから、潜伏先の商館に間に合ったんだ」

「……じゃあ、私……、父に売られたわけでは……」

　話を聞いてからずっと抱えていた、小さな小さな不安。父を信じたい気持ちだけで、どうにか立っていたリーネの心を、ラディアスは掬い上げるように微笑む。

「それは、ない」

　安心していい。

　そう告げるような笑顔に、目に涙が浮かぶ。

「手紙にはリーネのことも書いてあったよ」

　深夜に姉たちの代わりに、寝ないで看病をしてくれたこと。逼迫ひっぱくした金銭状況をどうにかしようと動いている姿を、侍女からこっそり聞いていたこと。自分がやっていると口に出して言わないが、触れる手や空気でリーネだとわかっていたということ。

　ラディアスから聞く手紙の内容が、すべて父の言葉として聞こえてきた。

『ちゃんとわかってる。大丈夫、ちゃんとわかっているよ』

　今もなおリーネの心をあたたかく包んでくれる父の愛に、間接的ながらも触れられたような気がして、胸がいっぱいになった。

「……お父さま」

「アーロンさんは、リーネが娘たちに売られるような、最悪の事態にならないことを最期まで祈っていたと思う。ハーネストに関してはアーロンさんからの報告と情報があったからこそ、動けたことだった。だから、俺の誤算は……リーネ、あんただ」

　空いた手でリーネの目元の涙を拭ぬぐったラディアスが、苦笑を浮かべる。

「手紙には、俺に“娘を幸せにしてあげてほしい”って書かれてあった。……でも、俺はハーネストの件だけを片付ければそれでいいと考えていた。嫁ぐ先さえなければ、娘あんたは自由になる。……申し訳ないが、俺はアーロンさんの人を見る目のなさだけでなく、前の奥さんを知ってる。リーネの母親には会ったことがないから、どうせまた似たようなつまらない女なんだと思うと、会う気もおきなかったよ」

　リーネは前妻のことを知らないが、姉ふたりの性格が、前妻によく似ているということだけは乳母から聞いていた。あの姉を見ている限り、確かにラディアスの考えは正しいだろう。しかしどうして、彼はリーネの元へ来たのだろうか。

　浮かんだ疑問に答えるように、ラディアスが口元を綻ばせた。

「でも、別件の任務終わりに、アーロンさんの訃報が届いた。……戦場でたくさんの死を目の当たりにしてきたが、いくつになっても訃報には慣れん。気づいたら部下と一緒に、領地に向かっていたよ。どうせ、帰りに娼館へアーロンさんの集めた情報を取りに行く予定だったからな。少し先まで足を伸ばしてもいいか、という軽い気持ちだった。……そこで初めてリーネを見た」

「……」

「泣くのを我慢して墓前に立つ、凜とした花のような背中を、今でも覚えている。そこからだ、……会う気がまったくなかったリーネに、興味が湧いたのは」

　ふふ、と少し笑うラディアスが、その琥珀色の瞳を向ける。

「声をかけ、嘘をついて馬車に乗せたのはいいが、最初は表情のない人形のような娘だと思ったよ。目を離した隙に川の中へ躊躇ちゅうちょなく入って行くしな？」

「あ、あれは、……お母さまの形見の肩掛けが……」

「ああ、そうだ。おまえのせいじゃない。でも、それから目が離せなくなって、少しずつリーネを知った。ユリシーズのことを好きだと言うわりには、俺がそれだと知らない様子だったし、演技かもしれないと疑っていた部分もあったから何も言わないでいたが……、リーネの語るユリシーズへの想いに、嫉妬したのは事実だ。あのとき、ユリシーズの正体を黙っていたこと以外、俺の言葉に偽りはない。……ただ、寝室を分けなかったことに後悔をしたがな」

　それは一体、どういう意味なのだろう。彼の話を聞きながら、うまく内容が入ってこない。不思議に思って首を傾げるリーネに、ラディアスは口の端を上げる。

「夜ごと、俺の耳元で俺の名前を呼んでいただろ。それも愛おしげに」

「!?」

「仕事柄、何があってもいいように、人の気配には敏感にできていてな。悪いが、毎晩リーネが寝るまで、俺は寝たふりをするのが大変だった」

「え、え、だ、だったら起きて私に注意してくださったら……！」

「無理だな。俺が起きた時点で、有無を言わさず抱いていたよ」

「だ、だい」

「毎晩、愛を囁くように名前を呼ばれでもしてみろ。かわいくてたまらん。すぐに組み敷いて抱きたい気持ちをこらえるので精一杯だというのに、おまえは寝てからも俺を翻弄ほんろうした」

「わ、私がですが……!?」

「ああそうだ。寝たと思って安心したら、今度はそのやわらかな身体で抱きついてくる。それぐらいならまだいい。しかし、おまえというヤツは今朝のように、俺の頭を抱えて放さない。抱けない女の腕の中で、ひと晩性欲をこらえる俺の身にもなってみろ、眠れるわけがないだろ。欲求不満で死ぬかと思ったぞ、俺は」

　今まで抱えていたラディアスの欲望を聞きながら、リーネは呆けることしかできない。

　夜、まさかそんなことになっているとは、寝ている本人にはあずかり知らぬところだ。ラディアスにかなりの我慢を強いていたらしいことを今初めて知った。

「俺は最初、わざとなのかと思っていた。……しかし、何日かして、おまえの言葉を思い出した。抱きしめてさしあげたかった、と。だから、そのとおりにさせたんだ。……俺からしてみたら、ユリシーズの話をされるたび、恥ずかしい過去を話されているような気がしてむずがゆかったが、リーネと暮らしながら、過去の俺ユリシーズも、今の俺も抱きしめてもらったような気がして嬉しかったんだと思う。リーネと出会わせてくれた……、いや、アーロンさんのことだから、その出会いも仕組んだものかもしれないが、この出会いに感謝した」

「……さすがのお父さまもそこまでは……」

「だと思うだろ？　でもな、前にも途中まで話したことがあるかもしれないが、アーロンさんはリーネの話をするたびに、いつも決まって俺に言っていたんだ」




『俺の娘はかわいい、世界一だ、誰にもやらん、でもラディアス──おまえになら、俺の娘を任せられる』




「──ってな。その都度、俺なんかに任せたら不幸になりますよって言ってたんだが、どういうわけか、アーロンさんは諦めなかった。……おかげで、俺はリーネのことを昔から知っていたような気でいたから、自然と親身になっていたのかもしれないな。アーロンさんに、いつも話を聞かせてもらっていたから。……ん。そう考えてみると、アーロンさんにしてやられたのは俺かもしれん」

　考え込むように言う彼の話を聞きながら小首をかしげるリーネに、ラディアスはやわらかく微笑んだ。

「あの人にはわかっていたのかもしれないな、俺がリーネを好きになるって」

　穏やかにさらりと語られた内容がさっぱり頭に入ってこない。今、彼は何を言ったのだろうか。困惑に瞳を揺らすリーネの頬を親指の腹でひと撫でし、ラディアスは口を開く。

「まぁだから、俺としては生涯リーネを愛されせてくれると嬉しいんだが？」

　その笑顔に胸がこれでもかというぐらいに締め付けられ、彼への愛おしさでいっぱいになる。息苦しくなる感覚を、ラディアスと出会ってから何回も経験した。今まで感じていた名も知らぬ感情の名前がわかった今、それは自然とリーネの唇から紡ぎ出される。

「私も、……私も一緒にいたいです。ラディアスさまが、好きだから」

　すると、彼は今まで見たこともないぐらいの笑顔になり、顔を近づけてきた。絡み合う吐息に、そっと触れる唇。やわらかな感触に、まぶたを下ろす。訪れた己の闇から、彼のぬくもりしか伝わらない幸せに、口元が綻んだ。

　離れていく唇を追いかけるようにして目を開けると、ラディアスが額をこつりと合わせてくる。

「……ラディアスさま？」

「リーネに名前を呼ばれるたび“好き”だと言われているような気分になるが、改めて好きだと言われると……」

　額を離したラディアスが、言葉を切って何か考え込むような仕草をする。

「嫌……でした？」

「ああ、いや？」

　すると、リーネの不安を明るく照らすように、琥珀色の瞳が向けられた。

「──幸せだな、と」

　わずかに頬を染めなら口元を緩ませるラディアスを見て、その場で固まる。心の中で花開いた愛おしさでいっぱいになったリーネは、その欲望のままに、目の前で膝を折るラディアスに向かって抱きついた。

「あ、おい……ッ！」

　勢い余ってベッドから落ちるようにして彼の胸に飛び込んだせいか、リーネを受け止めてくれた彼もろとも床に倒れ込んでしまった。

「……リーネ、どう──」

「好き」

　彼の肩口に顔を埋め、リーネはぎゅっと腕に力をこめた。

「ラディアスさま、好き」

　それでも足りない思いを伝えるために上半身を起こし、呆けるラディアスを見下ろしながら、声を振り絞る。

「ラディアスさまが、好きなの」

　少しでも伝わったのだろうか。ラディアスはふっと笑ってからリーネに手を伸ばして頬を覆った。いつものように彼の大きな手に包まれる感覚に胸がいっぱいになって、泣きたくなる。すり。猫のように彼の手のひらに頬をすり寄せた。

「ん？」

「……足りないんです」

「何が？」

「好きって言って、こうして触れているのに何か物足りなくて……“もっと”が、止まらないんです」

「……」

「もっと好きって言いたい、もっと触りたい、もっと抱きしめたい。もっともっと、ラディアスさまを、もっと幸せにしたくてたまらなくなります」

　心がラディアスを求めているのだけは、わかる。

　ただ、その気持ちをどうやって満足させるのかまではわからなかった。本能のまま、欲望のままに行動してみたのだが、それでもまた足りないと心は叫ぶ。

「私、他に何が欲しいのでしょうか」

　贅沢ぜいたくにもほどがある。

　大好きなラディアスの気持ちがわかって、求婚までしてもらったというのに、これ以上何が欲しいというのだろう。頭の片隅で「贅沢だ」と叱る理性とは反対に、欲望は「まだ足りない、もっと」と未だ何かを欲しがっている。リーネが助けを求めるようにラディアスへ困惑を吐き出すと、彼は口元を綻ばせた。

「おまえは、俺をだめにするのが上手だな」

　そう言って上半身を起こし、彼は吐息が触れ合うそばまで唇を寄せて囁く。

「そんなに欲しいのなら、くれてやる」

　眼前にいる琥珀色の瞳が細くなり、甘い声と吐息が唇に触れた。

　ふ、と吐息がかかったかと思うと、──ぬくもりが触れる。

　押し付けられた彼の唇がリーネのそれを塞ふさぎ、求めるように深くなった。足りないと叫んでいた心が、待っていたと言わんばかりに震える。

「ん、……んぅ、ん……」

　ちゅ、ちゅ。唇の触れ合う音と互いの甘い吐息が薄暗い寝室に満ちていき、リーネはラディアスとのくちづけに夢中になっていった。

　それなのに、いまだ満たされない心が“もっと”を求める。

「ん、ん、……ラディアスさま……、ラディ──んんぅ」

　くちづけの間に彼の名前を呼ぶたび、ぬるりとした舌が咥内に入り込んでリーネの舌を絡め取る。じゅるじゅると舌を吸われ、離れ際に舌先をちろちろと舐められると、腰から力が抜けた。

「ん、んんッ」

　甘い声とともに、体温が上がる。

　微かすかに身体を揺らし、彼から与えられる快楽に肩を震わせていると、頬を覆っていた彼の手のひらが徐々に下がっていく。それはリーネの首筋をたどり、鎖骨を覆った。ぞく、としたものを腰に感じて、背中をのけぞらせる。が、もう片方の手が逃がさないというようにリーネの背中を支えるせいで、彼と唇は触れ合ったままだ。

　その手は身体をなぞるように、鎖骨からふくらみを辿り、それをナイトドレス越しに下から持ち上げる。

「んッ」

　優しく包むように覆われると、彼の指先がやわらかなそこに食い込んだ。ふにふに、と形と感触を楽しむように胸を揉み込まれる。胸から広がる甘い刺激に、リーネはとうとうラディアスから唇を離して彼にすがりついた。

「あ……んッ、あ、あッ」

　彼の指先がナイトドレスの下に隠れているリーネのはしたないところを撫でるように触れ、そこが少しずつ硬くなっていく。朝、彼によって与えられた熱がくすぶり始めているせいなのか、彼に愛された記憶が蘇ったのか、胸の先端が彼の愛撫あいぶを待ちわびるように薄布を押し上げた。ぷっくりふくれたそれはラディアスの指先に引っかかるようになり、リーネの燻くすぶっている熱をさらに大きくさせる。

「勃たってきた」

　愛おしそうに、胸の先端がはしたなくなったことを告げられてしまい、顔が熱い。

「……恥じらっている顔もかわいいな」

　まるで、もっと見たいとでも言われているような気分だ。

　ぎゅっと彼の上着を握りしめ、肩口に顔を埋める。これ以上恥ずかしい自分を見ないでもらいたかった。

「リーネ？」

　嫌だと伝えるように首を横に振ってみせると、彼はふぅと軽く息を吐き、リーネの髪を耳にかける。かすめるようにして触れた彼の指先が、リーネのそこと同じぐらい熱くなっていた。耳に触れる吐息に、小さく肩を震わせる。

「じゃあ、このままで」

　言うなり、胸の先端から甘い痺しびれが走った。それも、両方同時に。

「んんぅ……ッ」

　与えられる快感に、何度も身体を震わせ、身じろぐ。しかし、彼の指は容赦なくリーネのそこを弄もてあそんでくる。勃ち上がり始めていたそこは、彼に何度もつままれ、すっかり硬い。さらにそこを指先で弾かれてしまい、もっと硬くなった。

「んんッ」

「先っぽ、こんなにこりこりさせて……」

「あ、だめ、つまんじゃ……ッ」

　甘い声でいやらしいことを囁きながら、彼の指先はリーネの胸の先端を容赦なく愛す。優しくそこを指で挟んだかと思うと、くりくりと指の腹で転がされ、口が開く。

「ゃあ──ん、んふ、んぅ」

　咄嗟に彼の肩口、少し分厚い上着を噛んで堪こらえても、快感はリーネの身体を容赦なく駆け巡った。そのたびに、耳元で空気が震える。

「かわいい」

　まるで誘惑するような声に、息が止まりそうになった。

「かわいい声」

　今度は褒めるような甘い声で囁かれ、不思議と力が抜けていく。噛んでいた彼の上着を放した──その瞬間を狙ってか、彼の指がリーネを翻弄するように動きはじめる。

　指の腹でくりくりとこね、きゅ、とつままれた。

「ッあぁ、ん、ん」

「かわいい」

「あ、あ、ぁ……ん」

「かわいいよ」

　リーネがラディアスの指先から与えられる快感に声をあげ、それを堪えるたびに、甘やかな声で“かわいい”と囁く。甘くて、ねだるような己の嬌声を聞きたくないというのに、彼は褒めた。だめだと堪える理性が、彼に甘やかされていった。

「……や、恥ずかし……ッ、変……ッ」

「そんなことない。甘くてかわいい。……俺が興奮する声だ。だから、もっと興奮させてくれ」

　甘い声から一変して最後に低く、欲情を含ませる男の声と先端を強くつままれた拍子に、もっと大きな声が出た。

「っやぁあああッ」

「いい子だ、リーネ」

　もう、だめだ。

　理性など知らない。どこかへ消えた。

「──あ、……っはぁ、あ、ぁあ……ッん」

　彼に触れられるたび、びくびくと身体が小刻みに揺れ、体温が上がる。熱い。甘い。気持ちいい。与えられるすべてが愛おしくてしょうがない。

「ラディアス……さま、ラディアスさまぁ……ッ」

　両方の乳首をいじられながら、まとわりつく甘い快感から逃れられない。リーネはすがりついて、何度も彼の名前を呼んだ。

「ん？」

　耳元で囁かれるラディアスの声が一際甘い。リーネはたまらず、顔を上げて彼を見る。かすかに潤んだ視界、すっかり灯りの消えた寝室に、背後から差し込まれる月の光が、ラディアスの顔を照らした。

「ああ。……その顔が見たかった」

　妖艶に微笑む彼の瞳に、凶暴な欲望とも欲情ともいえる光が揺らめき、リーネを魅入らせる。

「いやらしくてかわいい、俺のリーネ」

　言うなり、ラディアスは奪うように唇を重ねてきた。彼の両手は相変わらずリーネのふくらみを堪能するように揉み込み、指の間にある乳首をきゅ、と挟んで刺激を与える。

　触れ合う唇からは、溶けてしまうのではないかというほど、舌先が絡まった。ちゅくちゅく。互いの舌を吸いあい、吐息を絡めていると口の中に甘さが広がる。優しく触れる唇とは違い、彼の舌はいやらしくリーネを求めた。

　胸の先端と、唇からは彼を感じる安心感を与えられ、何かが迫りくるような感覚に陥る。腰のあたりが先ほどから震え、薄布越しだというのに彼の指から与えられる乳首への快感がより伝わってきた。

　奥から溢れる蜜がすっかり蜜口から滴り落ち、彼の服を濡らしている。ナカが何かを求めるようにひくひくと震えだした。何が自分の身に起きているのかわからない。

「……っはぁ、あ、ラディアスさまぁ、……や、なんか、おかしく……ッ」

「怖くないから、そのまま受け入れればいい」

「でも」

　それを受け入れたら、どうなってしまうのかわからないせいで、恐怖と不安が入り交じる。助けを求めるように琥珀色の瞳を見ると、彼はやわらかに微笑んだ。

「いい子だから、素直に達いけ」

「わか、わかん、な……ッ。あ、あぁッ」

　与えられる刺激がさらに強くなった。ぞくぞくとしたものが這い上がり、何かがやってくる。どうしたらいいのかわからない。彼の上着を握りしめる手に力をこめると、愛を囁かれた。

「──リーネ」

「……ッ」

「リーネ」

　まるで、愛を囁くように名前を呼ばれ、リーネの心が満たされる。その瞬間、きゅむ、と強く胸の先端をつままれ、目の前が弾けた。

「──ッあ、……ぁああ──ッ！」

　言葉にならない声とともに、空っぽのナカが愛しい熱を求めてひくつく。

　荒い呼吸をしながらしなだれかかったリーネを抱きしめ、ラディアスは背中を撫でる。彼のぬくもりと匂いに包まれて頬を擦り寄せると、急に身体が浮いた。

　すっかり力が抜けているせいか、彼にされるままでいたリーネは、ベッドに座らされる。

「ラディアス……さま？」

「とろとろだな。でもまだだ」

　褒めるようにリーネにくちづけをしたラディアスは、そのまま唇を下げていく。ちゅ、ちゅ、とくちづけていきながら、ナイトドレスに手をかけていった。先ほどまで薄布越しに触れていた胸元はリボンをほどかれ、すっかりそのやわらかなふくらみを晒さらしている。彼の唇は首筋から鎖骨を辿り、ふくらみの内側にくちづけると、そのつんと勃った果実に触れないまま、腹部へ向かう。寝室に満ちるくちづけの音と、リーネの嬌声が入り混じり、自分に触れる彼の手がとても熱いことに気づけなかった。

「ん、ぅ、……ん、あ……ッ」

　前をとめるリボンをすべて外され、リーネはラディアスの前でほぼ裸同然にさせられる。しかしそれ以上に、彼の唇が腹部よりさらに下へ向かっていることだった。

「あ、の。……ラディアスさま、そこは……！」

「この間は性急すぎて、ちゃんとかわいがってやれなかったからな」

　そう言って床に膝をつくと、リーネの足を開かせた。すっかり蜜で濡れたそこを彼に見られるという羞恥しゅうちに耐えきれず、リーネは己の顔を両手で覆う。抵抗したくても身体に力が入らないのだ。

「……溢れてる」

　ふ、と息があたるだけでも身体が揺れる。そんなところを見ないでほしい。泣きそうになりながら、動かせない身体で羞恥ばかりが募つのる。すると、濡れた割れ目をぬるりとした感触が拭っていく。じゅる、という音とやわらかな感触に、それが舌だと気づいたときには、腰が動いていた。

「ッあ、あぁああ……ッ、あ、あ……っやぁ、だめ、ラディアスさま、それ、それだめ……ッ」

　しかし彼は答えない。代わりに、じゅるじゅるといったリーネの蜜を吸う音が、嬌声の合間に響く。彼の舌が茂みの中に隠れている、すでにぷっくりと膨れたそこを見つけたのか、舌先で花芽を転がされた。

「あ、ああああ……ッ」

　奥からしとどに溢れてくる蜜を舌先で掬すくい、それを花芽に塗りつけるようにしてころころと転がされる。それだけでも気持ちいいというのに、さらにしゃぶりついてくるのだからたまらない。言葉にならない声があがり、リーネはもがくように両手を動かし、最終的にリンネルを掴んだ。

　その間も、じゅるじゅるという淫猥いんわいな水音がリーネの耳を侵し、羞恥を煽あおっていく。やがて花芽をしゃぶられながら、ナカに何かが入ってくる感覚がした。

「あ、あ、やぁ、何か……入って……、入ってきます……ッ」

「安心しろ、俺の指だ」

　そう言って、彼は肉壁をなぞるようにすっかり蕩とろけたナカへ指を差し込んでいく。それも、一本ではなく、二本。

「ッあぁ、や、……動かさない……で」

　ナカで二本の指を動かされるたびに、ナカから恥ずかしい水音がたつ。それだけならまだしも、彼は次に蜜をかき出すようにして二本の指で抽挿を始めた。それも、花芽を舌先でころころと転がしながら。

「い、やぁ、……あ、あ、あ、……んんッ、あ、あぁ……！」

　手をばたつかせてもがいても、どうすることもできない。与えられる快感におかしくなりそうだった。

「──ん、もういいだろ」

　ようやく放してくれたと思ったら、ナカから指が引き抜かれる。

「んッ」

　寂しさを訴えるようにひくつくナカを感じながら、リーネは潤うるんだ瞳で立ち上がったラディアスをぼんやり見上げた。手にまとわりついたリーネの蜜を舐め取る姿に、心臓が高鳴る。彼はふ、と口元を綻ばせてから上着に手をかけた。脱ぎ終わったそれを放り投げ、シャツだけになったラディアスが、くったりとしているリーネを抱き上げる。

　そして、ちゃんとクッションに頭を預けさせるようにベッドへ寝かせた。

「……ラディアスさま……」

　触れ合うところから彼のぬくもりが離れていくのが嫌で、リーネはない力を振り絞って彼のシャツを掴む。身体を起こそうとしていた彼の動きが止まり、顔を近づけてきた。
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　そっと触れた唇のぬくもりに、再び“もっと”という気持ちが湧き上がる。自然と舌先が絡まり始めると、ラディアスはくちづけをしたまま、己の服に手をかけていった。

　服を脱ぐ衣擦れの音にどきどきしながらも、リーネは彼とのくちづけに溺れる。

「ん、んぅ……ん」

　やがて唇が離れると、足の間にラディアスが身体を割り込ませてきた。濡れた蜜口に触れる熱い塊を感じて目を開けると、月光を浴びた彼のたくましい上半身が現れる。いくつもの傷跡が刻まれている胸元に視線を向け、心が痛む。そんなリーネの頬を彼は手のひらで覆い、大丈夫だと伝えるように微笑んだ。

「今、俺をやる」

　その直後、入り口に充てがわれていた熱い塊が、徐々にナカへと入ってくる。

「んんッ」

　リーネの蜜をまとわりつかせ、彼の怒張した熱がすっかりとろけた肉壁をなぞっていく。まだ苦しくて、ほんの少し引きつるような痛みはあったが、ラディアスがくちづけをしてくれるおかげで、少し楽だった。

「ん、んん……ッ、ん、……っはぁ、あ、……入って……んんぅ！」

　彼の熱を感じながら、少しずつ彼のカタチになっていく己を感じ、リーネの心もいっぱいになっていく。押し広げられたそこは、最初よりもすんなりとラディアスを受け入れた。

「ん、んんッ！」

「……っはー……、ほぐしたつもりだったが……、まだ狭いな。痛くないか？」

「だい、じょうぶ……です」

「ん。無理させた」

　ラディアスの唇がリーネのそれに触れ、嬉しさから心が締め付けられる。リーネは首を横に振って、そんなことはないと伝えた。

「私、ラディアスさまが与えてくださるものは、どれも愛おしいです」

「……」

「それが痛みであっても」

　そっと彼の頬を手で覆うと、リーネは大丈夫だと伝えるように微笑む。

「だから、悪いだなんて思わないでください。私が、あなたを欲しいんです」

　その直後、彼はリーネの肩口にいきなり顔を突っ伏してきた。

「……ラディアスさま……？」

　彼を呼んでみたのだが、その返事があらぬほうからして目を瞠る。

「……あ、の、今……おっきく……、その、むくって」

　はっきりとは言えない羞恥に耐えながらも戸惑いを伝えると、彼がリーネをぎゅっと抱きしめた。

「今、褒めるな」

　そうつぶやいた彼は盛大に息を吐き出し、ゆらりと起き上がる。

「まったく、リーネにはまいる」

「……え？」

「俺を幸せにした責任、しっかりとってもらうからな」

　ふ、とラディアスが口元を緩ませると同時に、ナカを埋めていた彼の熱が出ていき──、

「ラディアスさ……あ、んッ」

　再び、リーネのナカに入ってくる。

　締め付けるナカをもろともせずに、彼の熱はリーネの最奥を求めてきた。

「ん、ん……ッ、あ、あぁ……ッ」

　浅く抜いて、奥を叩くように深く入ってくる彼の律動を受け止め、リーネは必死になって彼の背中に腕を回す。そこにシャツはなく、しがみつくものは彼の身体だけだ。肌に傷はつけたくなかったが、爪を立てなければどうにかなってしまいそうなほど、穿たれる。

　繋がっているところから、溢れる蜜が彼の律動の激しさを伝えるように、淫猥な水音がたった。

「あ、あ、……あぁ……ッん」

「リーネ」

　愛おしげに見つめながら、甘やかな声で名前を呼ばれる。上から“愛”が降ってくるような感覚に、自然と涙が浮かんだ。

　愛おしさで胸がいっぱいになると、滲にじんでいた涙が粒となって眦から落ちていく。

「……リーネ……？」

　痛いのか。

　彼が動きを止めて、問いかけるように名前を呼ぶ。また、愛が降ってきた。今まで自分の名を呼ばれるたび、怯えていた。でも今は、ラディアスに名前を呼ばれるだけで愛してると言われているような気分になる。

　リーネはほろほろと溢れる涙をそのままに、首を横に振った。

「違う……ん、です」

「ん？」

「いっぱいに……ラディアスさまで、いっぱいになったら溢れて……、こんな気持ち、初めて、で……」

「ん。俺もだ」

「ラディアスさまも？」

「ああ。リーネに会ってからずっと、幸せにさせてもらってる」

　その穏やかな表情と声にリーネは自然と笑顔になる。

「嬉しい」

　ふふ、と笑いながら涙を流すリーネに、ラディアスがゆっくり顔を近づけてくる。絡まる視線と触れ合う唇。何度合わせても、それでも全然足りない。互いを求めるようなくちづけを交わしながら、再び彼がリーネの奥を愛してきた。

「……あ、ん、ふぅ、んんッ、ん、……んぅ」

「……ッは、……そんなに締め付けて……ッ」

　唇を離して上半身を起こしたラディアスが、前髪をかき上げて見下ろしてくる。さらりと流れる彼の銀色の髪が月の光にきらきらと照らされ、心が締め付けられた。
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「……こうして、突くたびに……ッ、胸が揺れて……、いやらしいな」

　魅惑的に微笑むラディアスが、リーネの痴態ちたいを褒める。

「ああ、褒められるのが好きか。……今、俺をきゅってしめつけた」

　唇をぺろりと舐め、ラディアスはリーネの腰を掴んで、何度も貫く。そのたびに胸が揺れ、そこにラディアスの視線が絡みついた。それだけで胸の先端がきゅ、と硬くなり、触れてほしいと言うように尖る。

「あ、あ、……んッ、そこは……ッ」

　腰を掴んでいたラディアスの両手が、今度はリーネの胸を覆う。

「ここ、いじられるの好きだろ」

　そう言うと、やわらかなふくらみの先端にある果実をつまんだ。

「──ッあぁ……ッ、ん、ん」

　両方の先端から伝わる甘い痺れに背中をのけぞらせて快感に耐えるが、彼はそれでも容赦なかった。リーネの硬くなったそこを指先で弾くように小刻みに揺らして、つまむ。

「や、あ、だめになっちゃ……」

「構わない」

「で、も」

　あの変な感覚が訪れようとしていた。受け入れるには恥ずかしく、あんなにも大きな声が出てははしたない。できればそんな自分をラディアスに見せたくなかったのだが、彼はリーネの耳元に唇を寄せて甘やかすように言った。

「いいから、見せて」

　そのたったひと言が、リーネのなけなしの理性を蕩とろかせる。

　背後に控えるように迫っていた快楽をその身で受け入れた直後、ラディアスにしがみついて、リーネは身体を何度も跳ねさせた。

「ん、ん……ん、……っはぁ、あ、……ラディアスさま、私……」

「リーネがかわいくて、俺もそろそろ限界だ」

　褒めるようにリーネの額にくちづけたラディアスが、少し腰の律動を速くした。溢れた蜜を掻き出すように浅く、深く、彼の熱が出ていっては入ってくる。どちらも快感を伴うせいか、リーネは敏感になったそこをさらに敏感にさせられた。

「あ、あ、……んッ」

「……っは、……あ、……リーネ」

「や、あ、ラディアスさま、ラディアスさま……ッ」

　求めるように何度も彼の名を呼び、迫り来る何かを感じた。ぎゅっと抱きしめられ、かと思うとかわいがられるように頭を撫でられる。その彼の優しさに胸がいっぱいだ。

「──あ、あ、……やぁ、も、……ラディアスさま……ッ」

「ん、じゃあ、一緒」

　耳元で苦しげに吐き出された切羽詰まった声が、掠かすれている。リーネは声を出さずに何度もうんうんと頷いて応えると、そのときは訪れた。

「あ、あ、あ──ッ」

「っく、……っは、あ、リーネ……ッ」

　目の前が白み始めたところで、ラディアスの声が熱とともに吐き出される。どくん、どくん。繋がったところからほとばしる彼の熱が、リーネのナカを満たしていった。

「あ、……ッ、……ッは、……あ」

　奥に向けて何度か腰を押し付けた彼が降ってくる。それを受け止めて、リーネはぎゅっと抱きしめた。まだ繋がっているところから、彼の熱がとろりと溢れ出る。

　ふたり、抱き合いながら呼吸を整えている間、ラディアスはリーネの頭を、リーネはラディアスの背中をずっと撫でていた。

「……重くないか？」

　気遣う彼の声を耳元に、リーネは首を横に振る。

「ラディアスさまに包まれてるみたいで……、安心します」

「……そうか」

　彼が、よしよしと撫でてくれるその手から、優しさが伝わる。それが嬉しくて、傍かたわらにある彼の頬にくちづけた。

「それに」

「それに？」

「……ラディアスさまが離れてしまうほうが、嫌です」

「……」

「ふふ」

「ん？」

「嫌だなんて、これでは私、ラディアスさまから離れられないですね」

　今まで「嫌だ」なんて言ったことがなかった。

　ただ言われるがまま、命令されるがままに動き、強いていえば痛い思いをしたくないがゆえに行動してきた。姉たちの呪縛に囚われ、希望を持たず、諦めることで楽をしていたのかもしれない。ラディアスと出会ってからは、今まで感じたことのない感情でいっぱいになっていた。

「馬鹿だな」

　そう言って身体を起こしたラディアスに、見下ろされる。

「これから結婚しようとしているのに、いなくなられたら困るだろう？　俺が」

　ふ、と愛おしげに瞳を細めたラディアスが、リーネの頬を覆う。

「それに、まだまだ愛し足りないよ」

「え、と、それは」

　先ほどの行為を思い出して頬を染めるリーネに、ラディアスがこつりと額を合わせた。

「もうしたくない？」

　その淋しげな声に、リーネは咄嗟に顔を横に振った。

「そんなことないです！　私、とっても、その、気持ち……よかった……から」

「だから？」

　琥珀色の瞳が甘く揺らめき、彼の低い声が「言え」と言うようにからみつく。頬を染め、羞恥に耐えながらも、彼に引きずり出された本心を口にする。

「…………もっと、してください」

　消え入りそうな声でつぶやくと、ラディアスが嬉しそうに微笑んだ。

「ん。その顔が見たかった」

　満足そうに言う彼の表情を見て、なんとなく思ったことを口にする。

「……………………言わせました？」

　にっこり笑っていた彼の視線が、一瞬外された。やはりそういうことだったのか。そう思ったリーネが文句のひとつでも言おうとしたところで、彼の唇に塞がれる。ちゅ。軽く触れた唇が離れたかと思うと、再び触れた。

　ちゅ、ちゅ。何度もくちづけを重ねて、互いの体温が唇に移って溶け合うころには、もうラディアスのことしか考えられない。

　視線を絡め、微笑み合い、ふたりは飽きることなく互いの名前を呼び合った。





　　　終章







　爽やかな青空に、白い雲が泳いでいる。

　懐かしい故郷の香りを胸いっぱいに吸い込み、リーネ・バレットはやわらかな風の中、墓石の前に立っていた。

「──お父さま。ご無沙汰してます。……お父さまがこの世を去ってから二年、いろいろなことがありました。それも、今私が語るだけでは時間が足りないほどです。そのうちのいくつかは、お父さまが憂慮していたことだったのかもしれません。……でも、それをラディアスさまが解決してくださいました。私は、お父さまのおかげで、今ここにいます。……今日までご挨拶できなかったこと、お許しください。とにかくやることがいっぱいあって……、ふふ、お父さまが知ったら、とっても驚くと思うわ。実はね──」

　笑いながら、リーネが父の墓前に話しかけようとしたとき、背後から名前を呼ばれる。

「リーネ」

　風とともに振り返った彼女の前に現れたのは、真っ白な軍服に身を包んだラディアスの姿だった。その左手の薬指には揃いの指輪が光り、リーネは右手を上げて応えた。

「ラディアスさま！」

　小走りにやってきたラディアスがリーネをその腕に抱き、軽くくちづける。そしてその奥に控えている墓前に向き直った。その隣に並ぶようにして、リーネも前を向く。

「……アーロンさん、ご無沙汰してます。ご挨拶が……、と言っても、結婚のご報告にあがって以来ですから、結構経ってますね」

「え、私に内緒でお父さまに会いにいらしていたの!?」

「アーロンさんの大事な娘さんと結婚するんだ、挨拶ぐらい当然だろう？　任務の帰りで申し訳ないが、結婚の報告に少しだけ寄らせてもらったんだ」

　悪かった、と言って笑うラディアスに、リーネも微笑み、揃って墓前に向かう。

「……あー、それで、まぁ。今日はそれとは別にご挨拶に参りました。この春から」

「リーネさまもラディアスさまもー！　早くしないと式典始まっちゃいますよー!!」

　大事なところで、自分たちを探すルロイの声が挟まれる。ラディアスはふ、と口元を緩ゆるませてから、傍らにいるリーネをいつものように抱き上げて声を張り上げた。

「本日より、特例としてここの領地を統括する任務にあたることになりました、ラディアス・バレットです。これからは私がこの土地を守ってまいります！」

　力強い夫の言葉に胸を膨らませ、リーネも彼の腕の中で父へ語りかける。

「私も、微力ながらお手伝いさせていただくことになりました。何ができるというわけではないけれど、お父さまが守ってきたこの地を、ラディアスさまと一緒に──」

「もー！　リーネさま、ラディアスさまー！　早くしてくださいよー！　さっき、バレット邸から郵便物もお預かりしてて、リーネさまにお手紙が──」

　ようやくふたりの姿を見つけたルロイが、少し困った声で呼ぶのを聞き、ラディアスもリーネも顔を見合わせて微笑む。まるで、ふたりでいたずらでもしているような気分だ。

「では、これから着任式がありますので、これで。落ち着いたら、また来ます」

「またね、お父さま」

　リーネを抱えたまま、ラディアスは墓前に背を向けて歩きだす。その首にぎゅっと抱きついて、リーネは耳元に唇を寄せた。

「ラディアスさま」

「ん？」

　幸せとは、いつでもラディアスあなたに愛を囁ささやけることなのかもしれない。そんなことを考えながら、リーネは再び幸せを口にした。

「愛しています」





　　　あとがき







　初めましての方もそうでない方もこんにちは。伽月るーこと申します。

　このたびは、本書『夜ごと、あなたに愛を囁く〜軍人公爵の淫らな悩み〜』を、お手にとってくださり、まことにありがとうございます。ヴァニラ文庫さまでは二冊目、二年ぶりの新作でございます！

　前作は王子さまを拾いましたので、今作では不幸少女をおじさまにさらってもらいました。ほぼお迎えに行ってもらったような感じではありますが、いかがでしたでしょうか？

　おじさまということで、だいぶ気合を入れてみたのですが「これはおじさまでいいのか、大丈夫か」という気持ちでいっぱいになりました。字面から香るおっさんを努めたのですが、力及ばず悔しいです。とにもかくにも、今まで書いてきたヒーローとはまた違う男性を書いて、私としてはありがたくも楽しませていただきました。

　このお話を、少しでも楽しんでいただければ幸いでございます。

　また、私の書いたおっさんが、イラストをご担当くださったさばるどろ先生によって、とても素敵なおっさ、いえ、おじさまになっていることに感謝してもしきれません！

　作中よりもかっこよく、魅力的なヒーローを描いてくださり、何度叫ぶのをこらえたことか……!!　感情の乏しいリーネが、イラストの中でも笑っていたり、ラディアスに翻弄されていたりする表情を見るだけで、嬉しくなりました。あと、かわいい。幸せにしたい、と心から抱きしめたいと思いました。きっと、前向きなリーネの姿勢に触れ、お姉さまたちも少しは心を変えて、その第一歩を踏み出していることでしょう。

　さばるどろ先生、作中よりも素敵に描いていただき、伏して、伏して感謝申し上げます。

　そして担当さま……！　このたびは、ご迷惑おかけして、本当に本当に申し訳ございません！　途中、恩師の訃報があり、気持ちが落ち込みそうになっていたときも、担当さまからかけていただくお言葉や優しさに、何度泣きそうになったことか……。迷惑かけてばかりだというのに、優しく見守りくださりありがとうございます。

　それから、いつもかまってくれる友人たちにも感謝を。起きる直前になると必ず布団の中に入ってくる猫たちに翻弄され、かわいいともふりながらの毎日ですが、生きている感謝、この仕事を続けさせていただける感謝を胸に、がんばろうと思います。

　本書を彩り鮮やかに描いてくださったさばるどろ先生、優しい担当さま、猫とともに見守ってくれる家族、連絡をくれる友人、ツイッターで構ってくださる方々、この本に関わるすべてのみなさまに、感謝申し上げます。

　それでは、またどこかでお目にかかれることを祈って。

二〇一六年　十一月　伽月るーこ
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